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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　１．『日常・１』




　日常というものは、気づかぬうちに積み重なる。

　それは、日常の価か値ちであると同時に恐ろしさでもある。わら一本ｔｈｅでラクダｌａｓｔ　が倒れるｓｔｒａｗの例えの通り、頑がん健けんな肉体と強きよう靭じんな体力を持つラクダでも、限界を超えて荷物を背負わされればあとは軽いわら一本を乗せただけでも支えきれなくなりつぶれてしまう。そう、わら一本でラクダは倒れる。ただ、すでに積み重なっている荷物のうえにふわっとわらを乗せてやるだけでいい。それだけで、巨大なラクダも崩れて落ちる。

　吸血鬼ザ・ワンと呼ばれる闇やみの存在の侵入を許してしまった、確かに、それこそ和わ歌か丘おかという町に起きた巨大な厄やく災さいのはじまりだったかもしれない。

　だが、それはあくまできっかけ、いわばラクダに乗せた一本のわらに過ぎない。

　そのあとに起きた多くの事件は結局のところ、和歌丘という町が、そしてその町に住むすべての人々が積み上げてきた日常の、その自らの重みによるものだった。

　いま、和歌丘には夜がおとずれている。

　ある家では、母親が二階の娘を呼び、その夫は何度呼んでも義娘むすめが降りてこないことに腹を立て、もう呼ぶな、食いたくないなら食わなければいいんだと怒ど鳴なっている。この飯を買う金を稼いでいるのはだれなんだ、感謝の気持ちを持たないやつに食わせる飯なんかないんだ、と。その言葉を聞くたびに、母親の胸は締めつけられ、やはり再婚するまえに娘とよく話し合っておくべきだったと思ってしまう。そう、彼女は本当はそうしたかった。本当はそうしたかったのにそうしなかったのは、この夫に急せき立てられたからだ。早く結婚したほうが税金関係がお得になる、と。大丈夫、結婚した後でも話し合える、そしてよく話し合えばきっと彼女も分かってくれる、と。だが、再婚して八ヵ月経たった今日まで、『話し合い』は持たれていなかった。忙しいだのなんだの理由をつけて、血のつながらない父と娘は互いに話し合おうとせず、互いを拒絶しあっていた。もう八ヵ月、この家に『楽しい食卓』というものは存在していない。母親であり妻である彼女はそれに思いを巡らせるたび心を痛め、やはり話し合いを先にしておくべきだったと後こう悔かいを覚える。そしてそのことで、夫を責めてしまいたくなる。だがもちろん、それを夫に言うことはない。言ったりはしない。言う代わり、彼女はそれを日常に、積み上げた。少しずつ、自分さえも気づかぬうちに、彼女はそれを積み上げてきた。彼女だけではない、彼女の夫も、娘も、そうやって何かを積み上げてきた。この八ヵ月の日常を。もっとも、それも今夜までの話だ。階下で食事をはじめた二人はまだ気づいていないが、娘はいま、ドアを開けた。彼女はやがて降りてくるだろう。その手に義ち父ちのゴルフクラブを持って。彼女はその日常に、『義父を殺す想像』を積み上げてきた。たくさんたくさん積み上げてきた。彼女は母の再婚を、『お金のために仕方なく』だと思っていた。そうでなければあんな金にうるさい男と結婚しようと思う女がいるか？　二人が互いに愛し合っているなんてこと、絶対に、有り得ない。母は本当に死んだ父を愛していたのだから。母は生きていくために、そしてあたしを育てて大学にやるために、仕方なく死んだ父を裏切ってあいつと再婚したんだ──彼女はそう考えていた。だからこそ、この八ヵ月を耐えてきた。母親のために。あの男を殺す想像を積み上げつつ、しかしもちろん想像するだけで。でももうそんな我慢は必要ない。なぜなら彼女はもう一人じゃないから。彼女はもっと大きな存在となり、もう将来の心配などしなくていいのだから。そう、もはや積み立ててきた想像を想像のままにしなくていいのだ。だから彼女ははやる心を抑えてゆっくりと、階段を降りる。これから自分がやることに、母はショックを受けるだろうと思いつつ。だが大丈夫、母はきっと分かってくれる。なんといっても二人はあの男とは違う、血のつながった『本当の親子』なのだから。だから大丈夫、母はきっと分かってくれる。そして、あたしたちはひとつワンになるんだ。ひとつの巨大な存在になり、永遠に一緒に生きていくんだ。ああ、だが、あの男は、母の弱みにつけこんで死んだ父を裏切らせたあの男だけは許さない。何よりも、あの男があたしたちと同じく『ザ・ワンひとつ』になるなんて、絶対に、認めない。想像するだに怖おぞ気けが走る。あんな男をあたしたち『本当の親子』の間に入れてたまるものか。あんな男を『ザ・ワン』にしてたまるものか。だから彼女はチタン合金のゴルフクラブを手に階段を、音も立てずに降りていく。

　それは『ザ・ワン』の指示でもなんでもない、自分自身の意志。

　彼女が、そして彼女たちがその日常に積み上げてきた、その自じ重ちようがもたらす結果。

　その四軒けん向こうの一軒家からいま出てきた女性は、カバンに包ほう丁ちようを入れている。向かう先は夫の浮気相手の家。自分よりも十八歳さい若いその存在を、彼女は知っていた。知っていながら知らないふりして自分より十二歳若い夫と接し、その日常を積み上げてきた。だがもうその必要はない。その向こうでは、医者のカバンを下げた男が意気揚よう々ようと元患かん者じやのもとへと向かう。その胸を喜びに躍らせて。そう、彼はもう、患者に死の宣告をしなくていい。不ふ治じの病に冒された子供、言われなき不幸に襲おそわれた善き人々、すさまじき苦痛に耐えながらしかし医学に見放され希望のない彼の患者たち──そういう人々を見るたびに、彼は心に何かを積み上げてきた。だがもうその必要はない。死はたったいま、敗北した。人はもはや、死を恐れる必要はない、孤独を恐れる必要はない──その福ふく音いんを伝えるために、彼は死に掛けている人々のもとへと向かう。孤独な人々を訪ねて歩く。彼らだけではない。好きな女のもとへと歩く男がいる。惚ほれた男の家を訪ねる女がいる。大事な人、憎い敵、手に入れたいもの、かなえたい望み──すべてはもう我慢する必要はない。なんの目的もなくただ生きてきた者たちも、もうそんな自じ堕だ落らくな生活とはおさらばだ。いまや彼らの胸には、仲間を増やすという立りつ派ぱで素敵な目的があり、生きる活力があり、人に誇れる夢がある──こんなすばらしいことが他にあるか？

　だから。

　福音を手に。

　和わ歌か丘おかの夜を、彼らは徘はい徊かいする。

　胸に福ふく音いん、両手に誘ゆう惑わくと希望と恐怖と絶望を持って、和歌丘の日常たちはおのれの町を練り歩く。隣りん人じんたちを訪ねて歩き、愛と憎ぞう悪おと快楽と痛みで隣人を説得してまわる。そして『家族』が増えるたび、和歌丘の重さはさらに増す。そう、『ザ・ワン』は、ただ軽く一ひと押おしするだけでよかった。軽いわら一本分ほど押しただけで、和歌丘の町は自じ壊かいをはじめた。だがそれでは終わらない。そうとも、と『ザ・ワン』は笑う。自分の一部と化した端ワ末ンたちの活動をそのネットワークで味わい楽しみつつ思う。この広い和歌丘も、世界から見ればちっぽけなわらの欠片かけらに過ぎない。だが、そのわらはまだ最初の一本でしかない。それはやがて重さを増し、そしていつか、わらの一本でラクダが倒れるときが来るのだ。世界が自らの重みにつぶれ、自ら『ザ・ワン』の一部と化すときが。

　そのときこそ、世界と『ザ・ワン』はひとつとなる。

　二千年の昔から、『ザ・ワン』が待ち望んでいた光景。

　和歌丘の夜をながめつつ、『ザ・ワン』は笑う。いま味わっている風景こそ、やがて世界の夜となる。それは決して遠い未来の話ではない。《Ｉｔ》が手に入ったとき、その望みは現実となる。『ザ・ワン』は笑う。未来を夢見て。その世界こそミレニアム。神が約束せし千年紀ミレニアム。その時代が来たときこそ。

　神は『ザ・ワン』のまえに、姿を見せてくれるだろう。

　存在するとすれば、だが。




　　　２．『闇』




　和歌丘のアーケード街の中心、俗に『お祭り広場』と呼ばれる広い一画に、そのワゴンは現われた。

　ブレーキ音で夜を切り裂き、ワゴンは広場の中央に停まる。

　ドアが開き、男がびっくり箱の人形のように飛び出してくるのを、和歌丘第二小学校の六年生、新しん堂どう一いち郎ろうは怯おびえた瞳で見つめている。大人おとなの女性に後ろから抱きしめられつつ。サキという名のその女性──吸きゆう血けつ鬼き──は優しく一郎を抱きかかえ、ときおり赤いＴシャツの上から一郎の身体からだに手をはわす。ぎゆうっと抱きしめ、ときに首くび筋すじにほお擦ずりしてくる──その牙きばを感じるそのたびに、一郎は心臓を握り締められたような心地がして、睾こう丸がんがきゅっとなり、死ぬのがこわい、でも死んでしまいたいと思ってしまう。

　耳もとで、サキがささやく。

「さぁ、はじまりますよ」

　耳じ朶だに息を吹きかけて、そしてメイド服に身を包んだ女性の身体が離れていく。空あいた空間に風が入り込み、一郎は突とつ然ぜん寒さを感じて身を震わせる。背後には、自分と同じく赤いＴシャツに身を包んだ仲間が待っているはずだ。振り返り、それを確かめ、仲間たちと合流したい。みんなのなかに入っていきたい。だが一いち郎ろうにはそれができず、女の人に抱きしめられていた自分が恥ずかしくてみんなの顔を見ることができず、ただそこに棒ぼう立だちになったまま、ワゴンと男をじっと見つめる。

　男は車から赤い棒と灯とう油ゆ入れを引きずり出す。

　周囲を見渡しサキも含めたいくつかの人ひと影かげ──吸きゆう血けつ鬼き──が自分に向かってきているのを確認すると、ワゴンの男は赤い棒のキャップをはずし、キャップと先端をすり合わせる。たちまち噴ふき出す赤い煙に、一郎はようやくそれが自動車用の緊きん急きゆう保安炎えん筒とうであることに気づく。

　雨のなかでも二キロ先から見えるという赤い煙が夜空に向かって立ち昇るが、サキたちに動揺の気配は微み塵じんもない。

　男はワゴンのなかに灯油をかける。

　まさか、と思うまもなく男はジッポのライターを出し、ワゴンのなかにほうりこむ。何を積んでいたのかバチバチという音がして、次の瞬間ワゴンは火に包まれて爆ばく煙えんを噴ふき出しはじめる。一郎は、車が爆発すると思って身構える。が、車はただ火に包まれて煙を上げているだけで、ワゴンの男も離れようとする気配はない。そして、ワゴンを囲んだサキをはじめとする吸血鬼たちにも、あわてた様よう子すは見られない。

　ワゴンの男はふところから十字架かを出し、まえに突き出して、叫んだ。

「どうだ！」

「……どうだ？」サキが微笑ほほえむ。「どうだって、何が、です？」

　ワゴンの炎ほのおに照らされて悪あつ鬼きのようになった形ぎよう相そうをサキに向け、吐き出すように言う男。

「この煙は一〇分は消えない！　すぐに舞まい原ばる家が見つける！　これでもう、おまえらはおしまいだ！　吸血鬼！」

　ころころと笑うサキ。

「あなたは、自分がしていることが分かっているのですか？　言いましたよね？　もしも舞原家に知られることになったら、そのときはこの町は──」

「きさまらの奴ど隷れいとして生きていくよりはましだ！」

　男は声を張り上げた。

「そうだろう、みんな！」

　賛さん同どうの声は聞こえない。

　一郎は周囲を見渡し、広場を囲む人々を見る。長く吸血鬼と暮らしているうちに、なんとなく見た目で相手が吸血鬼か人間か分かるようになっている。いまこの場にいるのは吸血鬼たちだけではなく、一郎と同じ人間の姿もちらほら見える。吸血鬼のえさの役割をする、人間たち。ある者は不安に怯おびえ、ある者は怒ったような顔をして、ただただ男を見つめている。だがどこからも、男の言葉に賛同する声は上がらない。それどころか。

「ふざけるな、ばかやろう」

「死ぬなら一人で死ねよ」

「何なに様さまのつもりだよ」

　かすかな舌した打うちとともに聞こえてきた人間たちの小さな声をしかし逃すことなくその耳に捉とらえ、一いち郎ろうの胸は締め付けられる。

　サキは、闇やみのなかに立ち昇る煙を見上げた。

「これが、舞まい原ばる家の目に留まる、と？　こんな夜に、和わ歌か丘おかから山一つ越えたところにある舞原家に？」

　男の口もとが斜めに持ち上がるのを見て、その顔を炎ほのおの朱あけに染めながら、サキは頭上を見上げ、言う。

「それとも……あなたが期待しているのは、舞原家の静せい止し衛星ですか？　こんな目立つ広場で騒ぎを起こしたところをみると」

　男の表情が凍りつく。

　サキは笑った。

「もしもそうなら、残念ながら無む駄だですわ。ええ、確かに衛星はこの騒ぎを見つけるでしょう。夜の闇に、この炎はひときわ目立つことでしょう。でもそのデータが舞原家に届くことはありません。まえにも言ったと思いますけど、この土地のネットワークはすべて掌しよう握あくしていますから。携帯も、パソコンも、──もちろん人工衛星も。簡単なことです」

　車の燃える明かりに、サキの笑顔がまるでこの世のものではないかのように、揺れる。

「これもまえに説明したと思いますけど、単なる個体ではない、端末がつくるネットワークそのもの、それが私たち『ザ・ワン』本体なのですから。ネットワークの操作など造ぞう作さもありません」

　闇のなか、炎を後ろに蒼そう白はくになった男の顔に、サキはやれやれと首を振る。

「……もしかして、これでもうおしまいですか？　自分の命はもちろん他人の命まで危険にさらして考えたことが、まさかこの程度なのですか？

　だったら、あなたのそれは策と呼べるものではありません。

　勇気といえる行動でさえありません。

　あなたのそれは単なるやけ、恐怖に駆られた自じ暴ぼう自じ棄きの結果です。

　この二千年の間に、いくらも見てきた愚おろかな行動──

『ザ・ワン』は、あなたの行為をおもしろがったりはしないでしょう」

　サキは指を鳴らした。

　ざっ、と吸きゆう血けつ鬼きたちが走り、ワゴンの炎と男をぐるりと取り囲む。

　男はあわてて十字架かを掲げ、口こう角かく泡あわを飛ばして叫ぶ。

「く、来るな！　──畜ちく生しよう！　来る！　舞原家はきっと助けに来てくれるんだ！」

　十字架を向けられひるむ吸血鬼たち。

　指差すように向けられた十字架かに顔をしかめると、サキはまたも首を振る。

「それもまた思い違いです。舞まい原ばる家が来るときは、それはあなたを助けるためではない。舞原家が来るとき、それは『ザ・ワン』を殲せん滅めつするため。恐らくこの町ごと──それしか『ザ・ワン』を滅ぼす方法はありませんから」

「！」

「──都つ合ごうのいい望みを頼みにかえりみない行動を取る、あなたは本当につまらない」

　サキは目を細め、そして一いち郎ろうに視線を送る。

「まだ子供たちのほうが、評価に値する行動をしています。ああ、あなたは本当につまらない──『ザ・ワン』は、あなたに興味を持たないでしょう」

　ざ、と一歩を踏み出すサキ。

　男はたじろぎ、十字架をまえに突き出す。

　と。

　サキの後ろで闇やみが動く。

　後ろの闇から突然現われた人ひと影かげは疾しつ風ぶうのようにサキのまえに出、男に向かって飛びかかる。そのさまに、一郎は思わず息を吐く。闇に包まれた黒い影は十字架などものともせず男に向かって飛びかかり、十字架を持ったその手を握り、無む造ぞう作さにねじる。ねじり切る。十字架が地面に落ちて、その横にねじちぎられた手首が転がる。一郎の背後から息を吞む音が聞こえ、一いつ拍ぱく遅れで男の口から絶叫があふれる。黒い影はその身をゆるゆるうごめかしつつ、叫ぶ男ののどをつかむ。ごきっという音がして、悲鳴はたちまちにごりしめった風音に変わる。

　黒い影は、男を傍かたわらにどさりと投げ落とした。

　そこでようやく、炎ほのおが影を取り払い、その顔を映し出す。

　現われたのは、人と獣けものの中間の顔。

　人間の顔がやがて獣に変わっていく顔。

　それは一郎の見る間にぴくぴく動き、うごめき、獣じゆう毛もうを増し、人間部分を削けずり落としてどんどん獣に変化していく。

　人狼ヴルカラコス。

　吸きゆう血けつ鬼きの忠実な、僕しもべ。

　人狼に指示し十字架を拾わせ、再び背後に控えさせると、サキは地面に投げ倒された男のもとに歩み寄り、男の無事なほうの手を取って傷口に当てさせつつ、悲しそうに首を振った。

「これは悲しい現実ですが、この世のすべての存在が十字架に敬意を払っているわけではないんです。

　分かります？

　十字架は、なんの頼みにもならず。

　あなたはもう、終わりです。

　……何か言い残すことは？」

　かがみこみ、その耳を男の口もとに近づける。

　びゅううびゅううという息の音。

　やれやれと首を振り、立ち上がり、人狼を見やったサキに、人狼はうなずき、燃えているワゴンに躊躇ためらいを見せず近づいていく。いまや完全に狼おおかみと化したその顔を不敵にゆがませて、前からワゴンをかかえこむ。じゅうじゅうという肉の焼ける音。たんぱく質の焦こげるにおい。しかしまったく表情を変えず、人狼は楽々とワゴンを持ち上げ、

　跳んだ。

　赤い火の玉は軽々と宙に向かって飛び上がり、ひょんひょんと、アーケード街のビルをあっさり越えてあっという間に消えていく。

　炎ほのおがなくなり、辺りはたちまち濃い夜よる闇やみに覆おおわれる。

　そして現われる、

　無数の赤い光点。

　やがて、ぶちゅうっという濡ぬれた音が聞こえ出す。

　ずずっ、じゅるると、何かが何かをすする音。

　闇のなか、さっき男が倒れた辺りに現われまたたく無数の赤い光に気づき、一いち郎ろうは眩暈めまいを起こして倒れかけた。

　後ろからだれかの支える手に、反射的に悲鳴を上げて身をよじる。

　でもそれは、仲間の手。

　ふと気がつくと、一郎は赤いＴシャツを着た仲間たちに守られるように囲まれている。

　圧倒的な夜のした。

　サキは一郎に向かって手を振ると、ゆっくりと、闇のなかへと歩き出した。

　その姿を黒い闇に溶かしつつ、澄んだ声を響ひびかせる。

「さぁ、見なさい人間たち。これが『ザ・ワン』に逆らう者の末まつ路ろです。そして──

　だれか『ザ・ワン』を倒す者がいますか？

　だれが『ザ・ワン』を、打ち負かすのですか？」

　答えはない。

　ただ笑い声のみが、闇の大気を震わせる。

「ならば人間たち。あなたたちは『ザ・ワン』を信じ、素直に時を待ちなさい。ミレニアムは、光り輝くエメラルドの都は、もうすぐそこまで来ているのですから」

　夜のなかへと消えていく、サキの姿──

　声が聞こえなくなり、赤い点がなくなって。

　ようやく一郎は、自分が震えているのに気づいた。

　そして、震える自分の身体からだを、たくさんの手が押さえてくれていることに。

　仲間たちと抱き合いつつ、夜の黒い闇やみのなか、一いち郎ろうはいつまでも震え続けた。
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　　　　◆




「ごくろうさま」

　出迎えの声に、サキは笑みを浮かべて自分と同じ『ザ・ワン』の『第二人格』、三み輪わ方かた遼りよう子こに応えた。

「あらどうも、遼子さん。どうしたんです？　こんなところに。何か御用が？」

　アーケード街のビルの屋上から、周囲をながめる遼子。

「用ってわけじゃないんだけど……『第一人格コア』がいるかと思って。サキさん、『コア』がどこにいるか、知らない？」

「ご主人さま？」

　さぁ、と首をすくめるサキ。

「どこかで恒こう例れいの人間観察でもしているんでしょう。……何か用事でも？」

「別に。ただ、今後のことを相談したくて」

「相談、ねぇ……」

「何よ」

「ご主人さま、このまえぼやいていましたよ？　遼りよう子こさんてば顔を合わせるたびにお説教してくるって。だから『オード』をブロックして隠かくれられているのでは？」

「説教なんかしてないわよ！　ただ、もう少し危機感を持ってもらおうと──」

「人間と同じに考えてはいけませんよ、あの方を。あの方はまだ人間部分がメインの不完全な私たちとは違う、完全な『ザ・ワン』なんですから」

「……」沈ちん黙もく。

　しばらくして、サキが聞く。

「電話侵しん攻こうは順調ですか？」

「ええ順調よ」打てば響ひびくように答えが返る。「警察、消防、病院──主要な施設の人間はもちろん、真ま嶋じま家、葉は切ぎり家、朝あさ比ひ奈な家──みークルの人間の家はだいたい押さえたわ。家に招いてもらえた。ええ。いつでも侵しん略りやくできるわよ。いつでもね」

　あからさまにいらだっている遼子の様よう子すに、サキは微笑ほほえみ、続ける。

「でも、サクラさまが見つかるまでは攻め込めない──」

　舞まい原ばるサクラ。

　舞原家の次期当とう主しゆ──すなわち舞原家に対するもっとも有効な人ひと質じちにして、『ザ・ワン』が《Ｉｔ》を手に入れるために必要な駒こま。

　ホテルに確保していたはずのその駒の行ゆく方えが分からなくなって、すでに丸まる一日が経たつ。まだたったの一日だが、最初の一日で見つけられなければ捜索は困難を極めるだろうことは遼子もサキも理解している。

　吐き捨てるようにつぶやく遼子。

「もう和わ歌か丘おかにとどまっている必要はないのに、鴨かも音ね木ぎエレナ、あの裏切り者のせいで──」

　サキは遼子の瞳を見つめ、やや強く、言う。

「舞原家の行動力を、あなどってはいけません」

「……分かっているわ」

「誇こ張ちようではなく、イハナさまはその必要があれば和歌丘全ぜん土どを自ら焦しよう土どに変えるでしょう。『ザ・ワン』を倒すただそのためだけに、和歌丘はもちろん、必要があれば日ひ炉ろ理り坂ざかさえ犠ぎ牲せいにするでしょう。

　イハナさまはそれができるお方です。

　ですがサクラさまさえ押さえれば、もうイハナさまは何もできません。どれほど『ザ・ワン』の危険度を認めていようと、イハナさま、いえ、舞原家にとってはサクラさまのほうが大事でしょうから。それが舞原家の本質。舞原家こそ日炉理坂。舞原家こそ、すべて──」

「……」

「だからサクラさまをしっかり確保するまで、日炉理坂に入り舞原家に気づかれる危険を冒おかすわけにはいかないんです」

「……ええ。分かってるってば。本当に」

　そう、切り札であるサクラを確保するまで、日ひ炉ろ理り坂ざかを吸きゆう血けつ鬼き化することはできない。

　下へ手たなことをして舞まい原ばる家に気づかれる危険を冒おかすことはできない。

　舞原家に気づかれ、先にサクラを取り返されてしまったら、弱点の多い吸血鬼はもはや逃げ場なく殲せん滅めつされるしかないのだから。

　サクラを押さえるまでは、動けない──

（だからこそ、鴨かも音ね木ぎエレナはサクラをつれて姿を消したのだ。あたしたちの動きを封じるために。そして、その間に──）




《そんなに心配しなくても、大丈夫ですよ》




　突然、頭のなかに声が響ひびく。

　サキが、声ではなく『ザ・ワン』同士をつなぐネットワーク、『オード』に乗せてその気持ちを伝えてくる。やさしくいたわるかのような、頼もしさ、力強さを感じさせる真ま心ごころの気持ち。物理的な声では伝えきれないサキの心の想いが、『オード』の不ふ可か視しの触しよく手しゆに乗ってあますところなく遼りよう子この思し考こうに伝わってくる。

《鴨音木さまたちは、サクラを隠かくし、私たちの動きを封じている間にだれかを和わ歌か丘おかから脱出させ、舞原家にこの町で起きていることを伝えようとしているのでしょう》

「……おそらく、ね」

《ですが、だれがこの町から脱出できます？　この町の周囲は人間を超えた能力をもつ人狼たちが守っているんです。その海かい藤どうという男がどれほどの者だろうと、人間が人狼の輪を突破できると思いますか？》

「……」

《そして何より、時間が味方してくれます》

　サキは微笑ほほえみ、遼子の髪をやさしく撫なでた。

《こうしている間にも、鴨音木さまの変化は続いている。早ければ今夜、長くても一週間以内に、彼女は完全に『ザ・ワン』化する──そうでしょう？》

　押し黙る遼子の頭をなで、ひたいに軽くキスすると、微笑んで言う。

《私たちが先に見つけるか、それとも鴨音木さまが自ら差し出してくるか──どちらにせよ時間の問題、サクラさまはいずれこちらに戻ってきます。だから私たちはあせらず落ち着いて、そのときを待っていましょう。どうせいまは、イハナさまはキャンプに出かけていないわけですし、待ちましょう。あわてず騒がずどっしり構えて、日炉理坂に電話をかけたりほかの町を侵しん略りやくしつつ、そのときを待っているんです》

　ぎゅうっと、抱きしめてくるサキ。

　遼りよう子この胸に伝わってくる、ほどよい力と温かさ。

　そして『オード』が伝える気持ち。

　心配し、思いやってくる心、力付け、励まそうとしてくる気持ち──もちろん、そうした『正』の感情だけではない。たとえば「あなたは心配しすぎです」とか「いいかげんに落ち着いてください」みたいな『負』の感情も混じっている。そういうものも隠かくすことなく正直に、サキは送り込んでくる。なぜ隠す必要がある？　確かにそんな気持ちもあるが、それでも心配し元気付けようとする気持ちは本物なのだし、それを誤ご解かいさせることなく『オード』は伝えられるのだから。

　それこそが、『ザ・ワン』の力の本質。

　遼子は微笑ほほえみ、サキを抱きしめ返した。

「……ええ。そうね。そうよね。やれることはたくさんあるし」

　自分も『オード』の触しよく手しゆを伸ばし、伝える。

《ありがとう》

「いいえぇ」

　サキはうなずくと、身体からだを離した。

「それでは、私は失礼しますね」

「え？　……ああ。うん」

「私はこれから、昇のぼるさまたちの様よう子すをうかがってきます。先ほどの事件のことで、心配しているかもしれませんし」

「歓迎されないわよ」

「いいんですよ」サキは笑う。「いつか分かってもらえますわ。きっと」

「……水すい彩さいに、よろしく言っといて」

「必ず」

　ドアへと向かい、遼子の視界から消えていくサキ。

　パタン、とドアの閉まる音。

　視線を夜空にさまよわせ、ふと、現在この町の最後の抵抗、『ブルーチーム』に合流している少女の姿を思い出し、遼子はため息をついた。

　彼女──木きの下した水彩に、今日は会えなかった。

　たぶん明日も会えないだろう。

　そしてその次の日も──両親という人ひと質じちが使えなくなった以上、水彩が遼子に会いに来る理由はない。自らえさになりに来る理由はない。水彩はきっと十字架かを握り締め、二度と会うかと思っていることだろう。

（嫌われちゃった──）

　突然肺はいに締め付けられるような圧迫を感じ、遼子は背中からフェンスに寄りかかった。

　ふと、つぶやく。

「──いつか分かってもらえる、か」

　そう。

　世界はいずれ、ひとつになる。

『ザ・ワン』が世界をひとつに変える。

　死も孤独の悲しみもない、『オード』でつながる本物の、理想郷きように。

　そこではだれも、寂しい思いをしなくていい。

（そうだ、それが世界の正しい結末）

（だれにも邪じや魔まさせるもんか！）

　……いつか、分かってもらえる……

「……エレナ、どこに隠かくれているの？」

　思わず口にし、身体からだを返してビルのフェンスにもたれ、遼りよう子こは和わ歌か丘おかの夜をながめた。

『ザ・ワン』の端末に満たされた闇やみは、しかし何も答えてくれなかった。




　　　３．『雨』




　テレビの明かりに照らされた、とある暗い部屋。

　人の気配を感じ、鴨かも音ね木ぎエレナは振り返った。

　山やま本もと美み里さとの姿を見、一人なのを確認し、場所を空あける。

「唯ゆいとサクラは？」

「お風ふ呂ろ使ってる。……それで、どう？」

　エレナは黙って、あごでテレビの画面を指す。

　消音ミユートで音声を消された画面には最近売り出し中のアイドルが踊り、そのうえにこの地方の明日の天気は快晴であることを伝えるテロップが流れている。

　独り言のようにつぶやく美里。

「……明日も、晴れか」

　エレナもぼそっと、答える。

「……向こう一週間、快晴やて」

　沈ちん黙もく。

　電気の消された暗い部屋に、テレビの光が海の底のように、揺れる。

　揺れるかすかな明かりに映えて、二人の顔は幽ゆう鬼きのごとく青白い。

　しばらくして、思い出したように美里が言う。

「海かい藤どうさん、どうしてるかな」

「……うまく隠れられたみたいやね。『ザ・ワン』にもぜんぜん足取りつかめてへんし」

「……じゃあ、あとは」

　雨が降るのを待つだけ。

　あの海かい藤どう重しげ彦ひこと名乗る男は言った。もうすぐ、この土地にすごい雨が降る、と。日ひ炉ろ理り坂ざか特有の、自分の二、三歩先がもう見えなくなるような土ど砂しや降りの雨が降る、と。だが、とエレナはかすかにため息をつく。時間がなくて聞けなかったが、どうしてあの男にそんなことが分かるのか？　だいたい、『もうすぐ』っていつ？　海藤は言った。たとえ人知を超えた人狼だろうと生理的機能を持つ生物、土砂降りの雨のなかでは聴覚も嗅きゆう覚かくも制限される。その隙すきをつけば、たとえ人狼の包ほう囲い網もうだろうと突破できるかもしれない。だから、と海藤は言った。

　雨を待て、と。

　雨が降るまでサクラを隠かくし、もちこたえていてくれ、と。

（ああ、でも、『もうすぐ』っていつ？）

　もちろん、テレビの予報が間違っていて、明日すぐにも雨が降る、という可能性はある。だが、もしも予報が正しく、この一週間以内に『もうすぐ』が来なかったら──

「──鴨かも音ね木ぎ」

　美み里さとの声に、エレナは傍かたわらを見た。

　視線をテレビに向けたまま、美里がたずねてくる。

「……あのさ、海藤さんとか水すい彩さいちゃんとか、みんなと別れるとき……鴨音木、海藤さんと二人で何か話していたよね」

「……」

「──いや、あのさ、あのときの鴨音木の顔が、とてもショックを受けてたみたいで、ずっと気になっていてさ。何を話していたのかなって」

　エレナは笑った。

「ありゃ、気づかれてたんか」

　大きく息を吐き、答える。

「たいしたことちゃうよ。……ただ、あんま気分ええ話やないから」

「……」

「あんな、わたしらが泊まっていたあのホテル、じつはもうひとり、人間がいたんよ。ほら、あの美作みまさか沖おき也やってやつ」

「ああ、あのお忍びの芸能人。何回か会ったね」

「あれをな、ほっといていいかって話してたんや。何も知らない人間を、吸きゆう血けつ鬼きのホテルのなかに残しといてええもんか、って。……でも、わたしらも正直、他人をかまう余よ裕ゆうはないし──って、ほら、あんま気分のええ話やないやろ？」

　そうだね、とうなずく美み里さと。

「でも、しょうがないよ、それは。しょうがない、ですませちゃいけないかもしれないけど、でも、しょうがない。……しょうがないよ」

「ん。やね」

　沈ちん黙もく。

　しばらくして、今度はエレナがたずねる。

「山やま本もと、あのさ」

「え？」

「……その、美作みまさか沖おき也や、……何回か、会って、話したやん？」

「うん。サインはもらわなかったけど──」

「あの男、くさかった？」

「……ええ？」

　美み里さとはテレビからエレナに視線を移し、目をぱちくりさせていたが、やがてうなずいた。

「ああ、そう言えば確かに、くさかったね」

　思わずエレナは目を見開く。

「──ええ？　山本も、くさかったんか？」

「うん。なんか香水のにおいがすごかった。何のつもりか知らないけれど、あれはつけすぎだよ。逆ぎやく効果だよね」

「……こ、う、すい？」

「え？」

「……いや、ん、ま、そやったな、うん」

　エレナは視線をテレビに戻す。

　美里はしばらくエレナの横顔をながめていたが、やがて立ち上がった。

「あたし、もう寝るけど」

「ん。おやすみ」

「……鴨かも音ね木ぎは？」ためらいがちな声。「鴨音木も、やっぱり、少しは睡眠をとったほうがいいんじゃ……」

　エレナは首を振った。

「わたしはもう、その必要ないし。だから『ザ・ワン』を見張っとく。……そんな顔せんでも、わたしは本当に大丈夫やから」

「……」

「その代わり、明日の朝、お願いな」

「……うん」美里のほおが赤くなる。

　エレナは微笑ほほえみ、指を振った。

「増ぞう血けつ剤ざい飲むの忘れんといて。じゃ、おやすみ」

「……おやすみ」

　隣となりの部屋に引っ込んでいく美み里さと。

　テレビの画面に映った影でその姿を確かく認にんし、エレナはそっと、つぶやく。

「……ごめん、な」

　画面に視線を、戻す。

　音の出てない画面のなかでは天気予報のテロップは終わり、通信販売の番組がはじまっていたが、どちらにせよエレナの目には映っていない。『オード』の不ふ可か視しの触しよく手しゆを伸ばして先ほど起きた事件の顚てん末まつと『ザ・ワン』の動向を確認しつつ、エレナはただ、考える。『もうすぐ』はいつかということを。そしてあのとき、海かい藤どうに教えてもらったことを。そして自分の限界を。

（ごめんな、山やま本もと──みんな）

　でももしも、この天気予報が確実なら、雨は降らないというのなら、エレナには他の選択肢しは残されていない。

　そして時間はあまりに少ない。

　自分の身体からだは自分で分かる。

　決断しなければならないときは、もうすぐそこに迫っている。

　暗い部屋のなか、青い光に照らされて、

　エレナはテレビをながめ続けた。




　　　４．『日常・２』




　スコープに映る三つの影。

　遠く、森のなかに隠かくれるように設置されているプレハブを木々の隙すき間まから最大倍ばい率りつの双そう眼がん鏡きようで確認し、森林迷めい彩さいに身を包んだ海藤重しげ彦ひこはふう、とため息をついた。

（人狼が三人……いや、三匹か）

　あの鴨かも音ね木ぎエレナという少女──『ザ・ワン』の端末でありながら『ザ・ワン』を裏切った少女──のおかげで、見張りの配置や罠わなについては知ることができた。

　が、彼女の話によれば、見張りは二人一組だったはず。

　ならばあそこに三匹いるのは、新たに配置しなおされたということだろう。

　海藤の行動を予想して。

　エレナという少女は言った。人狼はそれほど多くの数がいるわけではなく、にもかかわらず和わ歌か丘おか全ぜん域いきを見張らなければならないため、要よう所しよ要所に最低限の人数しか置かれていない、と。にもかかわらずあそこに三匹いるのは、敵が見事にこちらの行動を読み他の場所の見張りを手て薄うすにしてまでここに人員を割さいているということだ。

（さすがは二千年の叡えい智ち、と言ったところか）

[image: ]

　このまま隠かくれ続けることは可能だろう。

　だが、強行突とつ破ぱは不可能に近い。

（……可能性があるとすれば、やはり、雨……）

　人狼が三匹、というのは確かに脅きよう威いだが、それでも雨のなかなら、なんとかうまく切り抜けられるかもしれない。山を越えて天然の要よう害がい日ひ炉ろ理り坂ざかに入るのは至し難なんの技だが、この森さえ抜けられれば、そこはもう、大ゆ城め跡あとだ。大城跡には、舞まい原ばる家の相談役がいる。面めん識しきはないがうわさは聞いたことがある、かなりの切れ者らしいそいつなら、吸きゆう血けつ鬼きがいる、なんて話も笑い飛ばしたりはしないだろう。ことの緊きん急きゆうさを理解して迅じん速そくに行動してくれるだろう。サクラたちを、助けられる人々を可能な限り助け出し、そして──

　人狼の包ほう囲いを突破して、この森を抜けることさえできたら──

（だが、それには雨が必要だ）

（そしてもうすぐ雨は降る。それは確実だ）

　そう、雨は降る。森にも大気にもその前ぜん兆ちようはまったくないが、いずれ必ず雨が降ることを、海かい藤どうは知っている。この和わ歌か丘おかという土地にとんでもない事件が起きるのを知ったのと同じ方法で知っている。だが。

　いったいそれは、いつなのか？

　雨が降るのは確かだ、が、この土地で事件が起きるのが分かっていながら吸血鬼の存在までは予見できなかったように、雨が降るのは分かっていてもいつ降るかまでは海かい藤どうにも分からない。それに何より、海藤は漁師でも天気予報士しでもない。今日雨が降らなかったことは分かるが、明日、あるいは明後日あさつて雨が降るかどうかなどまったく見けん当とうつかない。

　携帯しているパソコンを使えば、天気予報ぐらいは見ることができるが、それをすればネットを通して『ザ・ワン』に見つかってしまう。

（──あと六日以内に、雨は降るのか？）

　あのエレナという少女は言った。

　六日が限界だと。

　それ以上サクラを守ることはできないと。

　限界──

　少女はその言葉を、顔色ひとつ変えずに言ったのだ、あと六日しか自分はもたない、と。

　リミットは、おそらく六日目の夕方。

　それまでに舞まい原ばる家にこのことを伝えて動いてもらわなければ、サクラ奪だつ還かんは不可能となり、舞原家は最大そして唯ゆい一いつの好機を失う。

（──だがあと六日以内に、雨は降るのか？）

　降らなかったそのときは──

（いい、よく考えて？）頭のなかに、この土地に入るまえ相あい棒ぼうに言われた言葉が響ひびく。（確かに、これから和わ歌か丘おかでとんでもない事件が起こる。たくさんの人が死ぬでしょう。でもそれは、あの安県あがたとミザリィがしようとしていることにくらべれば小さな犠ぎ牲せいに過ぎない。あの二人の思おも惑わく通り『獣けものの数字』が顕けん現げんすれば、それとはくらべようもない数の人が犠牲になる）

（あたしたちの使命は、それをくい止めること）

（──そこで救える二、三十人の命より、将来救える何百万のことを、考えて？）

「……ああ、分かってるよ」

　海藤は声に出し、つぶやいた。

「……でもな」

　でも、あのエレナという子は言ったんだ。

　自分は六日しかもたないと。

　顔色ひとつ変えずに。

　──なぜ犠牲になる人がいる？

　ならねばならぬ人がいる？

　助かる命と死ぬ命、それを決めるのはいったいだれだ？

　思い出す。

　鴨かも音ね木ぎエレナや三み鷹たか昇のぼるたちと別れるとき、海藤はエレナと二人だけになり、ある『可能性』について話した。それは、海藤が失敗してしまったときのための策、和歌丘の人間の切り札となるかもしれない『可能性』であり、だからこそ海かい藤どうはそれをエレナに伝えた。

　そして、あのときのエレナの表情を、海藤は忘れないだろう。

　彼女は一瞬ショックを受けた様よう子すを見せたが、すぐに無表情になり、そして言ったのだ。

　あと六日しか自分はもたない、と。

　パソコンや携帯が使えない以上、エレナと連絡を取ることはできない。

　あと六日以内に雨が降らなければ、エレナはきっと、海藤が教えたそれをやってみるだろう。効果のあるなしにかかわらず、その『可能性』を試してみるだろう。あと六日以内に海藤が大ゆ城め跡あとにたどり着き、舞まい原ばる家を動かせなければ、あのエレナという少女はきっと自分を犠ぎ牲せいにするだろう──

（六日以内に雨が降らなければ、おれは……）

　頭のなかに声が響ひびく。それは、将来救すくえるたくさんの命のことを考えろという相あい棒ぼうの声。どうしても行くというなら止めはしない、と相棒は言った。その代わり、まず自分が生き残ることを考えろ、と。生き残ることで将来救える命について考えろ、と。だが、助かる命と死ぬ命、それを決めるのはいったいだれだ？　単なる数の問題なのか？

　なぜ、犠牲にならなければならない人がいる？

　神はいったい、どこにいる？

「……三匹対たいひとり、は、……つらいなぁ……」

　双そう眼がん鏡きようをのぞき、人狼の見張り小屋の様子が変わらないことを確認すると、海藤はポケットから携帯食料を取り出し口に放り込んだ。

　柔らかくなるまで唾だ液えきに浸ひたしてしゃぶり、よく嚙かみ、飲み込む。

　そして木にもたれかかり、早さつ速そく寝る準備に入る。見つかったらそのときはそのとき、大事なのはしっかり休養することだ。ぐっすり眠って、身体からだを整えなければならない。自分には予知の能力はなく、それこそ明日の天気も分からないが、それでも、いずれかなり体力を使う事態になるだろうことは分かっているのだから。

　すぐに眠気が襲おそってくる。

　こんな状況で寝るなんてこと、造ぞう作さもない。海藤にとっては、栄養補ほ給きゆうも疲労回復も訓練の技。そしてもはや日常の動作。

　そうとも、と海藤は思う。

　日常は、積み重なる。

　それは危険を内ない包ほうするが、同時に強みでもある。荷物を背負えば背負っただけ、人は強くなる。過去に成なし遂とげた経験、脱した苦く境きよう、重ねてきた努力。積み重ねてきたものこそ真に誇れる力となる。望む望まないにかかわらず。それが結局さらに重い荷物を誘いこむことになるのだとしても。

　いま、吸きゆう血けつ鬼きという災わざわいを受け、和わ歌か丘おかは確かに崩ほう壊かいをはじめている。

　だがしかし、再生の兆きざしは確かにある。吸きゆう血けつ鬼きの圧倒的な力に対し、それでも戦おうという子供がいる。団結する人たちがいる。弱いなりにできることを探しはじめる人々。覚かく悟ごを決めて十字架かを握る人間。守る者、守りたいもの、捨てられぬ誇り──町が積み重ねてきた日常はそこに確かに存在し、希望となり、いま崩ほう壊かいの力に対しはじめる。

　自分はただのきっかけｌａｓｔ　ｓｔｒａｗに過ぎない。

　町自身が、立ち上がるのだ。自ら積み上げてきたものの力によって──

　海かい藤どうは、眠りについた。

　明日を迎えるための眠りに。

　森の夜は風に吹かれて生きているものの音にざわめき、心地よい子こ守もり唄うたとなって海藤を眠りにいざなっていった。




　　　　◆




　そして、新たな朝が来る──
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午前の部







　　　１．『ブラック』




「おはよう」

「……あ、おはよう、ございます」

　朝六時。

　あくびに大おお口ぐちを開あけつつ和わ歌か丘おか第二小学校の児童会議室のドアを開いた三み鷹たか昇のぼるは、先せん客きやくの姿にあわてて口を閉じ、視線をめぐらし姿すがた見みを探して──窓しかなかったが──自分の格かつ好こうを整えた。

　男は格好だ、とは昇の父親の言葉。

　第一印象というのはその人間の評価にかなり影えい響きようを与える、だから人をまとめようと思う人間は頭のてっぺんから足のさきまで常に清せい潔けつを心がけ、身だしなみを整えていなければならない──私し生せい児じでありながら嫡ちやく男なんとして日ひ炉ろ理り坂ざかは四し季き老ろう家けの第二位、三鷹家の跡を継ぐことになる昇のために、昇の父親は常にそういう心がけ、言わば「帝てい王おう学」とでも言うべきものを昇に話し聞かせてくれていた。昇はそんな父親が大好きだった。だから学校に寝ね泊とまりするようになり服装が不自由になったいまでも、身なりにはできる限り気をつけている。現在和歌丘で唯ゆい一いつの抵抗組織レジスタンス、『ブルーチーム』のリーダーとして。

　室内に二人だけしかいないことを確認し、昇は窓まど際ぎわでスケッチブックに向かっている少女のもとへ向かう。

「早いですね」

「……最近、朝が早かったから」

　日炉理坂高校一年生の美術部員、木きの下した水すい彩さいは息を吐くと、鉛筆を置き（昇は久しぶりに鉛筆を見たな、と思った。最後に見たのはいつだっただろう。やっぱり美術の時間だったか？）、スケッチブックを閉じた。

　閉じられるまえに一瞬見みえたのは、ちょっと冷たい感じのする、昇の知らない女の人の顔。

「あ、別に。続けてください」

「ううん。なんか話したいの」水彩は、首をかしげてくすっと笑う。「……でも、何なに話そうか。小学生の人と何話せばいいか、なんて、お姉さん、分からないな」

「ええと。……別に……」

　別に女子と話すのは苦にが手てではないが──もっとも最近はある事情からそうも言えなくなっているが──なんとなく勝手が分からず、昇のぼるは視線をそらし、机のうえ、電源の入っている電気ポットをながめた。

　視線に気づき、席を立つ水すい彩さい。

「紅茶、飲む？」

　会議室の脇に行き、持ち込まれた小さな冷蔵庫の上に載せてある容器入れから昇のカップを取る。

　昇は口を開きかけたが、閉じる。

　たずねる水彩。

「……あ、冷たいのがいい？」

「いえ、紅茶でかまわないです。紅茶、熱いの、嫌いじゃないです」

「……ひょっとして、紅茶にこだわりあるほう？　あたし、ただお湯のなかにパックを入れることしかできないんだけど」

「いえ、こだわりなんかないです。飲んじゃえば同じですし」

　言ってから、いまのせりふは失礼じゃなかったかと考える。が、水彩はまったく気にした様よう子すもなく、そう、よかったとうなずいて紅茶を淹いれている。

　最近知り合ったばかりの年上の少女の後ろ姿をながめて、昇はかすかに息を吐く。

　年上に、免めん疫えきがないというわけではない。

　家では、サキというメイドに世話してもらっていたし。

　それでも、昇はやっぱり小学生。

　高校生、というのは小学生にはまったく未知の領りよう域いきだ。

（……堂どう島じまコウと同じ高校……）

「砂糖は？」

「砂糖はいりません。ブラックで」

「ブラックか。大人おとなだ」

　昇のまえに湯ゆ気げの立ったカップを置き、水彩は自分もカップを持って席に座った。

　水彩も、やはり砂糖を入れていない。

　互いに一口飲のんだ後、おもむろに、まず水彩が口を開く。

「昇くんも、早いね。いつも朝はこんなに早いの？」

「はい。……あ、でも、今日は昨夜の事件のことで、緊きん急きゆう会議することになっていて。もうすぐ騎き射しや場ばと御ご殿てんと、あと何人か来ると思います」

「……ああ」

　昨夜、人間が一人、吸きゆう血けつ鬼きに殺された。

　その場を見ていた者の話によると、その被害者は車を燃やしてのろしをあげることで、舞まい原ばる家に助けを求めようとしたらしい。

　その結果はっきりしたのは、

　舞まい原ばる家に助けを求めれば殺される、ということ。

　そして携帯やパソコンのみならず人工衛星まで吸きゆう血けつ鬼きに押さえられていて、助けすらまず求められないだろうということ。

　その被害者は、無む残ざんに殺された。

　これまでにも表に出ていないだけで殺された人間はいたのかもしれないが、ここまであからさまに見せられたのははじめてで──恐らく公開処しよ刑けいの意味もあったのだろうが──その事件の結末がこれから吸血鬼と戦おうとしている人間たちに与える動どう揺ようは計り知れないだろう。

　何よりも、十字架かが完全な守りにならないということを見せ付けられたのがつらい。

　その被害者は、吸血鬼に十字架を突きつけたという。だが、十字架は彼を守ってくれなかった。『人狼』と呼ばれる存在は、あっさりと十字架を奪い彼を殺した。敵がその気になれば、十字架では身を守れない──この事実が生む混乱は、大部分が子供で構成される昇のぼるの『ブルーチーム』にとって致ち命めい的なものとなる。ほとんど子供ばかりだが、それでもようやく百名を超え、他の地区にも学校を中心にぽつぽつと抵てい抗こう勢力ができはじめているところなのに──

　ここで負けるわけにはいかない。

　対策が、必要だ。

「人狼、か」水すい彩さいがつぶやく。

「すごかったみたいです」独り言のように昇は答える。「十字架をものともせずに簡単に人間の手をねじり切り、燃えるワゴンを平然と抱えてジャンプし消えていった──とんでもなさすぎますね」

「……そんなの相手に、海かい藤どうさん、大丈夫かな」

　昇は再び口を開いたが、閉じた。

　言うまえに一寸ちよつと考えろ、というのも父の教きよう訓くん。

　しばらくして、ようやく口を開く。

「あの、木きの下したさん」

「だからぁ、水彩って呼んでほしいな。気に入っているの、水彩って」

「……水彩さん。昨日も頼みましたけど、海藤さんたちのことは……」

「うん。だれにも話してないよ」首をかしげる。「……二人だけのときも、だめ？」

「できれば」

「分かった」

　沈ちん黙もく。

　昇は唇を舐なめ、年上の少女が紅茶を飲むのをじっと見る。

　水彩はカップを置いて、ふ、と笑う。

「紅茶はさ、砂糖入れなくても飲めるんだけど、ていうか入れないほうが好きなんだけど、コーヒーのブラックは飲めないんだよね、あたし」

「……ぼくも、コーヒーのブラックは飲めません。苦にがくって、酸っぱくって」

「ねぇ。なんであんな苦いの飲むのかな」

「目が覚めるからだそうですよ。コーヒー自体、夜よる眠れなくなるからって、ぼく、飲ませてもらえなかったんです」

「ああ、あたしもそうだったかも。……いつの間にか、言われなくなったけど」

　二人はちょっと考える。いろいろなことを。

　しばらくして。

「怖いんです」紅茶の水面をながめつつ、昇のぼるは淡たん々たんと、言った。

「え？」

「怖いんです。みんなに希望を与えるのが」

「……」

「また希望を奪われるのが、まただまされるのが、いやなんです。だいたい、あの二人を信じていいのかだって……」

　水すい彩さいは笑った。

「いやそこは、だまされていこうよむしろ」

「……え？」

「だまされてさ、もう二度とだまされないぞ、とか思うより、だまされて、いやそれでも信じることはやめないぞ！　なんて言うほうが、あたし的にはかっこいいなぁ」

「水彩さん的にはともかく、そんなリーダー、どうですかね？　リーダー的に」

「人はかっこいい人に、ついていきたがるんじゃないかな。えと、顔とかじゃなくて態度がね。それでね、かっこいいっていうのは、大変な道に自ら踏み込み『面白いじゃない！』って言うことだって、あたしの友だちが言ってた」

「……」

「疑うことがつらいなら、きみは疑うべきだと思う。でも信じるほうがつらいなら、そっちを選んだほうが、その、かっこいいっていうか、あとで後こう悔かいないっていうか……いや、どうしたって、後悔するときはすると思うけど……」声がだんだん小さくなって──

「……ごめん」水彩は肩をすくめた。「なんかえらそうだね、あたし」

「いえ、別にそんなこと」

「年上なんだから、お姉さんらしくしたいんだけど……はは、なんだかな」

　沈ちん黙もく。

　電気ポットがカチッと鳴って、保温から沸ふつ騰とうに変わる。ぼぼぼぼという湯のうねる音を聞きながら、昇は考える。父を疑えなかった自分。吸きゆう血けつ鬼きが和わ歌か丘おかを支配しようとするなら真っ先に町の権力者である昇の父親を狙うことぐらい、気づけて当然だったのに、少しも父親を疑おうとしなかった自分。その結果見み事ごとに踊らされ、偽にせ物ものの希望に振り回されて仲間につらい思いをさせてしまった。失望させてしまった。でもみんな絶望することなく、昇のぼると一緒にいてくれる。見放すことなく、昇を助けてくれている。昇はみんなを助けることに失敗してしまい、もう希望と言えるものはほとんど見えないというのに。

　つぶやく。

「かっこいい、か」

「え？」

「いや」昇は微笑ほほえんだ。「考えてみれば、敵に吸きゆう血けつ鬼きにされて、それでも敵を裏切って人間のために戦うって、なんかかっこいいですよね、なんかのヒーローみたいで」

　そうだね、と水すい彩さいも笑ってうなずく。

「それにさ、この町に何かが起こると分かっていて、すごく危険なことが起きているって知っていて、それでもわざわざ助けに飛び込んできてくれるっていうのも、相当かっこいいと思うよ」

「ですね」

　二人で笑う。笑いあう。そして。

「……雨はいつ、降るのかな……」

　と、会議室のドアが開き、昇と同じ年とし頃ごろの少年が二人入ってきた。

「おはようございます！」

「よう……あ、おはようございます。きの……水彩さん」

　何やら紙かみ袋ぶくろを下さげている和歌丘第二小学校の四年生、御ご殿てん和かず孝たかとノートパソコンを脇に抱えた五年生、児童会副会長の騎き射しや場ば勇ゆう知ちにおはよう、と手を振ると、水彩は席を立ち、冷蔵庫に向かった。

「何か飲む？　熱いの？　冷たいの？」

「ウーロ……いや、おれも紅茶をください」

　昇と水彩のカップの中身を確認し言い直した騎射場の言葉に御殿もうなずく。

「おれも」

「おまえらだけ？」昇がたずねる。

「ああ、男子はおれと御殿だけ。女子は珠す洲ずさんと、蔦つた谷やさんも来るんじゃないか」

「ふ、ふたりとも？」

「まぁ、おれの勘かんだけど」騎射場はにやり、と唇をゆがませる。

　御殿は空あいている椅い子すに紙袋を置くと、昇の隣となりに座り、首を振った。

「まったく、あいつら二人そろうとうるさいんスよね」

「こらぁ、陰かげ口ぐちはよくないぞ。お砂糖は？」

「か、陰口じゃないスよ。あいつらが目のまえにいてもおれは言いますよ」

「おれは砂糖は要いりません」

「お、おれだって要りません」

「はいはい。みんなブラックね」

　くすっと笑う水すい彩さいに、なんとなく、昇のぼるも笑う。

　ふと、自分がじぃっと水彩を見つめていることに気づき、急いで視線をそらせる。そして思う。いまはまだ、吸きゆう血けつ鬼きの策さく略りやくにあっさり乗せられだまされいいところのない自分だけれど、海かい藤どうさんやエレナさんには勝てないまでも、男として、リーダーとして、それなりにかっこよくありたいなぁ、とか。




　　　２．『ラーメン』




　みなが紅茶を飲み一息ついたころ、そのどどどどど、という音は聞こえてきた。

　まさか、と昇が口を開くまもなく、

「リーダー！」「昇！」

　会議室の二つあるドアが同時に開き、おのおのから女子が突入してくる。その手に一人はどんぶり、一人はなべをお盆ぼんに載せて。あっけに取られた騎き射しや場ばと御ご殿てんと水彩には目もくれず机を蹴け飛とばし椅い子すをはねのけ昇のまえに飛び込んでくると、二人はそれぞれ持っていたものを昇のまえにずどんと置いた。

「あつぅい！」飛んだしぶきに悲鳴を上げた昇の様よう子すもなんのその、

「あたしのほうが早かった！」

「何なに言ってんだ！　鼻の差であたしだ！」

　息を荒げてほとんどつかみかからんばかりの勢いでにらみ合う、女子二人。

　まさか生きている間にこんな場面に遭そう遇ぐうできるとは思わなかった、と拝んでくる騎射場をにらみつけ、何が起きているのかうすうす感づきながらも、昇は一応たずねた。

「ど、どうしたの？」

　昇と同じ五年生にして『ブルーチーム・最初の十人』の一人、珠す洲ずみすみが息を切らせて言う。

「リーダー、朝ごはんまだだよね！」

「う、うん」やっと六時を十五分回ったばかりの時計を見ながら答える昇に、

「ほら、このまえ、ラーメン食べたいって言っていただろ？」

　同じく和わ歌か丘おか第二の五年生、蔦つた谷や祥しよう子こは息を整えつつも満まん面めんの笑みを浮かべて言った。

「だから、ほら、アレだし、とにかく、インスタントだけど、作ってみた！」

「……あ、朝から？」

「「うん！」」

　どどん、という音がするような心地がして、なべとどんぶりに視線が向かう。

　御ご殿てんがやれやれと首を振る。

「おまえらバカかよ。いくら昇のぼるさんでも、朝からラーメン二杯も食うかよ」

「そりゃそうよね」と珠す洲ず。

「それは確かにそうだ」蔦つた谷やもうなずく。「あたしが早かったんだから、そっちは引っ込めろよな、ほら！」

　蔦谷の声とともにぐおお、となべの載った盆ぼんが動き、どんぶりの載った盆が向こうへ押しやられる。

「ふざけないでよ、どう見てもあたしのほうが早かったじゃない！　あんたこそ持って帰れば！」

　ぐおお、ぐおお、と盆に載ったなべとどんぶりが行ったり来たりを繰り返す。右、左、右、左、湯ゆ気げを上げつつ往復している二つの器を昇は絶ぜつ句くしてながめていたが、やがて二つの力が拮きつ抗こうして盆の動きが止まり、静止した状態でぶるぶる振動し出すに及んでついに腰を浮かせた。爆発するのではないかと思ったのだ。が、そこへ、

「やめなよ、珠洲さんも蔦谷さんも」

　冷静沈ちん着ちやくな騎き射しや場ばの声が助けに入った、と安あん堵どしたのもつかの間、

「どちらを食べるかは昇自じ身しんに決めさせないと」

　信じられないようなせりふに一瞬気きが遠くなり、浮かせていた腰がすとんと落ちる。

　気がつくと、視線を集めてしまっている。

　机のうえからぐぐっと身を乗り出し（必ひつ然ぜん昇の身体からだは後ろに下がった）、蔦谷が言う。

「あたし、とんこつラーメン作ったんだ！　ラーメンといえばやっぱりとんこつだよな！」

「何なに言ってんのよ」ひょん、と机に腰を乗せ、さらに身を乗り出してくる（必然昇は壁にくっつく）珠洲。「ラーメンと言えば当然みそよ！　なんとか一番言うくらいだし、みそのほうがおいしいって！」

「みそなんて、毎日みそ汁しる食ってるだろ！　そんな毎日みそばっか食ってどうすんだ！」

「おいしいから、毎日食べるんじゃない！　とんこつのほうがおいしかったら、みんな毎日とんこつ飲むわよ！」

　にらみ合う二人。

　二人の間にばちばちっと放電現げん象しようが起きたような気がして、昇はぷあっと息を吐いた。

　すさまじい形ぎよう相そうで相手をにらみつけている珠洲を見、珠洲にガンを飛ばしている蔦谷の姿に小さくため息をつく。

　最近仲間になったこの蔦谷祥しよう子こという少女に「好きだ！」と告白されてから、ずっとこんな状態が続いている。

　ああ、そのときのことはいまだに忘れられない。

　彼女に話したいことがある、と呼び出され人ひと気けのないところに連れ出され、何やら不ふ穏おんな空気をまとってこちらににじり寄って来られたとき、昇のぼるは思わず殺されるんじゃないかと思った。実は蔦つた谷や祥しよう子こは元『レッド』──新しん堂どう一いち郎ろう率ひきいる吸きゆう血けつ鬼きに従うチーム──のメンバーだったので、新堂の刺し客かくかと思ったのだ。『レッド』を裏切ってこちらに来た、というのはうそで、自分を殺すために侵入してきたのかと。だが彼女は昇を殺そうとはせず、それどころか「好きだ！」と叫んだ。それにもある意味殺ころされかけたがその瞬間近ちかくの茂みから「ふざけんじゃないわよ！」と叫んで珠す洲ずみすみが飛び込んできたときには驚きのあまり心臓が止まりかけた（ちなみに御ご殿てんと騎き射しや場ばもその場に隠かくれていた）。昇のなかでは珠洲みすみという少女はおとなしくしとやかな印象だったのだが、にらみつけてくる蔦谷祥子相あい手てに一歩も引かず「あたしのほうが先に好きになったんだから！」と逆に突っかかっていく彼女の姿にその印象は一変し、吸血鬼との戦いが彼女を強くしたのかそれともいままで猫をかぶっていたのか自分がだまされていたのかとそら恐ろしくなったのを覚えている。そのときは、昇がはっきりと「いまはやることがあるから」と断って（実際、その次の日昇は吸血鬼の親おや玉だまと対決する予定だった。もっとも、だから蔦谷は告白しようと思ったらしいが）一応収しゆう拾しゆうがついた──つけたつもりだったのだが、その後、なぜかずっとこんな『恋の鞘さや当あて』（ちなみに、これは正確には男二人女一人の状態を表わす言葉なのだが）が続いている。なぜ？　断ったのに、どうして？　しかもなんか人ひと目めをはばからずエスカレートしていっているようで、さらには昇の意志は考こう慮りよに入れられずむしろ勝負の景けい品ひん化かしているみたいで、でも一回断っている以上また断るのも変だし、傷つけてしまいそうだし、なんだかもうなんかもう本当にどうしていいか分からないのが現状。

　にらみ合う二人、そして。

　明らかにおもしろがっている騎射場の声。

「早く決めないとラーメンのびるぞ──」

　何も言わずに騎射場をにらみ、そして昇は視線をどんぶりに、そしてなべに移した。

　どちらかを選べば角かどが立つ。

　二人の争いにさらに火を注ぐことになる。

　ならば答えはどちらも選ばないか、あるいはどちらも選ぶかだが、この状況、何も言わずに互いに互いをけん制しつつ昇を見つめてくるこの状況は、ちゃんと選ばない限りいつまでも終わらないような気がする。かといってどちらとも選ぶというのはきつい。ただでさえストレスで胃が荒れているというのに、朝っぱらからラーメン二杯（しかものびかけ）というのは──

　さすがに見かねたのか、水すい彩さいがおずおず助けに入った。

「あ、あのさ」

「え？」「なんですか？」

「あたしも、一口もらっていい？　いやその、ほら、朝から何も食べていないし、なんかおいしそうだから」

「ええ？」「ちょっと、これは──」

　抗議の言葉を上げかける二人に先んじ、昇のぼるはここぞとばかりに声を張り上げた。

「はい！　もちろんです！　どうぞどうぞ！　いいよね？」懇こん願がんするように二人を見、「みんなもまだ何も食べてないんだし、ぼくだけ食べるのもなんだし……」みんな、を強調する。

　ええ？　と言いつつも、昇の視線に不ふ承しよう不ふ承しよう、二人はうなずいた。

「そういうことなら」御ご殿てんが言う。「おれも食べないわけにはいかないな」

「なんでよ！　あんたは関係ないでしょ！」

「昇さんのためならおまえらのくそまずいラーメンだって食うさ。だいたいおまえら、まえから言おうと思っていたから言うけど、二人そろうとうるさい！」

　なんですって！　ほらうるさい！　とぎゃあぎゃあ言い争いの声を横よこ目めに、はぁ、とため息をつく騎き射しや場ば。

「あーあ、ここまでか。これからがおもしろかったのに」

「……騎射場」

「ていうかな、きみら、頭あたま悪すぎ。そんないきなりラーメン二杯もドンと置かれてどちらか選べと言われても、昇を困らせるだけだってことぐらい、普通に考えても分かるだろ？」

「そりゃ分かるわよ。なのにこいつ、リーダーの迷めい惑わくも考えないであとから勝手についてきて」

「ふざけるな！　さきにつくっていたのはあたしだろ！　真ま似ねしてきたのはそっちだろ！　おまえが割り込んでこなきゃ、こっちもちゃんとどんぶりに移せたんだ！」

「なべごと運んできてる時点でラーメン的に負けじゃない！　そんなことも分からないの？　ばか！」

「やぁめぇろって。きみらがやっていることは幼稚園児レベルだぞ？　この年になってそんなんじゃ、逆ぎやく効果だよ。だいたいさぁ、もっとさぁ、こう──」

「騎射場」

　手を伸ばし肩をつかんで騎射場の言葉を止めると、昇は力のない笑みを浮かべて一同を見渡した。

「と、とにかく、仲良くさ、みんなで食べようよ。ね？」

　はい、と水すい彩さいが冷蔵庫のうえから割わり箸ばしを数本取り、配る。

　蔦つた谷やと珠す洲ずはしばらく顔を見合わせていたが、やがて、蔦谷は昇の左、珠洲は御殿を蹴け飛とばし場所を空あけさせ昇の右に陣じん取どった。

　そして。

「リーダー、あたしの先食べて」

「バカヤロウ昇はいまあたしの食べようとしていただろが」

「幻げん覚かくでも見てるんじゃない？　ほら、リーダー、あーん」

「何なに言ってんだバカ。子供じゃないんだし昇のぼるは自分で食べられるよ食べられないんだったらそのときはあたしが食べさせるから」

「いや大丈夫、ひとりで食べられるから、お願い、本当にどうもおかまいなく……」
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　二人に囲まれ四し苦く八はつ苦くしている昇の姿に、ついに水すい彩さいは、吹いた。

　にらんでくる視線にあわてて笑いをごまかしつつ、昇をはさんだ少女二人に言う。

「本当に、昇くんのこと、好きなんだね」

「……バカにしてます？」と珠す洲ず。

「いや、ううん。とんでもない。いいなぁって思って」窓の外に視線を送る。「やっぱりさ、そのときしかできないことってあるなぁ、って」

「はぁ？」「え？」

「……あたしね、高校卒業するまでに一度くらい、ラブレター、書いてみたいなって思ってるんだ。高校卒業しちゃったらもう、大学行くにしろ就職するにしろ、なんかラブレターって書けなくなるような気がするから」

「……なんで？　書けばいいじゃないスか」と御ご殿てん。

　水彩は微笑を浮かべた。

「……ううん。たぶん書けないと思う。なんかうまく言えないけど、書いてもそれはいま書けるのとは違うと思うから。やっぱりね、旬しゆんの時期ってあるんだよ」

　騎き射しや場ばが言う。

「旬って言い方はあれですね。たぶん、その時期その時期に適した表現方法があるってことでしょう」

「うん、そう、そうだね。騎射場くんは大人おとなだなぁ」

「いやまぁ」

「この人は老ふけてるだけっス」と御ご殿てん。

　蔦つた谷やが遠えん慮りよがちに、たずねる。

「……好きな人がいるんスか？」

「え？　ううん。残念ながらいないのです。それが一番のネックだね」

　ええ本当に？　あこがれている人ぐらいいるんじゃないですか？　バーカだれもがおまえみたいにエッチなわけじゃないんだよ、何よエッチってどういう意味よもう一回言ってみなさいよ！　なんて珠す洲ずと御殿の言い合いがはじまるなか、蔦谷はじっと水すい彩さいを見つめる。何？　と水彩が聞こうとするまえにその口を開き、視線をそらさずに、言う。

「……余よ計けいなお世話かもしれませんけど」

「え？」

「できることも、やりたいことも、いつか、じゃなくていま、やれるうちにやらないと。だからあたしは『レッド』を抜けて、ここに来たんだ」

「……」

「そりゃ、無理するのはアレだけど、でも、人は、いつ死ぬか分からないから。明日死ぬかもしれないし。とくにいまの、あたしたちは」

　蔦谷の言葉に、

　沈ちん黙もくが場を支配する。

　そして全員、口を閉ざして考える。なんかいろいろな、ことを。視線をそらした蔦谷の横顔を見つめつつ、水彩は思う。そうだ、確かにそうだ。ここにいるのは小学生だが、でも、もう、子供じゃない。それはとても悲しいことだけれども、こんな状況、こんな世界で子供でいられるわけがない。

　明日があるとも限らない。

　いつか、じゃなくて、いま──

　ふと、昇のぼるがつぶやいた。

「……ラーメン、ありがとね」

「……ああ」「うん」

　全員で、とんこつとみそのラーメンを食べはじめる。

　最後に食べたのいつだっけ、なんて思いつつ、久しぶりに食べるインスタントのラーメンは、なんだかんだでおいしかった。

　のびかけだろうがなんとなく、なつかしかった。




　　　３．『新たな敵』




　時計の針が六時四十五分を回り、これ以上の参加者は現われないだろうと結論し（基本的に自由参加なのだが、みんな会議に出たがらない）、昇のぼるはつぶやくように言った。

「それじゃ、会議をはじめようか」

　雑談していたそれぞれが、ぴたりと口を閉じ、昇を見る。

　ちなみに寸前まで話していたのは騎き射しや場ば勇ゆう知ちの恋人について。なんとこの小学五年生、「ゆーちくん♡」なんて呼んでくれる大学生の恋人と遠距離恋れん愛あい中ちゆうらしい。ラーメンを食べつつ、何を思ったかいきなり騎射場がそれをカミングアウトして、それからはもうずっとその話題で持ちきりだった。自分から話しておきながら騎射場は明らかに話さなければよかった、なんで話してしまったんだろうという顔で話し渋っていたのだが、女性陣じん（消極的ながら水すい彩さいも）がそれを許すはずもなく、ずっとそれだけを話していたし、とめなければ今日きよう一日中でもそれを話していたかもしれない。それでも。

　昇の号ごう令れいに全員が口を閉ざし、自然と場所を移動し円えんを作って席に着く。

　まだ新しん参ざん者ものの水彩は、いてもいいのかたずねたあと、昇の後ろに椅い子すを運んで座った。

　全員を見渡し、口を開く昇。

「今け朝さ集まってもらったのは、昨日の事件について話すためなんだけど、そのまえに、今日話す予定だった議題を先に済ませとこうか」

「じゃ。おれから」

　御ご殿てん和かず孝たかは立ち上がり、紙かみ袋ぶくろからノートを出し、昇のまえに開いた。

「これはおれから──ええと、西区の、工業高校の人たちから、十字架かの、その、設計図？　みたいなのが来ました」

「ああ、いままでみたいなすぐ折れるやつじゃなくて、かたいやつ」

「はい。材料さえあれば、これならそこの設備で手作りでもいけるだろうって。さすが高校生」

　口をはさむ騎射場。

「見本はないのか？　図面だけじゃなくて、実際に作ったやつ」

「今日の夕方までには届けると言っていました。とりあえず図面だけでも見てほしいって……正直、見ても何がなんだかなんスけど、見てほしいって言うから」

　昇は騎射場に図面を押しやった。

「だれかこれを分かる人、見つけられる？」

　探してみよう、と受け取る騎射場。

「あと、これが」

　言いながらポケットに手を突っ込み、御ご殿てんは五百円玉くらいの大きさの小さな十字架かをいくつか机に置く。

「十字架バッジの試作です。いままでのと同じ作りだから、曲がりやすいスけど、この大きさならいいんじゃないスかね」

　他の四人にもバッジを配り、昇のぼるは自分もバッジを胸につけてみる。

「ちょっと厚くない？　重いし、Ｔシャツにつけるには……」と珠す洲ず。

　首を振る御殿。

「これ以上薄うすくすると、割れやすくなるんだ」

　昇はうなずいた。

「ま、いいんじゃないかな。これはあくまで仮に配るためのものだし」

　うんうん、と騎き射しや場ばも首しゆ肯こうする。

「そうそう。相手に投げたり、目印にしたり、暗号を伝えたり、な。こいつはＢＤ十字架ＣＲＯＳＳ──ＢＤＣと名づけよう」

「ＢＤ、Ｃ？　ＢＤってなんの略りやく？」

「なんでもいい。とにかくＢＤ。まず名前ありき」

「まぁいいけど。他には？」御殿を見る昇。

「あとは、えと、これは向むか居いさんから、Ｔシャツ染めのサンプルを見てほしい、と」御殿は紙かみ袋ぶくろから何やら分ぶ厚あつく膨ふくらんだノートを取り出し渡す。「向居さんは七番と九番がきれいな青で気に入っているそうです。相変わらず洗うと褪あせちゃうそうですが」

「七番と九番、ね。分かった」

「そして最後に小お田だ島じまさんから、これ。給食の新ローテーション表です。朝と夕の分に変更があるので見ておいてくださいとのことです。あと伝言で、芋いもの返事はまだか、と」

「「芋の返事？」」騎射場と珠す洲ずがきれいにはもる。

　ああ、と昇はうなずいた。

　騎射場を見つつ口を開く。

「芋を栽さい培ばいしたいから班を組んでくれないかって言われているんだけど」

「い、芋を？」

「いまは食料、コンビニとかレストランとか、吸きゆう血けつ鬼きが普通に営業しているからなんとかなっているけど、将来的には分からないからって」

「……ああ……」

「なんか、映画でそういうのを見たんだってさ。それで、いざというときのためにも芋を作りたいって言うんだけど、ううん、どうかなぁ……」

「いいんじゃないか？　やらせてみれば」

「でも小お田だ島じまって、失敗を気にする人なんだよね。それに、芋いも……」頭をひねる。「あれって土のなかにできるんだっけ。実なの？　それとも根？　素人しろうとが食べられるものつくれるの？」

　返らぬ答えに、うん、と手を打つ。

「じゃあ御ご殿てん、小田島に、だれかそういうのに詳しい、組んでくれる人を見つけてって言っといてよ。芋のことよく知らないし、作れるかどうかも分からないし、話はそれからにしよ」

「分かりました。……おれのはそれだけです」

　空からになった紙かみ袋ぶくろをたたみつつ、御殿が席に戻る。

　昇のぼるは騎き射しや場ばにたずねた。

「騎射場は？」

　うなずき、騎射場はポケットからメモ帳を出し、昇に放る。

「とりあえず、昨日の議題──万まん引びき対策と飲酒とたばこの対策についてまとめた」

「ありがと。一いち応おう簡単に話してくれる？」

「ああ。まず万引きは、──これはもう、いまのおれたちにとっては必要悪あくだからな。金がない以上、黙って持ってくるしかないし」

　窓まど際ぎわから校庭をながめる。

　校庭のあちこちに張られたテントを見て、ため息をつく。

「テントだって食べ物だって、金がないんだから勝手に取ってくるしかない。さいわい、吸きゆう血けつ鬼きたちは見逃してくれているし──」

　騎射場の言葉に首を振る珠す洲ず。

「でもだからって、カードとか、ゲーム機とかマンガとか、テレビまで持ってきていいってことにはならないわよ。それは絶対間ま違ちがってる」

　騎射場は首しゆ肯こうした。

「ああ、もちろんおれもそう思う。規律の乱れにもつながるし、不公平感かんを生むからな。でも実質的に、現状じゃ万引きをとめることはできないと思う。だから、いっそのこと──

　──お金を、つくろう」

「ええ？」

「要はお金があればいいんだ。ちゃんとお金を置いてくれば、少なくとも形かたち的てきには、万引きにも窃せつ盗とうにもならないだろ？」

「でも、そんなのうそじゃないの」

「だから、この土地だけで使える『昇のぼる券けん』をつくるんだ。そしてそれをみんなに貸し出すんだよ。あとで本物のお金を返してもらうことを前ぜん提ていにな。要するに、お金の代わりに借用書を払うんだ。三み鷹たか家への借用書。これなら逆に、どんな万引きも結局自分の金を使ったことになる。ブレーキがかかるだろ？」

　でも、と口をはさむ昇。

「……でもそれって、みんながちゃんとその『昇のぼる券けん』を使うことが前ぜん提ていだし、使われた側の協力も必要なんじゃないか？」

「なんで？」

「な、なんでって」

　騎き射しや場ばは笑った。

「いいか？　本当に『昇券』を作る必要はない。そう発表して、基本は自己申しん告こくさせればいいんだ。今日はいくら使った、っていうのを。そして、たまに抜き打ち検査を行なう。あ、おまえはテレビを持ってきているな、じゃあご奉ほう仕し価格で三万円、みたいな。それで、食べ物とか漫画とかはともかく、ゲームとかなんかの窃せつ盗とうはかなり防げるんじゃないか？　そういうのは、申告はごまかせても隠かくすのは難しいだろうから。

　これは、ようするに秩序を守るためのもの、万まん引びきは割に合わない、という抑止力になればいいんだ。

　自己責任で、必要なものと必要でないものを判断できるようになってくれればいい。

　そうだな、だれかに見せしめになってもらおう。なんて言ったっけ？　あのテレビとＤＶＤプレイヤーとゲーム機三台を持ち込んできたアホなやつ」

「あれは五組の──って……」

　大きくため息をつき、昇はうなずく。

「──なんかアレだけど、それが一番現実的かなぁ。実際いまはとめようがないわけだし──」

　口をはさむ蔦つた谷や、

「でもそれって、ただ暮らしているだけで昇のぼるへの借金がどんどん膨ふくらんでいくってことだろ？」

「……え？」

　きょとんとする騎射場に、蔦谷は視線を送って言う。

「だってそうだろ。収入がない以上、生きていくためには借金しないわけにはいかないし。でもどんどん借金が膨らんでいくのは──いいのか？　そんなの。絶対不ふ満まんを生むと思うけど」

　騎射場は目を大きく開けた。

　机のうえにこぶしを作る、

「──ああ、それは、──ああ、確かに──」

　昇が息を吐く。

「よし。じゃあ、上限を決めよう」

「え？」

「毎日ここまでは使ってもいい、って上限を決めるんだ。いや、みんなへの給料、っていうかご褒ほう美びって形のほうがいいかな。みんなに収入を与えて、その範はん囲い内ならＯＫ、でもそれ以上はぼくへの借金、ってことにするんだ。騎き射しや場ば、蔦つた谷やさん、これならどう？」

「……なるほど」と騎射場。

「ああ、うん、それなら……」と蔦谷。

　うん、と昇のぼるはうなずいた。

「じゃあ騎射場、上限がどれぐらいまでなら妥当か考えてくれる？」

「ああ。分かった。まかせろ。三食も寝ね床どこもこちらが手配しているんだから、小こ遣づかい程度でじゅうぶんだろう──」ふと、手を伸ばす。「さっきのメモ、返してくれ」

「え？　なんで？」

「『昇のぼる券けん』は却きやつ下かだ。もう一度、対策を練り直す。そちらの、小遣い制と併せて──ついでに、他のも」

「いや別に」

「いいから返せよ、ほら！」

「分かった、分かったって」

　手帳を受け取ると、騎射場はノートパソコンを起動させ、ぶすっとした顔で何やら打ち込みはじめる。

　そのよこで、御ご殿てんが大きなため息をつく。

「……人数増ふえると、大変スね」

「本当だね。ぼくも、こんなことまで考えなければいけないなんて思わなかった」

「それが組織ってもんだろ。子供だから無理、じゃすまないんだ。甘えんな」つっけんどんな騎射場の声。「もう学校内の仲良しグループじゃないんだ、おれたちは。規き範はんもルールも組織の形も、何もかも一から自分でつくっていかなきゃならないんだぜ？　吸きゆう血けつ鬼きなんてのがいるこの馬鹿げた町に合わせてな」

「……」

「……実際、そろそろちゃんとしたルールと、あと罰ばつ則そくを定めたほうがいい。これからもどんどん人数を増やしていく気なら」

「……罰則、か」

　沈ちん黙もく。

　静せい寂じやくが重くのしかかる。

　昇は笑い声をあげた。

「深しん呼吸、しようか」

　みずから大きく息を吸い、吐き、言う。

「なに、少しずつやっていけばいいよ。少しずつ、ぼくらにもできることを、考えながら、一歩ずつ……」珠す洲ずと蔦谷に視線を移す。「……で、二人は？　女子のほうはどう？」

「え、あたしらは」「とくに問題はない、けど……」

　珠す洲ずと蔦つた谷やは一瞬視し線せんを合わせた。

　やがて珠洲が口を開く。

「ええとね、これ、別に問題とか、要望ってわけじゃないんだけど、最近加わってくれた、ほら、あの、元校長の意見なんだけど……」

「？」

「学校で暮らすなら、寝ね泊とまりする場所の割りふりをね、ちゃんと考えたほうがいいって」

「場所の割りふり？」

「ほら、いまはみんな、教室とか体育館とかテントとか、好きな場所に好きな友だちと適当に班を作って寝泊まりしているでしょう？　それをね、もっと、きちんと……」

　御ご殿てんがほおを膨ふくらませた。

「それならおれが、ちゃんとリストを作っているよ。昇のぼるさんに言われた通り、きちんと名めい簿ぼを作って、朝あさ夕ゆう班長を呼んで点てん呼こを取ってる」

「そうじゃなくて、その……」

　言葉を濁にごす珠洲のあとを引き取り、蔦谷が続ける。

「つまり、先生にこう言われたんだよ、間違いが起こらないうちに、男子と女子の部屋を別々にしたほうがいい、って」

「ええ？」びっくりした顔の御殿。

「ああ」うなずく騎き射しや場ば。「なるほど。そうだな。目の届かない部分も増えてきているところだし、そろそろその時期かもな」

　ううん、と昇は腕を組む。

「……そういう心配まで、しなきゃダメかな。いまはまだ、みんな夜が一番怖こわいわけだし、よく知った仲間と一緒にいたほうが……」

「だからおれたちは仲良しこよしやってるわけじゃねぇんだっての。最低班はん決きめは自由に決めさせるとしても、男女と学年は分けたほうがいい。それほど反対もでねぇよ。いまだって、男女一緒なのは低学年だけで、高学年の生徒は自然に分かれているし。それをもう少し進めて、男女、あと学年別にしっかりと分けるだけだ」

「……でも兄弟とかもいるわけだし……」

　騎射場ははぁ、とため息をつく。

「……なぁ昇、これはもっとシリアスに考えるべき問題だぜ」

「……」

「ぶっちゃけた話、おれはおまえがいつこの二人に押し倒されるかと、いつもハラハラドキドキしてるんだ」

　へぇ？　と首をかしげてやがて赤くなる昇のよこで、『この二人』が同時に立ち上がる。

「なな何なに言ってんだよおまえ！　アホか！」

「ばっバカ言ってんじゃないわよ！　そんなことするわけないでしょ！　スケベな男子と一緒にしないで！　バカ！　スケベ！」

　すぐさま御ご殿てんが立ち上がり、そして騎き射しや場ばはにやりと笑う。

「バカ言うな、バカ！　いつも昇のぼるさんにくっついているのはおまえらだろうがどっちがスケベだ！　このエッチ！」

「スケベ？　大人おとなと子供の違いを教えてやろうか？　男のほうがスケベだと思っているのが子供、女だってスケベなのを知っているのが大人だ──うわ、やめろ、どんぶり投げるな！　このノートいくらすると──うわっ、なべが！」

　いきなりはじまった、でもまぁいつものことでもある騒そう乱らんのなかで、昇は顔を赤くしたまま振り返り、水すい彩さいを見る。

「あの、水彩さん」

「え？　あ、ああ、何？」

「いえ、あの、ずっと黙っているので……」

　こほん、とのどを鳴らし、昇は水彩に笑いかけた。

「もしも何か意見があったら、遠えん慮りよしないで言ってください」

「あ、うん。……いや正直、きみたちに会ったときからもうずっと、圧倒されっぱなしで意見どころか。あ、でも」

「なんです？」

「いまの話……男女を別々にするのは、あたしもそうするべきだと思う。なんかまぁ、いろいろと」

「……」

「昇！　助けて！　おれ襲おそわれる！」

「まだ言うか、この！」

「食え！　これを食え！」

「やめろ！　騎射場さんの関かん節せつはそんな方向には曲がらない！　──うわ？　うそ？　いや、ええ？」そのとき──




　警報が、鳴り響ひびいた。




　一同の動きが止まり、なぜか一いち様ように天井を見上げる。

　まず昇が動き、窓まど際ぎわから校庭を見る。

「！」

　そしてドアに向かって走り出す。

　ドアの取っ手に手をかけたとき、校内放送が流れた。

『リーダー、リーダー、すぐに校庭に来てください！』

　放送の形式を無視した、切せつ羽ば詰つまった仲間の声。そして。

　ばたばたという音が廊下から聞こえ、昇のぼるのまえでドアが開く。

「昇さん！」

　ほとんど昇にぶつかりかけつつ入ってきたのは大だい丸まる健けん、かつては『泣き虫大丸』の異い名みようを取っていたものだが最近はめったに泣くことがなくなってきた三年生のメッセンジャー（機械は『ザ・ワン』に支配される可能性があるために、大事なメッセージはメッセンジャーが届けることになっている）。

　その顔を真っ赤に引きつらせ、しかし泣きだすことなく昇を見上げ、大丸は叫んだ。

「昇さん！　レ、『レッド』のやつらが！」

「うん。見えたよ、ここから」うなずき、大丸の頭をなでると。

　昇は会議室を出、走り出した。

　校庭に向かいつつ、考える。窓から見えた『レッド』の一団について。ぱっと見た限りでは、四十人近くいた──なぜここにやってきた？　いままでだって脅きよう迫はくやいやがらせ等の細かい衝しよう突とつはあったが、しかしまえに昇がやった脅おどしのおかげであからさまに姿を見せて対立してくることはなかったのに。

　やはり昨夜の事件の影えい響きようなのか？

　何しにここにやってきた？

　その目的は？

　階段を下り、玄関に出る。

　校庭をうかがっていたのだろう玄関でできた人だかりが、昇の姿に音も立てずにざぁっと割れる。そのほとんどが青いＴシャツを着ている集団が二つに分かれて道を開けるその様さまは、海を割ったモーゼの話を思い出させる（いやあれは『紅こう海かい』だったか、紅海っていうぐらいだから水の色は赤かったんだろうか、なんて昇は一瞬考える。『赤』を割って進んだのかと）。

　青いシャツの群れが分かれた遠く、校庭に張られたテントの合あい間まに小さく見える、赤いＴシャツの集団。

　昇はいったん足を止め、深しん呼吸すると、走るのをやめ歩き出し、人の壁の間を通り、玄関を出た。

「昇」背後から騎き射しや場ばの声。「待て」

「いや、大丈夫。みんなを校舎内に控えさせてて。校舎から出ないように、って」

　赤Ｔシャツの一団は、校門を越えたところで昇が来るのを待っている。それ以上進もうとしないのは、張ってあるテントを警けい戒かいしてのことなのか、それとも侵しん略りやくする意志のないことの表われか。みんな赤いＴシャツを着ているが、いつもの『レッド』の悪あく魔ま主義的な革かわ製品の装そう飾しよくは見られない。もちろん、それが何を保証するわけでもないが。

「待てってば、昇のぼる」

「大丈夫だって」

　背後から手首をつかまれ、昇は振り向いた。

「ほら騎き射しや場ば、よく見て。だれかが青いＴシャツを振ってる」

　そう、赤い一群のなかにちらほらと青色が見える。

　背の高いだれかがそれを旗のように振っているのも。

「蔦つた谷やさんも、ああやってぼくのあげたＴシャツを振って来たんだ」

「罠わなかもしれない」

「どちらにせよ、まずは話からだよ。話さなければはじまらない」

　昇は歩き出した。

　ついてくる気配に、思わず背後を振り返る。騎射場、御ご殿てん、水すい彩さいに蔦谷に珠す洲ず、さらに後ろには大だい丸まるをはじめとする『ブルーチーム・最初の十人』たちの姿が見える。昇は口を開きかけたが、閉じ、正しよう直じき心強く思いつつも何も言わずに歩を進める。

　テントの間を通り、赤い一団に近づくにつれ、昇はその集団のほとんどが女子であることに気がついた。

　だいたい四十人弱のその集団は、何人か低学年の男子の姿も見えるが、女子の数が圧倒的に多い。昇の知る第二小学校のメンバーだけではなく年長者の姿もちらほらしているが、そのほとんどは女性。疲れた顔をしており、泣いていた跡がうかがえるものさえある。

（……これは……）

「のぼ……」言いかけてくる騎射場を制し、手をあげ背後のメンバーに待機するよう指示すると、昇は周囲を確認しつつ赤の集団に近づいた。

　校門陰かげに視線を走らせつつ、集団の先頭に立った、リーダーっぽい、青いＴシャツを持っている二十歳さいくらいの女性にたずねる。

「……新しん堂どうは？」

　この集団のなかでは一番年とし上うえであろう背の高い大人おとなの女性はその顔に何も浮かべず、声にも何も乗せず、ただ昇を見下ろして、答えた。

「いないわ。あたしたちだけ。……三み鷹たか昇っていうのは、あなた？」

「はい」

「……大人は？　だれか、いないの？」

「大人の仲間もいますけど、ここはちょっと特殊で、ぼくが指し揮きを執とらせてもらっています」一いつ拍ぱく考える。「……どうしても大人と話したいなら、二ブロック向こうの中学校なら、元校長のおじいさんに指揮してもらっていますけど、大人が指揮を執っているのはそこだけで、あとは高校生とか、しか」

　でも、と昇の言葉をさえぎり、たずねる女性。

「最高責任者は、あなた？」

「ぼく、ではなく、三み鷹たか家、と思っていただければ」

　一瞬口くちを閉じ、しかしはっきりと、昇のぼるは言った。

「いまはぼくが三鷹家です」

「……」

　女性はしばらく、奇き妙みように無感情な瞳で昇を見つめていたが、やがて、口を開いた。

「……なんて呼べばいい？」

「？　昇、でけっこうですけど」

「じゃあ、昇くん。……だいたい勘かん付づいているかもしれないけれど、見ての通り、あたしたちはあなたがたの敵──『レッド』なんだけど──」淡たん々たんと、女性は言う。「……投とう降こうしたいの、あたしたち。あなたたちに。受け入れてもらえる？」
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「……」

（やっぱり……）

　昇は思わず背後を振り返り、仲間たちを見た。

　そして女性に視線を戻す。その瞳をのぞきこむが、そこからは思し考こうも感情も何もうかがえない。何を考えているか読み取れない、まったく空くう虚きよな、瞳。期待も希望もうかがえない、何を見たらこんな瞳になるのだろう、と昇は思う。いいや、たぶん、ぼくはそれを知っている。それはきっと、絶望と呼ばれるもの。いったんそれをのぞいてしまったら、もう簡単には立ち上がれないもの。でもこの人は先頭に立ち、歩いてきた。その手に青いシャツをかかげてみんなを率ひきいてきた。なぜ？　絶望している人間がどうしてそんなことができた？　それもぼくは分かると思う。彼女について来ているのは、みんな彼女より背の低い女の子たち。子供と呼ばれる存在。だから彼女は──もちろん、勝手な想像だけど──

　昇のぼるは女性を見上げ、何かを言おうとするように、手を伸ばした。

　昇の言葉を聞こうとかがみこんでくる女性の首に手を回し、押さえ、抵抗があるのもかまわずその頭を抱きしめる。思わず地面にひざを着いた女性の頭を自分の胸に押しつけて、その耳にはっきりと言う。

「大丈夫、です。ぼくらはみなさんを歓迎します」

　一瞬びくっと震える女性の身体からだ。

　だが抵抗は、すぐに弱々しくなっていく。

　昇にかき抱かれ、その小さな胸に押しつけられたまま、やがて女性は、小さな、押し殺された嗚お咽えつを漏らしはじめた。

　やがて、赤の一団のところどころから聞こえはじめる、泣き声。

　昇は片手に女性の頭を抱いたまま、背後の蔦つた谷やを呼んだ。

「蔦谷さん。元『レッド』の蔦谷さんが一番適てき任にんだと思うんだけど、まかせていい？」

「……ああ。おう！」

「よし」赤の一団を見やる。「みんな、何も心配しなくていい。知ってる人もいるよね？　蔦谷さんが面めん倒どうを見てくれるから」珠す洲ずを見る。「しばらくは、珠洲さんもサポートしてあげて。ブルーの女子との、その、間を」

「はい」

「……あくまでサポートだからね。あの……」

「分かってる。蔦谷の指示に従います」

「じゃあ、みんな、こっちに来て」蔦谷が手を振り、歩き出す。「いろいろ準備がいるから、まず名めい簿ぼを作らせてね。疲れているみたいだけど、もう少し、がんばって」

　蔦谷と珠洲の誘ゆう導どうに、赤の集団が動き出す。

　昇の胸に顔をうずめていた女性も顔を上げ、眼がん窩かをぬぐい、無表情を取り戻すと、昇から離れて立ち上がった。

　昇を見、弱々しい、でも感情の感じられる声で、言う。

「……ありがとう」

「いいえ。ぼくらも助けが必要ですし。……ここに来たことが、いいことだとは限りませんし」

　ふっ、と女性が笑う。

「……そうね」

　騎き射しや場ばが口をはさむ。

「差さし支つかえなければ、話していただけませんか？　いきなり、前もっての打だ診しんもなく、こんな朝早くから──何か、あったんですか？」

「騎射場」たしなめかけた昇のぼるの言葉に、

　女性は首を振った。

「ううん。当然の質問だし、ちゃんと話しておいたほうがいいと思う」

　視線をめぐらし、赤の集団をながめ、女性はつぶやくように、言った。

「……昨夜、あたしたち、襲おそわれたの」

「ええ？」「吸きゆう血けつ鬼きに？　『レッド』が、なんで──」

　同時に声をあげた昇と騎射場に首を振り、自じ嘲ちようの笑みを浮かべる女性。

「……吸血鬼じゃ、ないの。

　──人間に、襲われたのよ。同じ人間に、ね」

「な──」息を吞む騎射場。

　絶ぜつ句くする昇。

　女性の言葉が続く。

「昨夜の事件のこと、知ってる？　ヴルカラコスやら、ライカンスロープやらいう、その、なんていうか──」

「……人狼の事件ですね。はい」

「そう、それ。あのときはじめてそれを見て、それでみんなこわがって、一人になるのいやがって、だからみんなで公民館に泊まったの。そしたら、真夜中に、男が三人、押しかけてきて──」

「あいつら、言った！」赤い集団のなかから一人の少女が声をあげる。「あいつら、言ったの。もうこの世は吸血鬼のものなんだって。それはもうどうしようもないんだって。それで、あたしたちは吸血鬼のために子供を産むんだから、いまからその練習をしろって──」

　泣き出す少女を、周りから手が伸びてきて支える。

　ゆがんだ笑みを浮かべる女性。

「こんな子供にまで手を出そうとするなんて、いったい怪かい物ぶつはどちらなのかしらね。

　信じられる？

　連れ出されかけたあの子を助けてくれたのは、吸血鬼なのよ？　襲ってきたのは人間で、助けてくれたのが吸血鬼、なんて」

「……」

　たががはずれたのだ、と昇は思う。

　最さい悪あくのときでも十字架かさえ持っていれば吸血鬼は近寄れない、みんな、そう信じていたのだろう、『ブルーチーム』はもちろん、吸きゆう血けつ鬼きに与くみする者たちさえ。だが人狼の出現は、その希望を、最後の武器を打ち砕いた。十字架かは、その気になった敵のまえではなんの役にも立たない──その事実を見せ付けられた絶望が、その人たちのたがをはずしてしまったのだろう。

「……リーダー、は」泣き震える少女を支えつつ、隣となりの少女が口を開く。「……新しん堂どうさんは、何もしてくれなかった。由ゆ佳かが連れて行かれそうになったのに、何もしてくれなかった。何も言ってくれなかった！　ただだまって見ているだけで──リーダーなのに──」

「あのクソ野や郎ろう」御ご殿てんがつぶやく。

「……それで──」

　騎き射しや場ばの声に、うなずく女性。

「ええ。女子の間で、もう新堂くんは信じられない、これ以上あそこにいたくないってことになって、でも行くあてがなくて、そしたら、まえにあなたが青いＴシャツをくれたって話になって、蔦つた谷やさんって元『レッド』の子も受け入れてもらえたみたいだし、敵てき扱いされるかもしれないけれど、ダメもとで行ってみようって──」

「……新堂は、そのことを？」

「ううん」騎射場の問いに首を振る。「朝早く、こっそり抜けてきたから、まだ気づいていないと思う。でもこの人数、あそこの女子のほとんど全員だし、気づかれるのは時間の問題でしょうね」

「……」

「──リーダー」

「ん？　ああ」

　よこから珠す洲ずの呼ぶ声に、昇のぼるは視線を移した。

　名めい簿ぼを作り終えたのだろう、蔦つた谷やと珠洲がこちらを見ているのに気づき、うなずき、振り返り、仲間たちに指示を出す。

　女性に向かって笑いかける。

「……分かりました。とにかく、いまは休んでください。あんまり寝ていないんでしょう？　すぐに寝ね床どこを用意させます。学校内でも近くのアパートでも」

「ありがとう」仲間のもとへと歩いていく女性。

　だが途中で立ち止まり、振り返り。

　しばらくして、言う。

「……本当に、あたしたち、ここにいて、いいの？」

　昇は微笑ほほえんだ。

「もちろんです。だから早く元気になって、ここに慣れてください。そして、班長になってもらえたらうれしいです。大人おとなの人は貴き重ちようですし、この人数を蔦谷さんだけってのは、大変ですから」

「……うん」

　女性が合流し、珠す洲ずと蔦つた谷やの誘ゆう導どうで赤Ｔシャツの一団が動き出す。寝ね床どこや食事その他の準備のために、大だい丸まるたちも動き出す──それをながめる昇のぼるのよこで、騎き射しや場ばが小さな声で言う。

「……蔦谷のときとは違う。仲間がいなくなったことに気づけば、あのプライドの高い新しん堂どうのことだ、きっと取り返しに来るぞ」

「……」

　うなずく御ご殿てん。

「防備を固めましょう。武器になりそうなものを集めて──あ、おれ、工業高校の人に応援頼たのんでみます！　高校生の人だし──」

　──と。

「？」

　赤色の集団から離れ、小学校の一年生くらいだろうか、小さな女の子が一人、こちらに向かって走ってくる。

「……どうしたの？」

　昇の問いに、少女はもじもじしていたが、意を決したように口を開いた。

「あ、あのね」

「うん」

「リーダー、知ってるよ。あたしたちが出て行ったこと」

「！」目を見合わせる昇と騎射場、御殿。

「新堂が？　本当に？」

「うん。だって、あたし見たもん。あたしたちが出て行くのを、リーダーが陰から見ていたの」

　言葉を区切って、言いにくそうに、少女は言う。

「……あのね」

「うん？」

「リーダー、泣いてた。六年生だけど。あたしたちを見送りながら」

「……」

「リーダーはね、ブルーリーダーさんほど頭よくないかもしれないけど、強くないかもしれないけれど、それでも、あたしたちのリーダーなんだよ。それでね、リーダーはリーダーなりに、あたしたちにいいようにって、いっしょうけんめい考えて、守りたいって思ってくれて、だから吸きゆう血けつ鬼きについたんだよ？

　本当は、いい人なんだよ？

　ただ、ブルーリーダーさんほど強くないだけで……

　だから、あんまり怒らないであげてね」

「……」再び顔を合わせる三人。

　昇のぼるはやさしく、その、どこかお姉さんしゃべりをする少女の頭をなでた。

　うん、とうなずく。

「分かった。だから、ほら。みんな待ってるよ」

　うん、とみんなのもとへと戻っていく少女。

　沈ちん黙もく。

　しばらくして。

「……どちらにせよ」

　騎き射しや場ばがつぶやくように、しかしいまの話を吹っ切るかのように力をこめて、言う。

「たとえ新しん堂どうが攻めてこないとしても、やっぱり防備は必要だ。昇──」昇をにらむように見る。「──みんなに武器を持たせよう。やっぱり武器は必要だ」

　昇は首を振る。

「それはだめだ」

「ダメだ、じゃない。状況が変わったんだ。おれたちの敵はもう、吸きゆう血けつ鬼きだけじゃない。十字架かだけじゃ足りない。だろ？」

「に、人間は、敵じゃ……」

「襲おそってくるやつはみんな敵だ！」声が張り上がる。「いいか？　子供に、それも仲間にすら襲いかかるようなやつらがいるんだ。そんなやつらが、明らかに吸血鬼に敵対するおれたちをほうっておいてくれると思うか？　おれたちが襲われたとき、吸血鬼が助けてくれると思うか？

　十字架は人狼にはもちろん、人間にも効かないんだ。そんなやつらと戦うためには、どうしたって武器が要いるんだ！　そうだろう？」

　騎射場の激しい問いに、しかし昇は、嚙かみ締めるように言葉を返す。

「……武器はだめだ、騎射場」

「おい！」

「……冷静になって考えてよ、騎射場。ぼくらが作れる程度の武器じゃ、吸血鬼には通用しないんだ。なのに武器を持てば、それは結けつ局きよく人間にしか向けられない。ぼくらが武器を持ち、向こうも武器を持つようになれば、人間は同どう士し討うちで終わってしまうんだ」

「……きれいな理り屈くつだな」

「騎射場だって分かっているだろ！」泣くように、訴えかける。「武器を持てば、結局人間が敵になる。人間同士争あらそうことになり、ますます吸血鬼に勝てなくなる！　そもそも武器を持ったって、その手の戦いでは子供のぼくらに勝ち目はない！　ぼくらは絶対に、それ以外の方法を見つけなければいけないんだ！」

　騎射場は笑った。

「なるほど、と思わないでもないがな、でもおまえ、仲間が実際に襲おそわれてもそんなこと言えるのかよ」

「……」

「蔦つた谷やや珠す洲ずが襲おそわれたところを想像してみろ。……それでもおまえは、武器を持つな、なんて言えるのかよ！　だいたい、──人間を敵にしちゃいけない？　バカ言うな。もうとっくの昔に、人間だって敵なんだ！　こっち側じゃないやつらはな！」

「！」

　ああそうさ、と騎き射しや場ばはうつろに笑う。

「昇のぼる、おまえの博はく愛あい精神も立りつ派ぱだがな、現実を見ろよ。おれたちはもう学校の仲良しグループじゃない、生存を賭かけたレジスタンスなんだ。理想ではなく、生き残るのが目標の、な。いつまでも子供でいるんじゃねえ」

「……」

「……でもまぁ、どうしても考え方を変えられないってんなら、別にいい」首を振る。「だったら、午後、みんなを集めて決けつをとろう」

「そ、それは」

「みんなの合意なら、おまえも文句はないだろ？」せせら笑う。「おまえが指導者じゃなくて独どく裁さい者だって言うなら別だが」

「……」

「よく考えるんだ。昇。いまのおれたちに必要なのは、きれいごとじゃない」

「……きれいごと、なんかじゃ……」

　騎射場は、もう話は終わりだと言わんばかりに昇に背を向けた。

　そして、背中を見せたまま、言う。

「なぁ昇。なんでおれがさっき、恋人の話をしたのか分かるか？」

「……」

「あれは雑ざつ談だんじゃなくて、伏ふく線せんだ。おれは今日は最初から、人狼の件に関して、武器の話を持ち出そうと思っていたんだ。その決意を伝えるための、伏線だ」

「……」

「おれの父さんも母さんも、兄ちゃんたちも、みんな吸きゆう血けつ鬼きにされた」こちらを見ずに、淡たん々たんと言う。「……でもまだ、おれには守りたいものがある。だからおれは、やつらを倒すためなら、なんでもする。武器だって持つ。人狼とだって戦う──そして。

　その必要があるなら、子供だろうが大人おとなだろうが、人間だって殺してやる」

「……騎射場」

　騎射場は軽く手を振ると、校舎に向かって歩き出した。

　その背中をただ見つめるだけの昇に、御ご殿てんがおずおずと、言う。

「……昇さん」

「御殿」

「おれは、昇のぼるさんの言葉に従います。昇さんがいなかったら、そもそもおれたちは戦えなかったと思うから」

　でも、と表情を翳かげらせる。

「でもいまは……騎き射しや場ばさんの意見のほうが、正しいと思います。みんなを安心させるためにも、武器は必要なんじゃないかって。いまのままじゃ、おれたち、外もろくに歩けなくなる。夜も普通に眠れなくなる。もう十字架かは助けてくれないんだから。そうなったら、それこそおれたちは終わりじゃないですか」

「……対策は、まだ……」

「正直、時間の問題だと思うんです。いま持つか、将来持つか──ただそれだけで」

「……」

　じゃあ、と礼をし、御ご殿てんも騎射場を追って走っていく。

　場には、昇と水すい彩さいだけが残される。

「……昇、くん」

　昇はうつむき、ただ地面を見つめていたが、やがて、口を開いた。

「……あれって、小学生の言葉ですかね。なんでなんだよ」

「……」

「……でも、とにかく、集会は、だめだ」

「……」

「人狼のことで怯おびえているいまは、武器って手段は分かりやすすぎる。手近すぎる。みんなたぶんそっちに飛びつく。ああ、でもダメだ、安あん易いな手段を選んじゃダメだ！」

「昇くん」

「たとえ武器を持ったって、人狼や大人おとなに勝てるはずがない！　なんで分からないんだ、ぼくらは武器を持っちゃいけない。人間を敵にしちゃいけない！」

　水彩さん、と地面から顔を上げ、水彩を見る。

「もしもぼくらが武器を持っていたら、あの人たちはぼくらのところに来たと思いますか？　敵対していたぼくらのところへ、助けを求めに、なんか。あんな、何も期待してない目をしている人が、武器に頼る相手に助けを求められますか？　そうだ、いままで『レッド』とろくに話ができなかったのも、『レッド』が武器を持っていたからだ。だからぼくらはうかつに近づけなかった。話し合いができなかった。それなのにぼくらまで武器を持てば、まだ迷っている人たち、仕方なく吸きゆう血けつ鬼きに味方している人たち、今日助けを求めて来たあの人たちみたいな人たちを、みんな拒きよ絶ぜつしてしまうことになるかもしれない。そうだ、本当は新しん堂どうだって、ぼくに助けを求めたいのかもしれないんだ。なのにそれができないのは、そもそも『レッド』が武器を持つようになったのは、全部、全部、最初にぼくが新堂を殴なぐってしまったからだ。ぼくが間違ってしまったからだ。だからもう二度と、同じ過ちを犯しちゃいけない。ぼくらは人間しか攻撃できない武器なんか持っちゃいけない。ああ、でも、集会で決けつをとってしまったら、きっと、きっと、みんな──」

「──昇のぼるくん！」

　水すい彩さいはそっと、先ほど昇が女性にしたように、昇を抱きしめた。

　やさしく抱きしめ、その耳にささやく。

「落ち着いて、昇くん。そんなに抱え込まないで」

「……」

「大丈夫、今した話を、もう一度みんなにするの。順序だてて、分かりやすく。そうすればきっと、みんなも──」

　水彩の胸に顔を当てたまま、昇は首を振る。

「……でもそれだけじゃ、だめなんです。もっと、なんか、別の選択肢しがないと。武器と同じくらい、分かりやすい選択肢がないと……」

　そうでなければ、何を言ってもだれも納なつ得とくしないだろう。襲おそわれるという恐怖がある限り。なんと言っても、みんなまだ子供なのだから。

　だが、武器以外にどんな選択肢がある？

　どうすれば、十字架かの効かない人間という敵から、身を守れる？

　昇の手が、水彩の背中に回る。

　その身体からだを受け止めて、水彩は腕に力をこめる──







　雨などまったく降りそうもない、だんだんと強くなっていく夏の朝の光のなか。

　二人はしばらく、そうしていた。







午後の部







　　　１．『恐怖との戦い』




　少女が一人、夕暮れのなかを歩いている。

　雲は夕焼けに赤く照らされ、立ち並ぶマンションの落とした影がたそがれどきの到とう来らいを告げる。まさに誰タそ彼カレ、少女はときに闇やみの埋まった隙すき間まや向こうの見えない角かどから視線を感じるが、目を向けてもだれもいない。いや、闇にまぎれているかいないか分からない。

　少女は身体からだを震わせる。

　だれ？　と聞きたい、走り出したい衝しよう動どうにかられる足を必死に操あやつって、ただ、歩く。

　少女はふと、視線を上方、マンションのベランダに向ける。

　上下左右幾き何か学がく模も様ように規則正しく並んだベランダの、窓の向こうはうかがえず、ただただ眩暈めまいを起こさせるだけ。

　少女は歩く。

　少女は夏の終わりには少し肌はだ寒さむい、青いワンピースを着ている。

　後ろから気配を感じ、少女はぴくりと振ふり向きかける。無む駄だだということを知りながら。どれほど早く振り返っても、後ろにはだれもいないだろう。本当に見られているにしろ、ただの思い込みにしろ。それでも背後が気にかかる。だれかにつけられているような気がして、ますます走り出したくなる。

　それでも歩く。

　依い然ぜん後ろにだれかいるように、感じつつ。

　──と。

「とまれ」

　突然前ぜん方ぼうから聞こえてきた声に、少女はひっ、と小さく悲鳴を上げた。

　前方に、小さな人ひと影かげ。

　あまりに背後に気を取られすぎ、まえを向いていながら行く手を阻はばまれたことに気がつかなかったらしい。

　人影は、子供。

　複数の、少年たち。

　進路をふさぐようにして、こちらを凝ぎよう視ししている。

　夕焼けのなかでやけに鮮やかな赤のＴシャツ。

　話によれば、彼らはパンクロッカーのような格かつ好こうをしているとのことだった。だが目のまえにいる少年たちは、赤のＴシャツにジーンズと普通の服装をしている。服装だけは。おのおの、その手に金属バットやナイフ、さらには棒に刃やいばをくくりつけた手製の槍やりのようなものを持ち、これ見よがしに揺らしている。だが本当に恐ろしいのはその表情。少女より明らかに年下の少年たちは一いち様ように、その顔を黒く塗っている。墨すみか何かだろうか、目を凝こらせば粒りゆう子しが見えてくるような、光を吸い込む厚さを感じさせる黒色を塗り、そのうえに白色を使い目め鼻はなや口を彩いろどっている。まるで他にすることがなく、一日中鏡かがみに向かっていたとでもいうように、服装の簡かん素けつさとは対照的に、念ねん入いりに。少年たちは『化け粧しよう』して、その表情を隠かくしている。その事実に少女は怯おびえると同時に、

　悲しみと、憐れん憫びんを覚える。

　あのインディアンのような化粧のしたで、少年たちはどんな表情を浮かべているのだろうか、と。

　中央に立った少年が、白く輝く歯を見せた。

「……引き返せ。ここから先は『レッド』の縄なわ張ばりだ」

（そうだここはもう日本じゃない）

（こんな子供が道をさえぎる、ここはもう、あたしの知ってる世界じゃない）

　少女は片手で、自分の二にの腕うでをつかむ。

　痛みを感じるほどに握り締め、少年の目だけが輝く黒い顔を見つめ、言う。

「どうして？　吸きゆう血けつ鬼きの邪じや魔まさえしなければ、町を歩くのはかまわないって──」

　すぐさま無感情な言葉が返る。

「事情が変わったんだ。もう町は安全じゃない。だから、『ブルー』は『ブルー』のところに戻れ。さもないと、後こう悔かいするぞ」

「あ、あの、きみは、もしかして──」

　──と。

「おいおい、そう邪じや険けんに追い返さなくてもいいだろう？」

　背後から聞こえた声に、少女は急いで振り返った。

「その『色』は、われらが敵の『ブルー』さまだろ？　わざわざここまで来てくれたんだ。手厚く歓迎してやろうじゃないか」

　男が三人、その顔ににやにや笑いを浮かべて立っている。

　二十は軽く超えているだろう、シャツもパンツもまったく普通の格好をした、大人おとな。

　にもかかわらず、前方に立つメイクした子供たち以上に彼らは少女を怯えさせる。

　少女は、胸もとからネックレスの十字架かを取り出した。

「こ、来ないで！」

「おお、怖い怖い」男の一人が笑い。

「そんなもん、効くかよ」一人がやれやれと首を振り。

　真ん中の男が口を開く。

「おい、ガキども。ここはいいから、どっかよそにいきな」

「でも」

「いいから行けよ。よそを見回れ。こいつはおれたちがじっくり『歓迎』してやるから。……なんだ？　それとも混ざりたいのか？」

「……」

　少年はうつろな目を男に向け、そして少女に向けた。

　しばらくして、手を上げる。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよののち、少年たちは夕暮れ闇やみへと消えていく。その姿を目で追って、少女の心臓の鼓こ動どうが大きくなる。激しくなる。胸が破れるのではないかと思うほど。突然息いきが苦しくなり、少女は視線をめぐらせる。前に、左右に、上方に。どこかに人がいるはずだ。あのベランダの窓の奥に。あの玄関の角かどの向こうに。視線を感じる、確かにそこにだれかがいる。助けて、助けて、だれか助けて──口を開くが声は出ない。短い吐と気きしか出てこない。息がどんどん苦しくなる──

「──！」

　後ろからスカートをめくられ、少女はすそを押さえて振り返った。

　すぐ近く、手を伸ばしつつ男が笑う。

「おまえ、中学生か？　小学生ってことはないよな。おまえ──」

　少女は力いっぱい、十字架かを突き出した。

　男は無む造ぞう作さにそれをつかむと、あっさりと少女の手からそれをもぎとり、背はい後ご遠くにほうり投げた。

　そして笑った。




　　　　◆




「みんなはたぶん、とても怖がっていると思う。昨日の事件で。そして『レッド』の女子に起きたことのせいで。それはしかたない、ぼくだって、とても怖いんだから」

　壇だん上じようで、三み鷹たか昇のぼるは語りかける。

　舞台のした、体育館に集まってきた百人近い仲間たちに向かって。マイクを使わず、自分の口で。まだ声変わりしてないのどを震わせて。

「だから、みんなが『何か』を求めているのは分かる。いざというとき役に立たない十字架なんかじゃなくて、もっと確実なものを。でもみんな、よく考えてほしい」

　壇上はテーブルの反対側に座り控える騎き射しや場ば勇ゆう知ちを見、問う。

「武器があれば本当に、『それ』が手に入るのか？　武器を持てば本当に、みんなは安心できるのか？」

　壇だんのしたから、甲かん高だかい声が上がる。

「何も持っていないよりは、ましだ！」

「違う！」間かん髪ぱつ置かず昇のぼるは声を張り上げた。「だからそれが違うんだ！　みんな──ぼくらは怖がっている。事件のせいもあるけれど、ボクらは吸きゆう血けつ鬼きに会ってからいままでずっと、怖がっている。そして、いまこの手に武器を持つことは、その恐怖をさらに大きくしてしまうんだ」

　壇の端ぎりぎりまで歩き、視線をめぐらせ、一人に目を留め、語りかける。

「思い出してみて。きみはいままで何回、吸血鬼に十字架かを突きつけた？　そしてそのうち何回ぐらい、本当に危険な場面があった？」

　答えを待たずに顔を上げ、昇は再び舞台の中央へと歩き出す。

「ここにいるみんなは、ほとんどが吸血鬼に十字架を向けたことがあると思う。でも、本当にそれが必要だった場面なんてほとんどなかったはずだ。みんな、ただ相手が吸血鬼だというだけで、襲おそわれたわけでもないのにほとんど恐怖に動かされて、十字架を向けてしまっていたはずだ。安易に、簡単に。

　でも、武器を使うのは、十字架とは違う。

　相手も、その反応も違う。

　十字架なら、吸血鬼は肩をすくめて離れていくだけかもしれない。でも武器は違う。ぼくらが安易に武器を向ければ、それは確実に敵を作る。一度でも武器を、刃は物ものを向けられれば、それは決して忘れられない。相手は、そのときは退さがってくれるかもしれない。でも、次も退がってくれるとは限らない。十字架を向けられた吸血鬼と違い、武器を向けられた人間は、絶対に、復ふく讐しゆうを考える。武器を向け返すことを考える。ぼくらが子供で相手が大人おとなならなおさらだ。本当にそういう事態になったとき、武器はぼくらの身を守ってくれるだろうか？　危険を増やすだけじゃないのか？」

「あ、安易に使わなければいい。使いどころをよく考えて──」騎き射しや場ば勇ゆう知ちの反論に。

　昇は騎射場をにらんだ。

　騎射場の声に弱気が混じっているのを敏びん感かんにとらえ、視線で騎射場をたじろがせ、言う。

「分からないのか？　騎射場。それをできない状態を、『怖がっている』というんだ。そしてぼくらはいままでも、いまも、ずっと『怖がっている』状態なんだ。

　武器を手にすれば、ぼくらは恐怖のままに、安易にそれを使ってしまう。そしてそれは確実に、相手を拒きよ絶ぜつし敵を作ることになる。同じ人間に、敵を。そして同じ人間が敵に回ったら、ぼくら子供にまず勝ち目はない」

　深しん呼吸して、体育館に視線を戻す。

「──ぼくは、人間同士で争いたくなくて、博はく愛あい精神でこんなことを言っているんじゃない。これはあくまで、ぼくらが生き残るための現実的な手段なんだ。ぼくらが生き残るためにこそ、ぼくらは人間を敵にすることをさけなければいけないんだ」

　重苦しい沈ちん黙もく。

　昇のぼるは息を吐いた。

「……分かってる」

「……」

「ぼくだって、分かっている。この状況を打破できない限り、ぼくらはいずれは、武器を取るだろう。でもそれは、いまじゃない。恐怖に怯おびえて何かにすがりたくてたまらない、いまじゃない。ぼくらが武器を持つときは、それは自じ衛えいのためじゃない──

　──相手を、殺すとき。

　それまでは、恐怖ではなく覚かく悟ごで動けるようになるまでは、ぼくらは武器を取るべきじゃない」

　昇は騎き射しや場ばを見、背後に控える御ご殿てん和かず孝たかたちを見、そして壇下の仲間たちに視線をめぐらせた。

「みんな。これだけは約束する。ぼくもみんなの一員だ。だから、みんながそれでもやっぱり武器が必要だと思うなら、その意見に従う。その方向で力を尽くす。でも、決めるまえによく考えてほしい。恐怖に惑わされて安易な道を選んでいるんじゃないのかどうか。本当にいま、その必要があるのかどうか……」

　昇の言葉が、静せい寂じやくとともに場を包み込む。

　しばらくして。

　テーブルの向こうで、御殿が立ち上がった。

「……でも、昇さん」

「……」

「確かにおれたちは、怖がって、そのせいで武器を欲しがっているのかもしれません。でも現実問題、敵が襲おそってきたらどうするんです？　武器なしでは……」

　昇は首を振った。

「それは当然、逃げるんだ。ぼくは別に、自衛の手段を持つなと言っているわけじゃない。たとえば防犯ブザーとか、催さい涙るいスプレーとか、粘ねん着ちやく弾だんとか、そういうのはかまわない。十字架かを振り回せるぐらいに大きくするのもかまわない。ぼくが言っているのは、ナイフとか包ほう丁ちようとか、釘くぎバットとか、……拳けん銃じゆうとか、そういうあからさまに危険なもののことだよ。相手に向けることで怯えさせてしまうものだ。

　いまのぼくらは、戦うことよりもまず逃げることを考えるんだ」

　騎射場が首を振る。

「だがな、昇。逃げられないときや、さけられないときだってあるぞ？　食料や生活品の買い出しはどうするんだ？　そのまえに、敵がここ、本部自じ体たいを襲おそってきたらどうするんだよ？」

「そのときは、数の力で立ち向かう。ぼくらの数の力のほうが、武器なんかよりよっぽど役に立つはずだ。外に出る必要があるときは、上級生を中心とした六人以上のチームをつくり、決して一人にならないで──」

「……いままでどおりにやれっていうのか？」

　騎き射しや場ばの目が、昇のぼるをにらむ。

「あんな事件が起きて、向こうの人間だって恐怖におかしくなりかけている。もう、これまでみたいな小こ競ぜり合いじゃすまないかもしれないんだぞ？　単なるストレス発はつ散さん、変へん態たい性欲、吸きゆう血けつ鬼きに媚こびを売るため、ひとときでも恐怖を忘れるため──おれたちを襲ってくる理由はいくらでもある。いままでどおりじゃいられない。それなのに、武器も持たずにいままでどおり出歩けと？」

「……そうだ」

　ざわっ、と体育館が動どう揺ように揺れる。

　昇は唇を嚙かんだ。

　聞こえてくる、無茶です、という御ご殿てんの沈ちん痛つうな声。

「それは無茶です、昇さん」

「……」

「騎射場さんの言うとおり、おれたちはやばい状況にある。いつ襲われるか分からない──だからこそ、おれたちは怖がっているんです。なのに、ただでさえ怖がっているのに、これからは人間にまで襲われるかもしれないのに、もう十字架かは役に立たないのに、それなのにいままでどおりに外に出ろ、なんて、いくらなんでも……」

　昇は御殿の言葉を止め、首を振った。

「……襲われる、と決まったわけじゃない。それこそ、恐怖に惑わされているだけかも」

「そんな！　だって現に、『レッド』の女子たちは──」

「でも彼女たちは、助けてもらえた」

「吸血鬼に、だ！」騎射場が声を張り上げる。

「それとも昇、おまえは、吸血鬼が仲間の『レッド』だけじゃなく、敵のおれたちまで助けてくれると思うのか？」

　昇は再び、うなずいた。

「──そうだ」

　絶ぜつ句くした騎射場と御殿、テーブルについた仲間たち、そして壇下の聴ちよう衆しゆうに視線を走らせ、ゆっくりと、言う。

「『レッド』の女子たちに起きた事件、あれはあくまで一部の人間が恐怖にかられたことによる暴ぼう走そうだとぼくは思う。そして吸血鬼はたぶん、彼らのそういう行動を望んじゃいない」

「だ、だから吸きゆう血けつ鬼きが、おれたちが襲おそわれても助けてくれるって言うのか？　敵てき対たいしている、いわば邪じや魔ま者のおれたちまで？」

　うなずく昇のぼる──

　騎き射しや場ばは嘆たん息そくした。

「な、なんでそう思ったのか知らないが、いくらなんでも希望的観かん測そく過ぎる。そんなの、おまえがそう信じたいだけじゃないか」

「……」

「そんな前ぜん提ていで話を進めていたんなら、おまえの言葉は全部信用できないぞ！」

「分かっているよ」昇は首を振った。「ちゃんとした根こん拠きよ──確信はある。二つ。でも、それだけじゃアレだから──

　──いま、確かめに行ってもらってる」

「……何？」目を見開いた騎射場に、

　そうだよ、と繰り返す。

「いま、彼女に確かめに行ってもらってる」




　　　　◆




　再びスカートをめくられ、道どう化けを演じていることを分かりながらも少女はワンピースのすそを押さえる。

「や、やめてください」力のない声に、

「や、やめてください」男たちは少女の言葉を口くち真ま似ねし、手を伸ばす。三人の男は少女を囲むようにして、そのワンピースに手を伸ばす。手が後ろに行けば前、前を守るなら後ろ。ときには防ぐ手など関係無なしにすそを引っぱり、そのたびに少女は身体からだと精神のバランスを乱す。心臓の脈が跳ね上がる。まるでそういうゲームであるかのように、三人の男は少女を取り囲み、手を伸ばす。なんとか逃げようとする少女の行く手を阻はばみつつ。

　目に涙をためて、少女は懇こん願がんする。

「お願いです、やめて──帰してください」

「つれないことを言うなよぉ」一人が笑う。

「一応聞きいとくぜ」一人の口がななめに上がる。「『ブルー』をやめて、『レッド』になれよ。そうすれば、少しはやさしくしてやるぜ？」

「いきなりたくさんいなくなっちまったからなぁ。こっちだって補充しなきゃ」

　少女はきっと、男をにらんだ。

「どうして？」

「何？」

「どうしてそんなことが言えるの？　どうしてこんなことができるんですか？　同じ人間なのに」

「同じ人間？　バカ言うな」

　男たちは笑い声を上げた。

「おまえらとおれたちを一緒にするな。おまえらは、時代に乗れない旧きゆう人類、これから絶ぜつ滅めつしていくほうだ。だがおれたちは違う。おれたちはいずれ吸きゆう血けつ鬼きに進化する、新人類なんだ」

「そんなの、ただの──！」

　後ろから抱き付いてきた男の腕を、身体からだをひねってなんとか外す。男はほとんど抵抗せず、あっさりと離れていくが、安あん堵どしたのもつかのま、すぐまた横から手が伸びてくるのを両手を突き出し必死で離す。

　休めない──

　笑い声。

「ほらほら、動きがとまっているぞ。もっと回れよ、くるくる回れ」

（くるくる回れ？）

　──こいつらは、楽しんでいる。

　あたしをなぶって楽しんでいる。

（あたしを見て、笑っている）

（あたしが無力だと、何もできない子供だと思い、笑っている──）

　忘れられない、表情。

　少女──木きの下した水すい彩さいは、周囲に視線を走らせた。

　日はいつの間にかに沈み、蒼あおい闇やみが満ちている。周りには、人ひと影かげひとつ見当たらない。いいや、どこかでだれかが見ているだろう。角かどの向こうで、ベランダの奥で、陰の隙すき間までこちらをただ、見ているのだろう。突とつ然ぜん何かに胸をつかれ、水彩は悲鳴を出そうとした。大声を上げようとした。教師である父親によく言われていた。何かあったら、大声を出しなさい、それが助かるための一番確実な方法だ、と。だが、大声とはそんな簡単に出せるものだろうか。悲鳴であれ、助けを求めるものであれ、大声なんて出そうと思ってすぐに出せるものなのだろうか。必死になって男たちの手から身体からだを遠ざけつつ、心しん拍ばくが上がり混乱を極めつつある身体とは対極的にやけに冷静な頭の奥で水彩は思う。ただ大声を出せなかったというだけで、不幸にあった人間はたくさんいるだろう。ひょっとして、それが原因で死んだ人さえいるかもしれない。ただ大声を出すということができなかったというだけで。

　でもやはり、かすれるような声しか出ない。

「ほらほら、どうした」

「や、やめてください！」
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　前から来た手を払ったとたん後ろから抱きすくめられ、そして無ぶ遠えん慮りよに胸を触られる。嫌けん悪おをあらわに必死になって身をよじるが、男は手を離そうとせず、逆に首くび筋すじに顔をうずめてくる──その動作が、感かん触しよくが、水すい彩さいの心に火をつける。なぜだろう、胸を触られたとき以上の嫌けん悪お感かんに、突然、怒りが燃え上がる。こんな、こんな男に首筋を触られなければならない覚えはない。泣くように、頭を下げる。いやいやをするように頭をうつむかせ、そして──

　頭を思い切り、反動をつけて、そらす。

　何かにぶつかり潰つぶす感触。

　ぶごっ、と、男は湿った豚のような鳴き声をあげ、まわされていた腕がはずれる。その機をのがさず水彩は、男を突き飛ばし、身体を離す。心臓は小こ太だい鼓このように脈を打ち、自分がしたことに足はがくがく震えている。その一方で、心のどこかの冷静な部分が喝かつ采さいを上げる。喝采を上げつつも、あーあ、と首を振っている。あーあ、やっちゃった。これはきっと、怒らせちゃったぞ。こりゃもうただじゃすまないぞ。

　あっけにとられてこちらを見ている二人の男。

　後ろから聞こえるうめき声。

　水彩は瞬しゆん時じに判断、振り返り、鼻を押さえてうずくまっている男を尻しり目めに走り出す。つかまったら殺されてしまうかもしれないなんて思いつつ。いや、死ぬよりひどいことだって──

　──後ろから体当たりを受け、勢いよく、押し倒される。

　ひじに、ひざに、激げき痛つうが走る。まるでやけどしたかのような。見た目平へい坦たんなアスファルトはいともたやすく肌はだを裂く。手のひらにまで血がにじみ、血がぽつぽつと浮き出していくのを水すい彩さいは見る。それでも必死に這はおうとするのを男の腕は軽かる々がる止める。水彩の身体からだを引っ張りあっさりひっくり返す。馬乗りに体重を乗せられて脚を封じられ、振り回した両手は男の片手に押さえられる。この男は、大きい。あたしの背よりずっと大きい。まるで万ばん歳ざいさせるように水彩の両手を頭の向こう、アスファルトに押し付け擦こすると、男は口こう臭しゆうが感じられるほど顔を近づけ、言った。

「ふざけるな」

　ふざけるな？　何が──と身体をよじり言いかけたその瞬間、男は自由のほうの手──左手で、水彩の腹をなぐりつけた。

　うっ、とつまる。

　げほっ、とむせる。

　激痛をこらえ必死に呼吸を取り戻しつつ、涙なみだ目めに男を見、口を開こうとした瞬間、再び腹部に衝しよう撃げきが走る。

「だまってろ」男の低い声。「いいからだまってろ。──畜ちく生しよう、ふざけたこと、しやがって」

　──静せい寂じやく。

　のしかかっている男の後ろから、よほど悲しいのだろう、哀あい調ちように満ちた声が聞こえてくる──

「……ああ、血だ、血だ、畜ちく生しよう、鼻が折れた、鼻が折れた、鼻が──」

　そんな声を搔かき消して、

　間ま近ぢかから聞こえてくる、ささやくような低い声。

「もういい、もう、動くな。抵抗するな」

「……」

「何が『ブルー』だ、抵抗組織レジスタンスだ。吸きゆう血けつ鬼きに勝てるなんて、本気で思っているのか？　てめぇらガキの抵抗に、将来があると思うのか？　おまえらは、ガキなんだよ。邪じや魔まなんだよ。うざいんだよ。いいかげんにしろ。ふざけたまねはいいかげんにしろ。もう、やめろ、バカげた夢を見るのはよせ。抵抗するな。目め障ざわりなんだよそういうの」

「……」

「教えてやるよ。おれたちが。現実ってやつをな」

　もう一人の男に水彩の両手を押さえさせると、馬乗りになった男は身体を起こした。

　上から水彩をねめつけ、そして。

　右手にこぶしをつくると、水彩の顔にぶち当てる。左手はその首を押さえて、何度も、何度も。何度も。そうすれば何かからのがれられるとでもいうように、その顔に切せつ羽ば詰つまったものを浮かべて。




　　　　◆




「う、うそでしょう？」

　思わず席を立った御ご殿てんに、昇のぼるは首を振った。

　こちらも席を立つ騎き射しや場ば。

「そ、そのために水すい彩さいさんを、『レッド』の地区に送ったっていうのか？　おまえ、本気で──」

「……本当はぼくが行くつもりだったんだけど、彼女が志願してくれたから。女性のほうが襲おそわれやすいだろうし、ぼくはリーダー、大事な身体からだでもあるし」

「ふざけるな！　おまえ──」

　昇は一歩踏み出し、感情を抑えた瞳で騎射場を見た。

　笑い、言う。

「さっき、きれいごと、とか言ったな。騎射場」

「……」

「きれいごと？　とんでもない。きれいごととか博はく愛あい精神とかじゃない。ぼくがいう『武器を持たない』というのは、ぼくらが生き残るための、少しでも生き残る確かく率りつをあげるための、ぎりぎりの選択なんだ。そしてそんな選択をするためには、当然リスクが必要だ」

「……」

　騎射場のもとまで歩き、その肩をつく。

「座れよ、騎射場。……御殿も。リーダーは、ぼくなんだ。少なくともいまはまだ」

「……」

「そして、ぼくがリーダーである限り、ぼくはなんでもする。なんだって、利用する。それが生き残ることにつながるのなら。ひどいやつ？　甘えるな！」

　水を打ったように、静まりかえる体育館内。

　昇は騎射場と御殿が席に着くのを待ち、きびすを返し、壇下の仲間たちと向かい合った。

「そうだ、ぼくたちはまず、確かめなければならない。ぼくらがいま、明日にも襲おそわれるかもしれないと思っていることが、現実なのか、それとも恐怖が生んだ妄もう想そうなのか。恐怖に焦って武器を取ろうとしているのではないのかどうか」

「……で、でも……」

　声を上げたのは、今け朝さ『レッド』の女子を率ひきいてきた女性。

　立ち上がり、言う。

「……あの三人は、あそこでも札付きの、いわゆるチンピラなのよ？　しかもいまは少しおかしくなりかけている。どうして、彼らが襲ってこないって言い切れるの？」

　首を振る昇。

「襲おそってこないとは言わない。ただ、恐らく襲われたとしても、吸きゆう血けつ鬼きたちが助けてくれると思う」

　騎き射しや場ばが叫ぶ。

「だからなんで、そんなことを言い切れるんだよ！　おれたちは、吸血鬼の敵なのに！」

　昇のぼるは自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

「……いいや、ぼくたちは吸血鬼の敵じゃないよ」

「……なに？」

「正確には、ろくに相手にされていない。吸血鬼にとって人間なんて、敵にすらなりえない、単なるえさでしかない存在なんだ。だからこそ、ぼくらはいままで堂々と、こうして仲間を集められた。こうして共同生活をしてこられた。舞まい原ばる家に接せつ触しよくしようとさえしなければ、何をやっても吸血鬼たちは気にしないから。そして、だからこそ、吸血鬼はぼくらを守ってくれると思う。ぼくらが騒ぎを起こして舞原家に気づかれるような事態は、吸血鬼たちも望まないだろうから──これが一つ目の、理由」

「……」

「そして二つ目は、吸血鬼たちはいまだ人間の人格を残しているという点。

　──そうだ、

　吸血鬼たちはまだ、ぼくらに『情じよう』を残している」

「──情？」

　騎射場の問いに、そうだ、とうなずく。

「たとえばぼくの場合なら、ぼくの家族は父も、妹も、メイドたちもみんな吸血鬼にされた。でも、父は分からないけれど、妹やサキは吸血鬼になったいまでもぼくを、……家族だと思っている。みんなも見たろ？　昼に着替えを持ってきたり、昨夜も事件の詳しよう細さいを話しに来てくれたり。それはぼくだけじゃないはずだ」

　ざっと、体育館内をながめ回す。

「ここにいるみんなのほとんどは、家族や友だちを吸血鬼にされ、その家族たちに吸血鬼になろうと誘われることに耐え切れず──かといって『レッド』みたいに受け入れることもできず──この場所を求めてきたはずだ。吸血鬼になった家族のいる家に、帰らずに済むように。ここにいるみんなのほとんどは、吸血鬼となった家族と話し、知っているはずだ。やつらは吸血鬼になったいまでもほとんど前と変わらず、いやむしろ前まえ以上に愛情を示そうとしていることを。それはもちろん、以前のものでは無いけれど──

　──でもそれは、利用できる。

　ぼくは確信している。吸血鬼たちが『レッド』の女子を助けたのは、きっと彼女らが『レッド』だからじゃなくて、その『情』があったからだと。そして、たとえ『ブルー』でも、たとえばぼくが危険なエリアに入り込んで人間に襲われるようなことになっても、サキは──ぼくの家族の持つ『情じよう』は、きっとぼくを助けてくれるって」

　昇のぼるは大きく、息を吸った。

　あらためて、壇下を見渡す。

　まだ幼い低学年たちの列を順々に見つめ、その後ろ、もう子供でいられなくなった高学年たちの顔を見、息を吐き、はっきりと、言う。

「勘かん違ちがいはしないでほしい。

　ぼくらの家族は、もう、いない」

　なんて残ざん酷こくなせりふだろう、と、思う。

　言葉が浸しん透とうするまで間をおき、言う。

「吸きゆう血けつ鬼きはただ単に、ぼくらの家族に擬ぎ態たいしているだけに過ぎない。舞まい原ばる家に見つからないよう、人間部分を残しているだけに過ぎない。やつらがぼくらに向ける愛情に似たものは、ただえさと仲間を増やすための手段に過ぎない。

　──でもその『情』は間違いなく、ぼくらの家族が遺のこしてくれたものなんだ。

　たとえ吸血鬼に利用されているとしても、その感情は間違いなく、ぼくらの家族がぼくらに対し向けてくれていたもの、本物の愛情なんだ。

　だからぼくは信じたい。

　吸血鬼にされた家族が遺してくれたものが、きっとぼくらを守ってくれる、と」

　いまは亡き家族が遺した、遺い産さん──

　昇は言葉を、とめた。

　しばらくして、すすり泣くような声が聞こえだす。

　それは広がり、しかし決して大きくならず、体育館にたゆたっていく。

　昇は、ふと、自分も泣きそうになっていることに気づいた。

　頼もしかった父親。

　母親代わりをしてくれた、優しいお姉さんだったサキ。

　懐なつき慕したってくれた妹の、あゆむ。

　みんな吸血鬼にされた。

　こぶしをつくり、胸を、たたく。

　胸にこぶしを当てたまま、大きく息をし、涙をこらえ、つぶやくように、言う。

「……ぼくは、死んだ家族がぼくを守ってくれると信じたい」そして、と顔を上げる。「吸血鬼たちは結局、『ザ・ワン』というひとつの存在であり、そしてやつらは常に町中を見張っている。ぼくらが舞原家と接せつ触しよくしないよう。逆に言えば、やつらはいつでも、ぼくらがどこにいようと守れるんだ」くすっと笑う。「警察だってかなわない、こんな安全管理な町が他にある？」

　どこかでかすかな笑いが上がる。

　本当にかすかな、でも確かな笑い声。

　昇のぼるはうなずいた。

「もちろん、これはぼくの推すい測そくでしかない。確信はあるけれど、でもそう信じたいだけかもしれない。だから、吸きゆう血けつ鬼きたちが本当に守ってくれるかどうか、水すい彩さいさんに確かめに行ってもらった。彼女の両親も吸血鬼化しているし、知り合いが『第二人格』──高位の吸血鬼になっているって言ったから。……だから、みんな」

　こほん、とせきをして、視線を背後に移す。

　騎き射しや場ば、御ご殿てん、テーブルについている面めん々めんをながめ、言う。

「武器を取るか、このままいくか、それを決めるのは明日まで待ってほしい。自ら危険な仕事を買って出てくれた水彩さんのためにも、その行動を無む駄だにしないためにも、あと一日だけ待ってほしい。そしてその間、よく考えてほしい。恐怖について。いまぼくらが本当に戦うべきはなんなのか、そのために何をするべきなのか──」

　沈ちん黙もく。

　騎射場も御殿も、『最初の十人』たちからも、答えはない。壇下からも、声は上がらない。それでも昇は確信する。これでしばらくは、武器が必要だという声は抑えられるだろう。たとえ昇がどれほど理り路ろ整然と武器は危険だと説いても、武器を持ちたいという意志はとめられなかっただろう。なぜならそれは『感情』だから。感情が求めるものを理り屈くつでとめるのはまず不可能だから。子供ならばなおのこと。だが、このあまりに分かりやすい事実──水彩が昇の主張のために生命を賭かけているという事実──なら、きっとみんなの心を押しとめられる。なんとなれば、『生命を賭ける』という言葉は、何よりも分かりやすい『感情の言葉』なのだから。少なくともあと一日は、みんなをとめていられるだろう。そして、あとは水彩さえ無事に戻ってくれれば、きっと──

　御殿がおずおずと、口を開く。

「……昇、さん」

「うん？」

「……でも、もしも、水彩さんが無事に戻ってこなかったら──」

「そのときは」

　昇はうん、とうなずいた。

　合図を受け、舞台の端に控えていた大だい丸まる健けんが、大きなバッグを背負ってよろよろ昇のもとにやってくる。

　それは海かい藤どう重しげ彦ひこが残していったバッグ。

　大丸からバッグを受け取ると、昇はみんなによく見えるよう、テーブルにバッグの中身をぶちまけた。

「──！」

　ああ、と驚きよう嘆たんの声が響ひびくなか、見た目にもっとも分かりやすそうな、銀色に輝く武器をかかげて告げる。

「これはロケットランチャー。三み鷹たか家のつてで手に入れた、本物の『武器』だよ」

　本当は、海かい藤どう重しげ彦ひこが持ちこんだ、吸きゆう血けつ鬼きすらその存在を知らないはずの武器。

　人狼と戦うには向かない、ということで、昇のぼると稲いな吹ぶき牧師に残された、いわば『ブルー』の切り札。海藤とエレナが失敗したときのために昇と稲吹牧師にたくされた、最後の選択肢し。

「こ、こんなものが……」

　かすれ声をあげつつ近づいてくる騎き射しや場ばと御ご殿てんに武器を渡し、一つ一つ手にとって体育館中に見えるようかかげつつ、昇は言った。

「──もしも水すい彩さいさんが無事に帰ってこなかったら、そのときは、ぼくは認めるよ。この『敵』は恐怖の生んだ幻げん影えいではなく、ぼくらの生存を脅おびやかす本物の『敵』であることを。

　──そのときは、ぼくも武器を取ろう。

　そのときはぼくが先頭に立ち、まだ吸血鬼化してないというだけでもはや人間ではない怪かい物ぶつたちを、ぼく自身の手で殺してやる。もしも水彩さんに何かあったら、やつらを殺して殺して殺して、殺し尽くしてやる。一人残らず、やつらが作った自じ業ごう自じ得とくの地じ獄ごくのなかに叩たたき込んでやる！　ああ、そうだ、ぼくらが武器を取るときは、それは自じ衛えいのためじゃない、相手を全ぜん滅めつさせるときだ！」

　静まりかえる体育館内。

　騎射場も御殿も他の仲間も、その手に輝く武器を持ったまま、固まっている。きっと、昇のイメージにそぐわない物言いに驚いてしまったのだろう。昇の苛か烈れつな口く調ちようは、まさにそのためのものだった。みんなに、武器を持つということの恐ろしさを伝えるための激しさだった。それは虚きよ飾しよくのはずだった。にもかかわらず昇は、その言葉をすんなりと、心の底から言えた。まるで沼の底からわきあがり昇っていくあぶくのように、一度口から出た言葉は水面みなもに出てはじけるまでとまらなかった。

　ああ、と思う。

　たとえこの武器を使っても、吸血鬼は倒せないのに。全滅させられるのは人間だけなのに。でも、もしも水彩さんが無事に戻ってこなかったら、そのときはもう、ぼくは止まらないだろう。そのときはぼくは沼ぬま底ぞこから出るあぶくとなって、もうはじけるまで止まらないだろう。はじけて消えてしまうまで、ぼくは自分を止められない──

　昇は武器を置き、御殿と騎射場からも取り上げ、再びカバンにしまいはじめた。

　みんなのまえで、ゆっくりと、慎しん重ちようにバックにつめこんで、そのチャックを閉めていく。心のなかで、思いつつ。

　次にこれを開くときは、ぼくはもう、何もためらわないだろう。




　　　　◆




　ひとしきり水すい彩さいの左ほおを殴なぐりつけたあと、男はナイフを取り出し、ワンピースを胸もとから切り裂いた。

　上半身をあらわにし、続いてブラも裂こうとするが、ワイヤーが邪じや魔ましてうまく切れず、四し苦く八はつ苦くしている──そのさまに、水彩は思わず吹き出し、再びほおを殴られる。

「笑うんじゃねぇ！」

　殴られた体勢のままに横を向き、水彩は視線をめぐらせる。

　あまりにあからさまな水彩たちのこの状態に、だれも気づいていないはずはない──だがほかに人ひと影かげはない。助けの入る様よう子すもない。聞こえてくるのははぁはぁという荒い息の音と、鼻が折れた、血が止まらないと嘆なげく男の悲しみのうめき声だけ。

（……ごめん、昇のぼるくん。あたしの考え、甘かったみたい）

　ゆっくり首を動かし、水彩は胸をいじくることに集中している男を見る。

　男は、水彩のブラを外したくて外したくて仕方ない様子なのだが、三み輪わ方かた遼りよう子こにプレゼントされたワイヤーとパットでジャストフィットの高級ブラはどうとも動いてくれないらしい（女子の護身に矯きよう正せい用のボディスーツを着せる、というのはいい考えかもしれない、と水彩は思った）。下へ手たなナイフの切きっ先さきで水彩の胸に赤い線を何本も走らせているくせに、まったく切れず、ずらせず、外せずに、どうともできず困っている。そして、そんな男の様子を見て、水彩の両手を押さえた男は笑ってちゃちゃをいれている。

（……油ゆ断だん、している）

（……一息にいけば、腕を抜けそうだ）

　まず一気に腕を抜き、自由になったその腕でナイフを奪って反はん撃げきする──なんて、妙みように冷静な頭の奥で想像する。まぁ、まず無理な相談だろう。頭は実に冷静なのに、身体からだは緊きん張ちように固まりきっている。男の手が触れるたび、身体が震えてますます固まる。こんな状態でそんな動きができるとはとても思えない。

（でもまぁ、どこかにチャンスはあるはずだ）

　助けてもらう、なんて都つ合ごうのいい目もく論ろ見みは失敗してしまったけれど（いまさらながら、どうしてあたしはあんなに自信があったんだろう）、まだできることはある。こいつらに、そしてどこかで見ているであろう人間たちに、教えてやる。人ひと一人を襲おそうということがどれほど高い代だい償しようを払うことになるかを。決して割に合うものではないということを。教えてやる。二度とやろうと思わないよう。人間とは、たとえ弱者でもただ強者に蹂じゆう躙りんされるだけの存在ではないということをその目に見せてやる。そうだ絶対に、あんな下げ卑びた表情で、笑わせたままでおくもんか──




「──おい！」




　突然響ひびいたそれは、男の声だった。

　だがなぜか、水すい彩さいには分かった。

　その声が耳じ孔こうを抜けて脳に到達、理解に及んだその瞬間、水彩の目から涙があふれる。そして次の瞬間、意識せず、水彩の口はその名を叫ぶ。

「遼りよう子こさん！」

　驚いて振り返る、男たち。

　そして見る、男が一人、こちらに向かって大おお股またで、歩いてくるのを。その目を凶きよう事じの赤に輝かせ。一歩一歩近づくごとに、その目の赤が輝きを増す。闇やみのなか、爛らん爛らんとする赤い目に、男たちは腰を浮かせてあとずさる。

「──何をしている」赤い目の男は、言った。

「違うんだ！」水彩に馬乗りになっていた男は、あわてて身体からだをどかした。「こいつは仲間じゃない！　『レッド』じゃない！　ほら、この服、こいつは『ブルー』なんだ、あんたたちの敵の──」

　──が。

　赤い目の男はそちらのほうを見ようともせず、ただただ水彩を見ている。

　その視線に、自分がいまどんな格かつ好こうをしているのか思い当たり、なぜか突然恥はずかしくなり、水彩は自由になった両手で胸を隠かくした。

　身体を起こし、ひざを胸へとひきつけ隠し、そして赤い目の男を上うわ目め遣づかいに見て言う。

「……りょ、遼子さん……」

　赤あか目めの男はびくっと身体を震わせたが、すぐに笑みを浮かべて言った。

「はい当たり。よく分かったわね。この身体、借りてるだけなのに」その顔がたちまち曇る。「……ごめんね、遅くなって。事情があって、近くに『端末』がいなかったの」

　水彩は、首を振った。

　とたんに、気が遠くなる。安あん堵どに、張り詰めていた糸が切れたのだろう、気が遠くなるのを必死でこらえる。ぐるんぐるんと揺れ動きだした水彩の身体に、三み輪わ方かた遼子の人格に操そう縦じゆうされた男はあわてて走りより、しゃがみこみ、手を伸ばし、水彩の身体を支えた。

　あらためて水彩の状態を確認し、息を吞む。

　唇を嚙かみ締めるようにして、男の声が言う。

「……本当に、ごめんなさい……」

　男おとこ声ごえなのに女しゃべりで、水彩は思わず苦く笑しようする。唇の動きに顔の半分がひきつりうずく。そして。

「あ、の……」「お、おれたちは……」おずおずとした男たちの声に、

『三み輪わ方かた遼りよう子こ』は静かに、言った。

「──もういい。しゃべるな」

　車のクラクションが聞こえ、周囲がライトに照らし出される。

　眩まぶしさに目をつぶった水すい彩さいをお姫さまだっこに抱きかかえ、車に向かい歩き出しつつ、『三輪方遼子』はつぶやくように、その言葉を口に出す。

「おまえたち……目を潰つぶせ」

「……は？」

「いまは急いでいるから、それだけで勘かん弁べんしてやる。医者に行くのも許してやる。だからもういい。しゃべるな。だまってこの子を見たその汚らしい目を自分で潰せ」

　息を吞む音。

「お、おれたちは、ただ、『ブルー』を、あんたたちの、敵を……」

「しゃべるなと、言っている」

　低い声が断だん罪ざいを告げる。

「『ブルー』も『レッド』も関係ない。『ザ・ワン』にとっておまえらには、すぐに仲間にできるか、それとも少々手こずるか程度の違いしかない。いいからとっとと自分で自分の両目を潰せ。それがいやなら覚えておけ、あたしはすぐに戻ってくる。そのときは、必ず、絶対に、おまえらの目に物を見せてやる。その潰さなかった目にとんでもないものを見せてやる。それを見るぐらいなら目を潰しておけばよかったと思うぐらいのものを、な」

　低い声を聞きながら。

　しかし水彩は、とくに憐あわれみは感じなかった。

　それを不ふ思し議ぎにも思わない。

（……やったよ、昇のぼるくん）

（ここまでは、成功……）

　このできごとは、すぐに辺りに広まるだろう。

　そうなれば、少なくともここら辺りの人間は、もう『ブルー』を襲おそおうなんて考えたりはしないだろう。少なくとも、しばらくは。

（──そのための、おとり──）

（あたし、やったよ、昇くん。あたし、ちゃんと、できた──）

　利用した男たちへの憐れん憫びんは、とくにない。

　むしろざまぁみろとか思う。

　あとは──

「大丈夫？　水彩ちゃん」

　男に運ばれ、車に乗せられると同時に知らない女性の声を聞く。

「待ってね、いま、そのけがを──」

　聞き覚えのない女性の声だが、しかしその奥にはやはり、『三み輪わ方かた遼りよう子こ』が感じられる。

　──水すい彩さいは、つぶっていた目を開けた。

　目のまえに、見覚えのない、でも自分と同じくらいの年ねん齢れいの少女の姿を見、それまで抱きかかえてくれていた男のかたい胸から逃げるように抜け出すと、水彩は少女に向かって抱きついていく。ほとんど無意識に。その柔らかさを感じた瞬間、目から涙が溢あふれ出す。とめどなく。少女の手がおずおずと、水彩の背中と頭に回される。やさしい感かん触しよく。柔らかい感触。抱きしめてくれる感触。

　敵なのに。

　怪かい物ぶつなのに。

　この人は、吸きゆう血けつ鬼きなのに──

　水彩は少女の胸にしがみつき、しばらくの間、泣き続けた。

　心のなかでつぶやきつつ。

（やっぱり）

（やっぱり助けに来てくれた──）




　　　２．『人間と意地と』




　車は和わ歌か丘おか第二小学校には向かわず、和歌丘でも有数の高級ホテル『観鶴台ホワイトクレイン』のまえで停まったが、水彩はとくに文句を言うわけでもなく、開いたドアから素直に降り、案内されるまま、ホテルの一室に向かった。

　古めかしい調度の整った、豪ごう華かな一室。

　天てん蓋がい付きのベッドとアンティークの大きなロッキングチェアーがある、そこは何度も通かよった、三輪方遼子の部屋。

　家族の生命の安全と引き換えに──そして両親は水彩の安全と引き換えに──水彩は毎夜ここを訪れ、吸血鬼に血を与えた。が、水彩の両親はまず母親が変へん調ちようを来たして屈くつ服ぷく、吸血鬼と化し、母の懇こん願がんに抵抗できず、父親も母の牙キスを受け入れ吸血鬼となった。

　もうここに来ることはないと思っていた。

　そっと、ソファに腰掛ける。

　ただ身体からだを動かすだけで、全身がぎしぎし痛む。明日いっぱいは筋肉痛に悩まされることになるだろう。一番痛みが目立つのはアスファルト（＆鼻）にぶつけられていた後頭部で、触ってみるとこぶがあり、血もにじんでいる。だがまぁそれはましなほうなのだろうと思う。身体のほうはもっと見た目から痛い。両ひじから手のひらまではおろしがねに引っ掛けられたような擦すり傷ができ、思った以上に血がにじんでいる。両ひざも表ひよう皮ひが破れて肉が露ろ出しゆつしこれまたいかにも痛々しい。だが何よりも痛々しいのは左足の小指で、こうして見るまで気づかなかったがつめが割れぺらんと剝はがれかかっている。それを見て思うのは、やはりコーディネイトなんか気にせずに、サンダルではなく運動靴を履はくべきだったかということ──

「──うわ」正視に絶えず視線をそらす。

　視線を胸もとに移し、汚れた指し紋もんのついたブラとその周囲に生まれた血の浮く線に首を振り、熱を持ちうずきはじめた顔の左半分に思いをはせてため息をつく。きっと、ひどいことになっているのだろう。鏡をのぞく勇気はないが。でもまぁ、

（……けっこうがんばって、抵抗していたんだな、あたし）

「！」

　だだだ、と廊下の絨じゆう毯たんのうえを走るくぐもった小さな音に、思わずびくっとなる。

　と、ドアが開く音がして、

「──水すい彩さい！　……ちゃ、ん」

「……どうも」

　飛び込んできた三み輪わ方かた遼りよう子この表情が、水彩を見てぴしぴし固まる。そして生まれたばつの悪い沈ちん黙もくを、水彩は心の奥でおもしろがる。この沈黙は、はたしてあたしの腫はれた顔に驚いたからだろうか、それともそれを見て驚いた表情を出してしまったからだろうか、と。

　遼子はしばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、何も言わずにいきなり片手にナイフを取り出した。

「遼子さん？」

「じっとしてて」水彩のほうに歩きつつ。

　ナイフを自分の右手のひらに走らせる。

　たちまち生まれる赤い線。

「遼子さん？　何を？」

　遼子は水彩の隣となりに腰掛けると、そっと水彩の左手を取った。

　血の流れ出した右手のひらで、水彩の傷だらけの腕をやさしく撫なでる。

「──あ」しみる痛みを感じた瞬間。

　のせるように塗られた遼子の血が、水彩の腕から消えていく。いや違う、腕のなかへとしみこんでいく。水彩の血を吸い取り、アスファルトにつけられた無数の傷をも消し去りつつ。

　水彩の顔に浮かんだ表情に、遼子は微笑ほほえんだ。

「大丈夫よ、あたしの『ザ・ワン細さい胞ぼう』で、あなたの細胞の欠けつ損そんを埋めて破は損そんを修しゆう復ふくしているだけだから」

「……ザ・ワン、細胞……」

　正確には、細胞というよりナノマシン。

『ザ・ワン』を構成するネットワークの最小要素であり、それを血管から体内に送り込むことで、『ザ・ワン』は人間を『ザ・ワン端末』──ネットの一部──に組み替える。

　新たに浮かんだ水すい彩さいの表情に、遼りよう子こは笑って首を振った。

「大丈夫だってば。あなたが受け入れない限り、送り込まれた『ザ・ワン細さい胞ぼう』はあなたのネットワーク──あなたの細胞に同化してしまうから。……ほら、まえに美作みまさか沖おき也やにつけられた傷を治したときも、大丈夫だったでしょ？」

　その顔が、曇る。

「……ごめんなさい。あのときあたし、言ったのにね。もう二度とこんなことさせないって」

「覚えていてくれたんですね」

「……覚えてたんだ。あなたも」

「……」

　沈ちん黙もく。

　遼子は立ち上がり、水彩の右側に座りなおした。

　水彩の右手を取り、左手と同じようにその傷口に自分の血をやさしくのせていく。遼子の血は意志あるように、かすかな痛みをともなって水彩の手にしみこんでいく。右手を撫なでさすられながら、水彩はあれだけあった傷がすっかり消えた左手を、結んだり閉じたり動かしてみる。

（……うわ、やっぱり、すごい）

　遼子がぽつりと、言う。

「本当に、ごめんね。気づくの遅れちゃって」

「……」

「い、いまね、エレナを見つけるためにローラー作戦していたの。ローラー作戦っていうのは要するに人じん海かい戦術でね、エレナに気づかれないよう『オード』も弱くしていて、それで──あ、エレナっていうのはほら、あなたたち『ブルー』が陽よう動どう作戦して逃がしたあの四人組の──」

「知ってます」ぼそり、と言う。「──じゃあ、あたしの自じ業ごう自じ得とくってことですね」

「い、いや、そうじゃなくてさ。つまり──言いわけしないと、なんかつらくて」

　水彩の右手をためつすがめつながめて傷がないのを確認すると、遼子は視線を水彩のひざに、足に、そして胸に走らせた。

　ためらいののち、手を伸ばす。

　水彩の腫はれはじめた顔へ。

　熱を持ったほおに感じる、ひんやりとした感かん触しよく。

　左ほおに当てた手で水彩の顔を自分のほうに向かせると、遼子はたずねた。

「でもどうして、あんなところにいたの？」

「……」

「ま、言えないならいいけど。何をしていたのか知らないけれど、あなたたちにとって、『ザ・ワン』は敵なんでしょうから」

　視線をそらした水すい彩さいにため息をつき、遼りよう子こはゆっくり、水彩のほおをなでていく。

　そうしながら、ぽつりと言う。

「……両親のことで、怒ってる？」

「……え？」

　思わぬ質問に、水彩は視線を戻して遼子の顔を見る。

　遼子は水彩のほおから手を離し、あごに手をやりよこを向かせて傷が残っていないか確かめたのち、今度はソファから下りひざまずくと、水彩の足に手を伸ばした。

　水彩と目を合わせようとしないまま、左手で水彩のひざを裏から支え持ち、ゆっくりと、右手を当てる。

　腕よりも強いしみる痛みに、水彩は軽くうめき声を出す。

　あわてて口を開く遼子。

「痛かった？　ごめん、ちょっとだから我慢して──

　──あなたの両親については、あたし、謝る気はないから」

「……」

「あたしはちゃんと、時間はそうないって警けい告こくしていたし、何よりも、吸きゆう血けつ鬼き──『ザ・ワン』になるのはすばらしいことなんだから。あたしが謝る必要ないもの」

「……」

「だいたいあたし、てっきりあなたも親と一緒に仲間になるって思ってた。なのに……ねぇ水彩。あなたはどうしてそんなに、人間に固こ執しつするの？　どうして人間でいたいの？」声が激しさを帯びる。「今日、あなたを襲おそったのはその人間たちなのよ？　なのにあなたは吸血鬼より人間のほうがいいわけ？」

「……」

「知ってた？　さっきあの場には、あなたを襲った三人以外に二十三人の人間がいた。でも、二十三人もいながら、そのなかにはあなたと同じ女性も、あなたくらいの子供がいる親もいながら、あなたが理り不ふ尽じんな暴力に襲われているのを分かっていながら、でもだれもあなたを助けようとはしなかった。ただ見ているだけだった。──いや、一人だけ、電話をかけてくれた子がいるけど」

「──電話？」

「ええ。その子のおかげであなたのことに気づけたの」

「そうですか」

「……それでもやっぱり、あたし、許せない。あの三人も、ただ見ていただけのやつらも……自分勝手な人間という存在そのものが」

　吸きゆう血けつ鬼きという存在が彼らをそうさせているのではないか、そう言ってやりたかったが、水すい彩さいはこらえる。なぜか。なんとなく。

　すねからももまでを大きくひと撫なでして傷が残っていないことを確認すると、遼りよう子こはよし、とうなずき、立ち上がり、水彩の左側へと回る。かしずくように水彩の足もとにひざまずき、右足と同じように左足を捧ささげ持って右手を這はわせはじめる。そちらのほうが傷が大きかったらしく、触しよつ覚かくが何百倍にもなったかのような、焼きごてを当てられたかのような（もちろんそんなもの当てられたことないけれど）広さを持った痛みが手を当てられたところから伝わってくるが、それでも二度目ゆえの心構えができており、なんとなく気持ちよく、水彩はソファに身を沈めてしまう。足を柔らかく撫でられるのは、はじめての体験、それもなかなかいい感じだが、正直何なによりもあの居い丈たけ高だかな遼子さんが召めし使つかいのように仕えているのが気分がいい。いままでたっぷりいじめられてきたわけだし──

「──しいの？」遼子が何かを言う。

「……え？」

「……だからぁ、人間に襲おそわれて、でも人間は助けてくれなくて、それでも人間がいいのか、って聞いたの！」

　ああ、と水彩は急いでうなずく。

「人間がいいです」

「……そ、そう」

　不ふ思し議ぎなものでも見るかのように首をかしげると、遼子は手を止めぬまま水彩の顔をのぞきこんだ。

「な、なんです？」たじろぐ水彩に、

　ため息をつく。

「……いや、なんか今日は、あなたの考えていることが分からないなぁ、って思って。いつもなら、怯おびえているとかやけになっているとかどうでもいいやと思っているとか、なんとなく、分かるのに。今日は怒っているのかどうかも分からない。久しぶりに会ったから？」

「さぁ？」なんとなく気分がよくなり、水彩は皮ひ肉にくっぽく言う。「……『オード』とやらに頼りすぎているからじゃないですか？」

　言ったあとで、二日しか経たっていないのに確かに久しぶりな気がするなぁ、とか思う。

　もっともこの二日は一週間にも匹ひつ敵てきする忙しい二日だったから、そのせいかもしれないが。

　遠い目をつくる水彩に、念ねん入いりにその足を撫でながら、多少おずおずとたずねる遼子。

「……怒ってないの？　それともやっぱり、怒ってる？」

　水彩は首を振った。

「怒ってません。あの三人には腹が立つけど、結局助たすかりましたし、罰も受けるみたいだし、確かにだれも助けようとはしてくれませんでしたけど、同じ立場だったらあたしだって何もできなかっただろうし、だれかが電話をしてくれたってだけで──」

「……そっちじゃなくて、親を吸きゆう血けつ鬼きにされたこと、よ」

「……ああ、それは……」

　水すい彩さいは口ごもった。

　しばらく考え、言う。

「……そっちは、たぶん、まだ実感できていません。まだ二日前のことですし、いろいろ忙しいし。別れるときもきちんと挨あい拶さつしたし……ひとりで手の空あいているときなんかは、ちょっと考えてしまいますけど、涙なみだ出ないし──」

「……そう、なんだ」

　遼りよう子こはかすかに、笑みを見せた。

　どこか頼りなげな、ほっとしたようなでもまだ不安、といった感じの、子供のような顔。

　水彩のももからすねを軽くひと撫なでして、言う。

「──じゃあ水彩ちゃん、ちょっと我慢ね」

「え？　はい……わ？　ぎゃあ？」

　突然足あしのさきから走った激げき痛つうに悲鳴を上げ、わめく。

「痛い！　痛いってば！　やめて！」

「ちょ、待って、暴れないで──わ！」

　顔を思い切り蹴けられて後ろに倒れる遼子。

　鼻を押さえて抗こう議ぎする。

「いったぁ……ちょっと！　何するのよ？」

「それはあたしのせりふです！　な、な、何をしようとしたんですか？」

「ほら、左足の小指の爪。そうなったらもう爪剝はがしちゃうしかないでしょう？」

「きゃあ？　い、いやです！」想像だけで悲鳴を上げ、水彩は涙なみだ声ごえで叫んだ。「絶対やめてくださいそんなの！　あ、あたし痛みに弱いのに！」

「でも、そのままじゃ──」

「わざとだ」水彩は涙なみだ目めで遼子をにらむ。「あたしが怒っていないから、遼子さん、あたしを怒らせようと思ってわざと痛くしたんだ」

「……そんなことして、あたしになんのメリットが」

「……とにかく、爪剝がすなんて絶対いやです。そんな拷ごう問もんやられたら、あたし無罪でも有罪認みとめてしまいます」

「拷問て……あのねぇ。このままじゃ困るでしょ？　こっから裂けちゃうよ？　靴下も靴も履はけないよ？」

「……うわああ、あああ、……いやです」

　そのまま押し黙った水すい彩さいに、遼りよう子こは困り果てた顔をつくったが、やがて笑みを浮かべてうなずいた。

「分かった。痛くしなければいいのね」水彩の足を取り、

　次の瞬間、

　にゅるん、みたいな、生なま温かく濡ぬれた感かん触しよく。

（……ええ？　うわ？）

　遼子の唇が、水彩の足の小指を含んでいる。

　唇なのか舌なのかそれとも単なる唾だ液えきなのか、温かくも柔らかい、としか言いようのない感触に、背せ筋すじにぞぞっと震えが走る。振り払ってしまいたいが、場所が口のなかだけに下へ手たに動くとけがさせてしまうような気がして身動きが取れない。だいたい遼子は痛くないよう『治ち療りよう』してくれているだけで──

（足の指、なんて……汚い、とか思わないのかな）

（……でも……うわぁ、なんか、エッチだ……）

　いや、遼子はただ治療をしてくれているだけなのに──なんか自分が恥ずかしくなり、正視ができず、水彩は顔をそむけた。

　ソファにそっと、沈むように腰掛けて、ただただ赤くした顔をそむけ続ける。その感触に身を委ゆだねて。剝はがれた爪が動くのが分かる。やはりそれなりの痛みはあるが、でも、それさえ気持ちいいような温かさ、柔らかさ。くすぐったいような──

（この人は、やさしいのか、変へん態たいなのか……）

　しばらくして。

　突然小こ指ゆびに感じる、外気。

　急速に熱が失われて冷えていく感覚とともに、小指から唇を離した遼子の声が聞こえてくる。

「……あのさ、水彩ちゃん」

「……」

「あなたは、……人間を悪だと思わないの？　これだけいろいろあって、いままでだって考える機会はたくさんあったと思うんだけど、……それでもやっぱり人間がいいの？　吸きゆう血けつ鬼きのほうがましだとは思わないわけ？」

　ぼんやりと、夢うつつにその声を聞き、遼子のほうを向いてゆっくりと焦点を合わせつつ、水彩は、首を振る。

「……いいえ」

「──いいえ？　い、いいえって？」

「……正直、あたしあんまり頭よくないから」ようやく遼子の瞳をとらえ、言う。「遼子さんの話とか聞くと、吸血鬼のほうがいいヒトみたいな気がします。……少なくとも、人間よりはあなたたちのほうが、地球にとってやさしい存在なのかも。あなたの言っていた『エメラルドの都』は、確かに理想郷きようなのかもしれない」

「……だったら……」

「でも、あたしは人間だから」

　左足を自分のほうに寄せ、顔を赤らめつつ無意識に小指の爪（完全に修しゆう復ふくされていた）を撫なでながら、水すい彩さいは遼りよう子この瞳を見つめ、言う。

「牧師さんに言われたんです。人間が悪とか、吸きゆう血けつ鬼きが善ぜんとか、そんなのは関係ないって。これは単なる、そして純じゆん然ぜんたる生せい存ぞん競争なんだって」

「……生存競争？」

　そうです、と水彩はうなずく。

「──善対たい悪あくとか、正義対悪、光対闇やみ、みたいな机き上じようの戦いなんかじゃない、そんなえらぶった戦いなんかじゃない、これは単なる競争。生物対生物の、純然たる生存競争。勝者は生き続け、敗者は絶ぜつ滅めつしてしまうという、昔から繰り返されてきた生物同どう士しのよくある戦い」

「……生物同士、の……」

「どちらが正しい、とか、どちらが間違っている、とかじゃ、ないんです。あなたたちは人間とぜんぜん違う存在だから。だからこれは異なる生物同士の戦いで、人間という生き物、吸血鬼という生き物、生き物同士が生き場を求めて戦って……

　……生物として、負ければ滅ほろびる、

　ただそれだけのこと。

　だから、たとえ悪だとしても、あたしたちは、戦います。人間として生まれた以上、人間として、絶滅したくないから悪でもいっそ開き直ります」

「……」

「牧師さん、そして海かい藤どうさんも言っていました。魂たましいがあろうがなかろうが関係ない、『ザ・ワン』は生物だって。いま和わ歌か丘おかで起きているのは、善悪なんて関係ない、生物対生物の単なる生存競争なんだって。恐きよう竜りゆうのように、マンモスやサーベルタイガーのように、善ぜん悪あくにかかわらず、負けたほうが滅びる、ただそれだけのこと──だからあたしたちは戦います。たとえ自分たちが悪だろうと、負けたら滅んじゃうから。そして滅びたくないから。そう、これはもう、吸血鬼を倒すための戦いじゃない、人間という種が生き残るための戦い──生存競争」

「……生き残る、ための、戦い」

　遼子は大きく息を吐いた。

　水彩を見つめ、たずねる。

「……それは、あなただけじゃなく、『ブルー』の子供たち、みんな、そう考えているの？」

　はい、たぶん、と水彩は微笑する。

「だからもう、残念ながら、悪い人間は滅びるべきだ、なんて理り屈くつは通用しません」

「……」

「あたし、いま、『ブルー』の人たちのところに身を寄せているんですけど、あそこ、すごいんですよ？」

「……すごい？」

「あそこでは、みんなが生きようとしているんです。問題があれば解決し、よりよい毎日を求め、みんなで働き、助け合い──うまく言えないですけど、あそこには『日常』があるんです。新しい『日常』を、みんなでつくっていってるんです！　ただ吸きゆう血けつ鬼きを怖がっているだけじゃなくて、みんなちゃんと『生活』しているんです。笑って怒って、ラーメンを作ってみたり──恋している子もいるんですよ！

　それがどんなにすごいことか、すてきなことか、分かりますか？

　……数日前のあたしなんて、夜は血を吸われてそうでないときは吸われるときのことばかり考えているような、ただの『えさ』でしかなかったのに──

　たぶん、あれが、生きるってことだと思うんです」

「……」

「だから、あたしはあそこを守りたい──」

　つぶやくような、独り言を言うかのような、水すい彩さいの声。

「たとえ人間は間違った存在だとしても、『生きようとする営み』は、間違っていない、そう思いたいから。たとえどんなに理り不ふ尽じんでも、悪でも、生きようとすることは、決して間違っていないんだって」

　沈ちん黙もく。

　しばらくして。

「……生き物、か」

　笑うように、たずねる遼りよう子こ。

「『ザ・ワン』も生き物──牧師さんが、そう言ったの？」

「はい」

「……じゃあ、あなたは、その理り屈くつでいけば、『ザ・ワン』も間違っているとは思わないわけね？」

　水彩と遼子の視線がぶつかる。

（……そうだ）水彩は視線を外した。

　ぼそっと、小さな声で、つぶやくように言う。

「……あなたのこと、まえほど、嫌いじゃないです」

「……え？　なんて？」

「──なんでもありません！　とにかく！」

　顔を上げ、きっと遼子をにらんで声を出す。

「──ええ、きっと、『ザ・ワン』だって間違ってはいないと思います。親や友だちにされたことを許せるかどうかはともかく、あなたたちはあたしたちとは倫りん理りも価か値ち観かんも違う別の生き物だし、それにあなたたちだって生きたいんでしょうから！」

　水すい彩さいの気負った激しい口く調ちように、遼りよう子こはくすくすと、笑う。

「──正直ね。あなたは」

「別に、そんな、子どもみたいに言わないでください！」

「はいはい」

　なだめるような遼子の返事に急激に怒り──なんで分かってくれないんだ、みたいな、そのくせ何を分かってほしいのか分からないというわけの分からない怒り──が湧わき起こり、水彩はワンピースの裂かれた胸もとを押さえ、立ち上がる。片手で胸を押さえたまま自分の四し肢しを確認し、ほおに手を当て、あれほどあった傷が消えどこも痛まないことを確認すると（正確には後頭部がまだ痛んでいたし胸にも傷が残っているが）、水彩は遼子に深ふか々ぶかと礼をした。

「けがの治ち療りよう、どうもありがとうございました！」

「……でも、まだ」

「もういいです！」

「そ、そう」

　突とつ如じよ生まれる、静せい寂じやく。

　沈ちん黙もく──

　黙ってこちらを見上げてくる遼子の姿に、ふと、水彩は、そのときが来たことに気づく。

（──そうだ）

　けがの治療が終わったなら、次は──

　心臓が速く脈みやく打うち始める。

（ダメだ、落ち着いて、冷静に──）

　胸もとを押さえた手で必死に心臓をなだめつつ、ここに来るまでに一所懸けん命めい考えていた展開を、頭のなかで何度もリハーサルしてきたせりふを必死で思い出そうとする。が、視線を走らせ、いまだ絨じゆう毯たんに座り込んだまま水彩のことを見上げている遼子の顔を見た瞬間、頭のなかが真っ白になる。顔が熱くなるのを感じ、何も考えられなくなっていく。言葉もせりふも百万光こう年ねんの彼方かなたに消え、ただ心臓の音だけが脳と身体からだのなかに響ひびいて満ちる──

（ああ、どうしよう、なんて言えばいい、ダメだぜんぜん考えられない──）

　遼子はしばらく不ふ思し議ぎそうに、黙り込んだ水彩の顔を見上げていたが、くすりと笑い、言った。

「……ひょっとして、これから何されるか心配？」

「──！」

「そんなに心配しなくても、ちゃんと帰してあげるわよ。無事にね。どうせエレナの居い場所は知らないだろうし、あなたの親のこともあるし、なんかいまのところ、いい感じだし、これ以上嫌きらわれたくないから」

　ああでも、とこれ見よがしな舌なめずり。

「でもまぁ、ちょうど夕食時だし、食事くらいは付き合ってくれる？」

　水すい彩さいの目がくわっと開く。

　その剣けん幕まくに思わずたじろぎ、あわてて首を振る遼りよう子こ。

「い、いや、勘かん違ちがいしないで、普通の食事よ。血を吸ったりはしないって。あたしたちはまだ人間部分が多いから、きちんと食事を摂とって人間部分を保たないといけないんだけど、これが味気なくてさ。話し相手が欲しいだけ」

「そ、そうなんですか？」

「そう。それぐらいならいいでしょ？」

「あ、その、いえ、あの……」

　ダメだ、と心のなかでつぶやく。

　それぐらい、じゃだめだ。

　ただ単に、襲おそわれるためだけにあんなところを歩いていたわけじゃない。わざと襲われることで吸きゆう血けつ鬼きを試し、あわよくば見せしめをつくり『レッド』の人たちをけん制する、それだけのために歩いていたわけじゃない。

　ああ、でも、どう言えばいい？

　どう話を繰り出せばいい？

「じゃあ、替えの服を持ってくるから、浴びたかったらシャワーでも──」

「待って！」

　立ち上がりかけた遼子をぐいっと押さえて再び腰を下ろさせ、自分もぺたんと絨じゆう毯たんに座り込むと、水彩は頭を振り、必死で考えをめぐらせた。

　ほとんど目に涙をためて、おずおずと、あっけにとられている遼子に言う。

「あ、あの、あたし、変なことを聞くけど、笑わないで、まじめに答えてください」

「……な、なに？」

「……あたしの血って、おいしいですか？」

　目をまんまるにした遼子の顔に、ああ！　と再びパニックに襲われる。

（うわ、だめだ、この聞き方はまずかった！　もっと、別の、違う方向の、こう──）

　赤面した水彩に、嫣えん然ぜんと、微笑ほほえんで答える遼子。

「ええ。とっても。あたしが知る限り一番の味。甘くって、飽きが来なくて──あれ？　もしかして、助けたお礼でもくれるとか？」

　──気がつくと、叫んでいる水彩。

「違います！　お礼なんかじゃありません！　取引です！　取引！　勘かん違ちがいしないでください！　あくまで取引です！」

「と、取引？」

「そうです！　そう！　……そう、その、……その、えと、あの──」

　いきなり手のうちをさらしてしまったことに気づき、血の気が引くのを覚えて、思わず遼りよう子こにしがみつく。

　倒れかかった水すい彩さいを支えつつ、たずねる遼子。

「取引って？」

「……あ、あの……」

「……もしかして、最初からあたしに用だったの？」

　──水彩は、こくん、とうなずいた。

　心のなかでつぶやきつつ。

（──ああ、もう、だめだ……）

（どうせあたしには、昇のぼるくんみたいな駆け引きはできなかったんだ。最初から）

　遼子を見上げ、でも視線を合わせられずにすぐにうつむき、その顔を遼子の肩に押しつけて言う。

「……正直に、言います」

「……」

「きゅ、吸きゆう血けつ鬼きの、あなたに」大きく深しん呼吸し、その言葉を口に出す。「──『ブルー』の子供たちを、守ってほしいんです」
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　──一いつ拍ぱくののち。

「……ええ？」ぽかんとして聞きなおす遼りよう子こ。「いま、なんて？」

「……『ブルー』の子供たちを、『レッド』の人たちの暴力から守ってほしい──いいえ、守っているということをはっきりと示してほしいんです。さっきみたいに襲おそわれたりすることがないように、町のなかを安全に歩けるように、……夜、怖がらず眠れるように。

　そ、その代わり、よかったら、あたしの血を、その、差し上げますから、つまり、その、取引ということで──」

　沈ちん黙もく。

　耐え難がたい沈黙を、水すい彩さいはただうつむいて受け止める。羞しゆう恥ちに顔を熱くして、きっと、いま自分の顔は耳まで真っ赤になっているだろう、なんて思いつつ。

　おもしろがっているような声。

「水彩ちゃん、あなた、自分が言っていること分かっている？　あなた、敵に敵を助けてくれって言っているのよ？」

「わ、分かっています」

「ふうん。そう。つまり、自分の血にはそれだけの価か値ちがあると思っているわけだ」

「いじめるのはやめてください！」

　恥ずかしさに声を上ずらせ、水彩は叫ぶ。

「あ、あたしだって、恥ずかしいこと言っているのは分かっています！　でも、あたし、頭あたま悪いから、これぐらいしか思いつかなくて──」

　ああ、この頭のうえで遼子さんはどんな表情を浮かべているのだろう、なんて思いつつ、それでも確かめることはできず、水彩は顔を遼子の肩に押し付けたまま、必死に声を絞しぼり出す。

「お願いだから、いじめるのはやめてください。本当に恥ずかしいんです。だから、変にもったいつけたり、いじめたりしないで、はいかいいえで答えてください。あたしは、駆け引きとか、できません。だから、ダメならダメでもういいです。譲じよう歩ほも妥だ協きようも条件も何もありません。ダメならそれであきらめますから。それにあたし、別に自分の血に自信があるわけじゃなくて、ほかにあげられるようなもの、思いつかなくて、遼子さん、気に入っているみたいだったし──」声がだんだん小さくなって──

「……もう、いいです」水彩はかぶりを振った。

「ちょ、ちょっと待ってよ」

「いえ、もういいです。忘れてください。変なこと言ってごめんなさい。あたし、できること少ないから、できそうなこと見つけるとそれだけでうれしくなっちゃって、考えずに動いちゃうんです。あたしがバカでした。恥ずかしいやつでした。だからもういいです。忘れてください。お願いだから」

「……だから、待ってってば、もう」

　なんかどんどんうつむいていく水すい彩さいの顔をなんとか持ち上げようとする遼りよう子こ。

　だが水彩は、いやいやし、抵抗し、遼子の肩に押し付けた顔を離そうとしない。

　遼子はため息をついた。

　沈ちん黙もくのなか、うつむいている水彩の視線のうえで、遼子の瞳が瞬間焦しよう点てんを失う。だがすぐに意志の光は戻り、そして遼子はうなずいて、水彩の肩を叩たたく。

「──ひとつ、聞いていい？」

「……」

「もしかして水彩、あたしが助けてくれるかどうか試すため、『レッド』の地区を一人で歩いていたわけ？」

　逡しゆん巡じゆんののち、うなずく水彩。

　遼子は大きく息を吐いた。

「……無茶な子ね……」

「……だって、先せん輩ぱいが、遼子さんが、助けてくれなかったら、意味ないから、ちゃんと助けてくれること、確認しないと……」

「だからって……もう！」

　水彩をぎゅっと抱きしめる。

「あ、あの」

「本当に、バカな真ま似ねして、あんな傷つくって……」笑って身体からだを離す。「まぁ、なんだかんだ言って、利用したわけね。あたしや『レッド』のバカたちを。たいしたもんだわ。まさか水彩ちゃんにそんなことができるとは」

「バカにしてます？」

「いいえぇ。敬けい意いを表しているのよ。あなた……たちの、その、……したたかさ？　にね。

　生き残るためのしたたかさ？

　いいわ。

　あたしたち──『ザ・ワン』を生き物と呼んでくれたお礼に、その取引、吞んであげる」

「……え？」

　水彩は涙に潤うるんだ目を開き、顔を上げた。

　微笑ほほえむ遼子。

「別に驚くほどのことじゃないでしょ？　恥ずかしさはともかく、勝しよう算さんがあったからこそあなただって来たんだろうし」

「……」

「だいたい、あなたたちを守るのは『ザ・ワン』の総そう意いでもあるしね。なんだかんだ言ってもあなたたちは、将来『ザ・ワン』になる、大事な子供たちなんだし。だからこそ、ちゃんと食料や衣類も供きよう給きゆうしているし、陰からこっそり守っている。まぁ、こっそりだったけど、それは不安を与えたかったからで……」

「……」

「あなたの勇気に免めんじて、ひとつ、いいこと教えてあげる。

　あなたも知ってのとおり、『ザ・ワン』には弱点が多い。太陽に弱く、水に弱く、招かれなければ家に入れず、心を開いてもらわなければ仲間を増やすこともできない。

　でもそうした弱点は、近い将来消えてなくなる。

『ザ・ワン』はもうすぐ、弱点のない存在になる。太陽のした、海を越えてどこにでも行け、あなたみたいに招いてくれない頑かたくなな子も簡単に仲間にできるような存在に、ね」

　水すい彩さいの顔に浮かんだ表情に満足げな笑みを浮かべて、遼りよう子こは立ち上がる。

「……だから、信頼してくれていいわよ。ちゃんと守ってあげるから。あなたたちを。将来の『ザ・ワン』のためにもね」

　立ち上がり、笑う遼子。

　高いところから水彩を見下ろす視線と笑顔──

「……」

　──水彩は、ゆっくりと、立ち上がった。

　遼子の視線を受け止めて、こちらも笑って言う。

「今度は、約束守まもってくださいね」

「……え、ええ、もちろん」

　思わずたじろいだ遼子を尻しり目めに、歩き出す。

「す、水彩ちゃん？」

「シャワー借ります。いいですよね？」

「……え？　えええ？」

「さっき言ったでしょ？　お食事、付き合いますよ。……ええと、助けてくれたお礼ってことで」

「……あ、ああ、うん」頭を振り、

　腰に手を当て、遼子はにやりと唇の端を持ち上げる。

「でも、ちゃんと血ももらうわよ？　あなたの血はもう、あたしのものなんだから。でしょ？」

「はい」

　水彩は足を止め、振り返った。

　遼子をにらむように見つめ、しかしかすかに笑みを浮かべて言う。

「でも、忘れないでください。これは取引で、あたしはもう、あなたのえさじゃありません。あたしたちは、対たい等とうです」

「え、ええ」

「だから笑って見下ろさないで」

「……」

　何も言えずに、ただ水すい彩さいを見つめる遼りよう子こ。

　再び歩き出す水彩。

　バスルームのドアノブに手をかけたところで、遼子の口が開く。

「……あ、あのさ、水彩」

「はい？」

「……なんか、水彩ちゃん、変わったね。

　いや、それほど付き合い長いわけじゃないけど、まえは、なんか、いっつもおどおどしているような感じだったけど……」

「……」

「あ、あのさ」口ごもりつつ、遼子は言葉を続ける。「あたしのクラスに、真ま嶋じま綾あやって子がいるんだけど……ううん、いや、その、それは別に、いいんだけど」

「？」

「正直言いうとね、あなたはあの日、両親が吸きゆう血けつ鬼きになったことを知って、絶望するはずだったのよ。絶望し、『ザ・ワン』を招いているはずだった……ううん、あなただけじゃない、『ブルー』のリーダーだって、鴨かも音ね木ぎエレナだって、あの日、絶望して、もう戦う力なんて残っていないはずだった。絶望した心が『ザ・ワン』を受け入れ、『レッド』の人間みたいにあたしたちに従うようになっているはずだった。

　少なくともそう、『ザ・ワン』は計画していた。

　なのに、終わってみると、『ブルー』は解散せずいまだレジスタンスを続けているし、エレナなんか『ザ・ワン』を裏切ってどこかに隠かくれちゃうし──

　……あなたはそんなに強くなっている。

　それって、その牧師さんやら海かい藤どうとやらの言葉を聞いたから？　人はいったい、何を見たら、何を聞いたら、そんなに変われるの？　いったい何なにがあったら、そんなに強くなれるわけ？」

　遼子の問いに。

　水彩は、ゆっくりと振り返る。

　遼子を見、かすかに笑って、口を開く。

「……他の人のことは分かりませんけど、あたしのことなら、たぶん、あたしはぜんぜん変わっていません。……いまだって、いつもおどおどしていてすぐ泣きたくなる木きの下した水彩のままです」

「そんなの、とても」

　首を振り、水彩は言葉を続ける。

「──でもあそこでは、あそこのみんなはほとんど全員、あたしより年下なんです。あたしまだ高校一年なのに、このまえまで中学生だったのに、あそこでは、いちばんお姉さんなんです。あそこはそういうところなんです。まだみんな、小学生なのに──

　だったら、あたしだって、意い地じ張ることを、覚えます」

「……意、地……」

　はい、と軽く礼をし、水すい彩さいはバスルームへと入っていった。

　そして遼りよう子こはしばらくの間、閉まった扉を見つめていた。

　心のなかでつぶやきつつ。

（……意、地、か……）




　　　　◆




「……意地、ねぇ」

　和わ歌か丘おかは中央南より、日ひ炉ろ理り坂ざかでも二位に位置する三み鷹たか家の豪ごう邸ていの応おう接せつ間まのソファに寝ね転ころがり、スーツ姿の青年はくすくす笑い声をもらした。

「どうかしました？」

　赤い液体が波打つグラスを運びつつたずねてくるメイドの少女──サキの質問に、笑って答える。

「いや驚いた。あの鬼おに婆ばばあのような遼子さんを圧倒できる子がいるとは」

「鬼……。それって、木きの下したさまのことですか？」

「ああそうだ。二人の対決──わたしの採点では、水彩さんのほうがリードしているな」

「へぇ？」

　どうにもイメージがつかめず、いったい何が起きているのかとサキは『オード』の触しよく手しゆを伸ばし、三み輪わ方かた遼子につながることを試みる。が、ブロックされて『記き憶おくの共有』がかなわない。サキや三輪方遼子は『ザ・ワン』の端たん末まつ体たいのなかでも中ちゆう枢すうと末まつ端たんをつなぐ中継ポイント的な役割を果たす『第二人格』と呼ばれる端末であり、自分の経験や記憶を自分固有のものとしておくことができる。そしてどうやら三輪方遼子は、現在体験していることを『共有』したくはないらしい。もっとも、このブロックが通用するのは『第二人格』と『第三人格』だけで、中枢に位置する『第一人格コア』にはまったく用をなさないが。

　サキは『ザ・ワン』にたずねた。

「何か、変わったことでもありました？」

「ん？　いやいや、二人がなんともかわいらしくてね。うん。じつに、じつにおもしろい。わたしの二千年の経験から言えば、この二人は──」首を振る。「……まぁいい。それよりサキさん。ちょっと計画変へん更こうだ」

「は──」

　たちまちサキの頭にあふれる『情報』。

　サキは首をかしげた。

「……では、『ブルー』のみなさんを公こう然ぜんと守ることにするわけですか？　怖がらせるのではなく？」

「ああ。そういう約束を遼りよう子こさんがしちゃったからね。それに、そちらもおもしろいかもしれない」

「守るのは当然かまいませんが、公然とするのは──」ため息。「──『ブルー』の陥かん落らくが、ますます遅くなりますよ？」

「だがその分メリットも大きい。彼らの、吸きゆう血けつ鬼きに対する嫌けん悪お感かんを減らすチャンスでもある。それに何より──」

　先ほど監かん視し端末が送ってきた記き憶おく映像を脳のう内ないに再生し、サキの頭のなかに送る。

　たちまちサキの頭のなかに広がる、テーブルいっぱいの──

「……物々しい、武器ですわね」

「まったく。息子むすこのやつ、どこでこんな武器を手に入れたのやら」

「……あの海かい藤どうという方でしょうか」

「さてねぇ。どちらにせよ、これほどの武器を持っている相手を追い込むのはまずい。下へ手たにキレられロケットランチャーなんかで暴れられたら、さすがに舞まい原ばる家だって異常に気づく。そうだろう？」その顔にやさしい笑みを浮かべて言う。「ここは恐怖で揺さぶりをかけるより、むしろやさしさで攻めよう」

「やさしさ？　ですか？」

「そうだ。やさしさ。それは余よ裕ゆうの二つ名であり、余裕は強者の特とつ権けんだ。まさに『ザ・ワン』にふさわしい武器」くっくっと笑う。「子供たちは感動し、気づくだろう、吸血鬼はやさしい存在であり、自分たちは誤ご解かいしているだけで、吸血鬼になることは決して悪いことではない、ということに。うん、これはいい。これこそまさにミレニアムを興おこさんとするわたしの取るべき行いだ」

　サキを見て、うなずき『オード』を伸ばす。

『オード』によって頭のなかに送り込まれた情報を一瞬ののち理解して、サキは嫣えん然ぜんと笑ってうなずいた。

「ではサキは、早速昇のぼるさまのところに行って、話を詰めてまいりますね」

「ああ。せいぜい機き嫌げんを取ってきてくれ。まったく、最近の息子は難しいから」

「反抗期なのですね、きっと」

　くすくす二人で笑いあう。そうしているうちに『オード』で指令を受け取っていた昇の妹、あゆむがよそ行きの着物に着替えて喜び勇んでやってくる。

「早くいこ！　サキ！　いまから行けばお兄ちゃんとごはん食べられるよ！　ね！　仲直りもできるよね！　早く！」

「はいはい。もちろんですとも。だからちょっと待っててくださいね」

「わたしがよろしく言っていた、と伝えておいてくれ。あと、木きの下したさんの帰りが明日になることもな。きっと心配しているだろうから」

「はーい！」「わかりました」

　飛び跳ねるように出て行く二人。

　二人を『オード』の触しよく手しゆで追跡し、同時に三み輪わ方かた遼りよう子こと木下水すい彩さいの状態を観察しつつ、『ザ・ワン』は満足げにため息を漏らした。

　そしてふと、水彩の言葉を思い出す。

（「──善ぜん悪あくなんて関係ない、生物対たい生物の単なる生せい存ぞん競争──」）

　──生物、か。

　二千年の間には、実にさまざまな呼び名をもらってきた。だが、『ザ・ワン』を怪かい物ぶつだと、魂たましいを持たぬ悪の化け身しんだと呼ぶ者あるいは神の福ふく音いん、天の使いと呼ぶ者はいても（こっちのほうは呼ばせたわけだが）、生物、と呼んだものはいなかった。──これは時代の変化だろうか？　神が不在のこの時代の。それとも何かの前まえ触ぶれか？　満ちてあふれる楽しさに、『ザ・ワン』はその身を震わせる。自分の脳のう神しん経けいをも自在に組み替えられる『ザ・ワン』は、かつてない体験はすべておもしろく感じるよう自分で自分をプログラムしており、つまりおもしろく感じるということはこれがかつてない経験だということだ（もっともかつてと同じ体験というのはめったになく、すべての体験はどこかしら違うものだが）。

　……ああ、楽しい。実に楽しい──

　脳のう内ない物質を操あやつって適度な満足感にひたりつつ、『ザ・ワン』は戸外に出ている適当な端末を探し、その目を乗っ取り、空を見る。星のまたたく夜の空。家にいながら月光を浴び、夜の冷気に触れつつ思う。そうとも、わたしはいずれ生物となる。魂を持つ、本当の生命に。

（……さぁ、どこにいる？　鴨かも音ね木ぎエレナ）

（早くわたしと同化してくれ。サクラをわたしに差し出し、わたしと堂どう島じまコウを対決させてくれ──）

　全身を震わせ、波動を発する。

『ザ・ワン細さい胞ぼう』に目覚めをうながす、原始の波動。バッテリー。エレナの変化を呼び起こす波動を、和わ歌か丘おか中に送り出す──

（……さぁ、エレナ。どこにいる──）




　　　３．『やれること、やるべきこと』




「ぼ、牧師？　ブックマン？」

　いきなり机に突つっ伏ぶした牧師姿すがたの男に、吸きゆう血けつ鬼きに従うチーム『レッド』のリーダー、新しん堂どう一いち郎ろうはあわてて駆け寄った。

「大丈夫か？」

「……ああ、大丈夫、大丈夫だよ」

　まるで本でも詰め込んだような四角い顔をした異い形ぎようの男──名を稲いな吹ぶき九く朗ろうという、だが最近は『ブックマン』の名で知られる──は顔を上げ、うなずいた。

「……あんた、血が」

「ん？　……ああ、本当だ」

　血のにじんだひたいを手でぬぐう。

　現れたのは、血に染まった『Ｉ』の文字。

　それは『ザ・ワンの印しるし』と呼ばれるもの。

　牧師でありながら信しん仰こう心しんを失い神を冒ぼう瀆とくした彼は、そのことで『ザ・ワン』の怒り？　を買い、その印を与えられた。その印とその異形の顔は、彼にこの町で歩く自由を保障する。彼が捨てた信仰の世界──聖せい書しよに描かれし黙もく示し録ろくの預よ言げん──が実現するのを確かめさせるため。おかげで彼は、この町を安全に歩けさらにひたいの印で吸血鬼たちが『オード』と呼ぶものをある程てい度ど感じ取ることができる。

（いまの、気配──いや、波動）

（あのときと同じこの圧倒的な暴ぼう虐ぎやくの波動──）

　おそらく、鴨かも音ね木ぎエレナを狙ったもの──

「……牧師？　ブックマン？」

　ああ、と一郎に本の顔を向け、牧師は笑った。

「いや、本当に大丈夫だよ。ちょっと……感かん応のうしただけだ」

　机のうえのメモを見、取り上げ、さてと、と立ち上がる。

「さて、それじゃあ、私はそろそろいくとしようかな。……ありがとう、一郎くん。助かったよ」手に取ったメモを見る。「この住所録と地図のおかげで、私はかなり楽できる」

　一郎はそっぽを向く。

「別にあんたを助けたわけじゃない。あんたにはできる限り協力しろと吸血鬼に言われているから協力しただけだ」

「……」

　ふふ、と笑った牧師に、一郎はむきになって目をむく。

「だいたい、あんた本気か？　本気で町中まわって、『レッド』を──吸血鬼に従う人間を説得して回るってのか？　それで何なん人にん説得できると思ってるんだ？　いいや、いまさら、ひとりだって説得なんか聞くもんか！

　人間は、吸血鬼には勝てないんだ！　かないっこないんだ！」

　微笑ほほえむ牧師。

「……だからきみは、吸きゆう血けつ鬼き側についた。リーダーとして、率そつ先せんして、みんなが迷い苦しまないよう」

「べ、別に」

「それでいいんだ。一いち郎ろうくん。自分ができることを考え、精せい一いつ杯ぱいやれば。だれだって、歩くときは一歩ずつ、だ。

　……まぁきみは、私たちとは違う方向に進んでしまったようだが」

「……」

「とにかく、私はこれしかできない。だから私は町中を歩き、一人ずつ『レッド』のみんなを説得して回る。きみからもらった地図と住所録があれば──」

「無む駄だだ！」

　一郎は大声を出し、乾いた笑い声をあげた。

「無駄だよ。そんなことしたってどうせ、無駄だ。意味ないよ。だいたいあんた、おれみたいな子供ひとり改かい心しんさせられないじゃないか」

「……それを言われると立場がないね」

　吸血鬼に言われた言葉を思い出し、

（「おまえは真ま夜よ中なかに泣きながら電話してくる子供の気持ちを考えようともしなかった──」）

　苦にが笑わらいを浮かべて牧師は一郎の頭を撫なでる。

「突き放すようで悪いがね、一郎くん。私はきみが自分の力で立ち上がれると思っているよ。……彼女に警けい告こくを発し、吸血鬼に電話をかけてくれたきみなら」

「やめろよ」頭を撫でる手を払う。「おれは別に、騒ぎがいやだっただけだ。あの人を助けたかったわけじゃない」

「でもきみの電話が彼女を助けた。きみは電話をかけた。それもまた、戦うということだ。それが戦うということなんだ。自分なりのやり方で、きみもまた戦おうとしているんだよ」

　そして、あの木きの下した水すい彩さいという子もまた。

　あの三人に水彩が襲おそわれているとき、牧師に助けに入るのをためらわせたのは水彩の目の光だった。その目に宿る光に稲いな吹ぶきは悟さとった。彼女は偶ぐう然ぜんふらふらとこの危険な地域に迷い込んだわけではない。意志があり、目的があり、自分なりのやり方で戦うために、水彩は自らこの地に踏み込んできたのだ。そして実際、吸血鬼が助けに入ったことにより、ここらの人間はしばらくは他人を襲おうなどとは思わないだろう。きっと水彩はその効果を求めていたのだろうと稲吹は推測する。

　そう、水彩は戦っていたのだろうと推測する。

　木下水彩だけではない。

　三み鷹たか昇のぼるも、鴨かも音ね木ぎエレナも、海かい藤どう重しげ彦ひこという飛び入りだって、戦っている。自分たちのやり方で。自分たちの戦いを。そうだ、と稲いな吹ぶきは思う。分かるか『ザ・ワン』、これが人間の強さだ。『ザ・ワン』はたとえどれだけ端末の数を増やそうと、結局は『ザ・ワン』というひとつっきりの存在に過ぎない。だが人間は違う。人間という種は、百人いれば百の違いがあり、百のやり方、百もの異なる戦い方を持つ。それは多様性という名の武器。人はそれを持つことを宿命づけられている。遺い伝でん子しによって。それは『ザ・ワン』のような不ふ死し性せいを持たない、人間という存在が、死ぬことで得られる未来に対する可能性、そして生命の本質でもある。

（未来のための死──アポトーシス）

（おそらくそれこそ、この町の未来を決するもの）

　ならば私の戦いは──

「聞いてんのか！　おれは吸きゆう血けつ鬼きに逆らうつもりはない！」

　一いち郎ろうの悲鳴のような声に、稲吹は意識を戻して一郎に向かい笑いかけ、言う。

「もう一度、よく考えてみることだ。一郎くん。そして見み極きわめるんだ、みんなのため、ではなく、きみがしたいのはなんなのか、を。

　リーダーとは、みんなを守る存在ではない。みんなを率ひきいる存在のことだ。

　それが正しければ、みんな自然についてくる」

「……」

「よく考えるんだ。自分がすべきだと思うこと、そして自分がしたいことを」

　窓から空を見上げ、独り言のように、しかし語りかけるように、つぶやく。

「いずれ、雨が降る。きっと。そのときは──」

「……」

「それまで私も、なるべくこの町を回り、説得を続けてみるよ。それが私の定めた戦いだから。無む駄だだろうとなんだろうとね」

　ゆっくりと、扉に向かい歩き出す牧師。

　後ろから追いかけてくる声──

「あ、あんたは本当に、本気で吸血鬼に勝てると思うのか？　人間が、吸血鬼に勝てるって──」

　稲吹は笑った。

「勝てる勝てないじゃないんだよ。戦わなければ、こちらが滅ほろぶ。それだけだ」

　ふと、昇のぼるたちのことを思い出し、後ろ髪を引かれつつも一郎を残し、稲吹は部屋を出た。

　ドアを閉め、

　そうだ、と思う。

　私は私の戦いをはじめる。

　まずはさっきの、三み輪わ方かた遼りよう子こに脅おどされ恐怖に怯おびえる（だからこそ話を聞いてもらいやすいだろう）あの三人から──




『ブックマン』はゆっくりと、その活動を開始した。







[image: 第二幕『二日目』]







　　　午前三時







　何かの気配を感じ、三み鷹たか昇のぼるは目を覚ました。

　寝起きとは思えぬほどにたちまち意識をクリアにし、かつては和わ歌か丘おか第二小学校の校長室、現在は昇の寝室となっている部屋を見回す。緊きん張ちようし、ベッドのうえから視線をめぐらし自分を起こした音を探す。時計が指すのは午前の三時。いったいどうして目が覚めた？　自然に目覚めるには早い──

　遠くから聞こえてくる、かすかな声。

「──非常識だろ、こんな時間に──」

「──そう思うなら帰りなさいよ、あんたが帰ればあたしだって考えるわよ。だいたいあんたのせいでこんなに遅く──」

　たちまち全身の血が凍りつく。

（待て、落ち着け、冷静に──）

　周囲を見渡す。

　枕もとに置いてある十字架かを取り、置き、視線はなぜかくいとハンマーを探す。音を立てぬようベッドから下り、周囲を見、やっぱり十字架を持って胸もとに押し当てつつ、周囲を探す。くいとハンマーじゃ役に立たない。何かないか。何かないか、何か身を守れるものは──

（うわぁ、どんどん近づいてくる──）

　表現しがたい恐怖に身体からだを震わせつつ、ふと思いつき、昇はデスクのうえ、充じゆう電でん器きに挿さしてあった携帯を取り操作、メール用の着メロを鳴らした。

　廊下で止まる、足音。

　そのまま去ってくれないものかと昇が耳をすませるなか、

　やがて足音は動き出す。

　遠ざかるのではなく近づいてくる方向で。

　観かん念ねんし、姿すがた見みを見て胸もとのボタンをきちんととめると、昇はわざとらしく音を立て、扉に向かった。

　音を上げてため息をつき、扉を開く。

「「わっ？」」同時に上がる二つの声。

「あれ？　蔦つた谷やさんと珠す洲ずさん？」ちょうどまえに立っていた二人に、昇はわざとらしく声をかけた。「どうしたの？　こんな夜……朝早くに」

「え？　いや、あの、その」としどろもどろな蔦谷祥しよう子こ。

「こんな時間にごめんなさい。ちょっと話がしたくて」と上うわ目め遣づかいに視線を送ってくる珠す洲ずみすみ。

　ちなみに蔦つた谷やはＴシャツに短パン、珠洲は水色が基調のパジャマを着、二人とも手に枕まくらを抱えていたりする。

　たずねる昇のぼる。

「……二人とも？　大事な話？」

「い、いや、こいつは勝手に割り込んできただけだ。それにいま帰るところだ、あたしと一緒に。……だろ？」

「帰りたいなら一人で帰れば？　それでさ、リーダー。ちょっといい？」

（ちょっといい？　って……うわぁ）

　昇は二人に携帯をチラッと見せて頭を搔かく。

「……ええと、ちょっと、いま、用事ができて、いかなきゃならないんだけど……」

「──ほらな。おい、帰るぞ！」

「勝手にどうぞ。ね、こんな時間にどんな用事？　あたしも一緒に行っていい？」

（こんな時間にどんな用事？　それこそぼくが聞きたいことだよ！）

「い、いや、様よう子す分からないから、待っててくれるとうれしいんだけど」

「じゃあ、リーダーの部屋で待ってていい？」

「ええ？　……でも、いつ、戻るか、分からないよ？」

「うん。いい。待ってる」

「じゃ、じゃあ、ごめんね。二人とも」

　昇が部屋を出、

「うん。待ってるけど、気にしないでね！」

「……す、すまないな、昇……」

　入れ替わりに主あるじ不在の部屋へと入っていく二人。

　互いに手を振り合い、そしてドアが閉まる。

（……うわぁ）

（……女の子って、怖い……）

　とぼとぼと、昇は歩き出す。心のなかでつぶやきつつ。なんでぼくが逃げ出さなきゃならないんだ。情なさけない。だいたいあの二人は何を考えているんだ。そりゃ、あの二人のこときらいじゃないけど、選ぶなんてできないし、女の子だってきらいじゃないけど、でも、いまはもうじゅうぶん、吸きゆう血けつ鬼きなんて面めん倒どう事ごとがあるのに……

　さてどうしよう、と考える。

　まだ朝三時。御ご殿てんか騎き射しや場ばの部屋にでも避ひ難なんするか？　いやだめだ。御殿は怒って二人のところに怒ど鳴なり込んでいきそうだし、騎射場は大喜びでからかってくるだろうし。でも他のメンバーには、女の子に部屋を追い出されるようなところは見せられないし──

（弱みは見せられない、か）

　ふと、木きの下した水すい彩さいのことを思い出す。

　意図したわけではないが、何回か弱音を吐と露ろしてしまったことのある、高校生のお姉さん。

「──！」

　何気なしに窓から外をのぞいていた昇のぼるは、裏門の向こうに人ひと影かげがあるのに気づいた。

　まだ遠く、いわゆる彼かわ誰たれ時どきの闇やみにかすんではっきりとは見えなかったが、それでも昇はそれがだれだか確信し、窓を開け窓まど枠わくを乗り越え外に飛び出る。きちんと窓を閉めたあと、裏門に向かって走る。ちょうど考えていたその人の名を呼びながら。

「水彩さん！」

「……あ、昇くん！」

　見張りに挨あい拶さつし、裏門に立ててある十字架かに触って人間であることを証明したのち校内に入った木下水彩は、昇の出迎えの声に笑顔を見せて昇のもとへと走った。

「どうしたの？　こんな朝早く──って、やだ、まさか待ってたの？」

「いえ、……ちょっと眠れなくて」

「ふうん」にこっと笑う。「……心配かけちゃった、かな」

「いえ。昨日、吸きゆう血けつ鬼きが使者を送ってきましたから、無事なのは知っていました」

　水彩の顔が笑顔のまま、微び妙みように固まる。

「……ええと、じゃあ……その」

「……ええ。知ってます。あなたが、取引を、……した、ということは」

　沈ちん黙もく。

　あわてて付け加える昇。

「あ、でも、それを知っているのはぼくだけです。それはあなたと吸血鬼の個人的な取引であり、ぼくらと吸血鬼が結んだ取引──条約は、あくまで『ぼくらが騒ぎを起こさない代わりに吸血鬼はこの町の安全を保障する』というものですから」

「ああ、そう。そういうことになったんだ。よかった」水彩のほおがかすかに赤らむ。「……えと、あの、あたしのことは、内ない緒しよにしててね？　恥ずかしいから」

「……はい」

「でも、なんだ。知ってたのか。じゃあ、こんな時間に抜け出して戻ってくることなかったな」

　でもまぁ、よかった、全部うまくいったんだ、とうれしそうに笑う水彩。

　その姿に、昇は思う。

　そう、確かにすべて、うまくいった。これ以上ないというくらい。みんなに武器を取らせることなく、安全に町を歩けるようになった。でもそれこれもすべては、彼女がおとりになり、襲おそわれてくれたおかげで。彼女が吸きゆう血けつ鬼きと取引してくれたおかげで──

「──昇のぼる、くん？」

　視線を外し、うつむく昇。

　両手が自然とこぶしをつくる。

「……何をやってるんでしょうね、ぼくは」目をぬぐい、笑う。「……自分が、情なさけないですよ。何がリーダーだ、水すい彩さいさんを犠ぎ牲せいにして」

　ううん、と水彩はあわてて首を振る。

「あのね、昇くん。いいふうに考えてくれるのはうれしいけれど、あたし、別にそんなんじゃないから」

「……」

「あたしね、昇くんたちに会うまえは、単なるえさでしかなかった。吸血鬼に血を与え、あたしの友だちを呼び込むためのえさ。それで、『エメラルドの都』とか、いやな話ばっかり聞かされて、怖がらされて──

　要するに、いじめられていたんだな。

　それで、ずうっと、やり返してやりたかったの。言われっぱなしじゃなくて、きちんと言い返したかった。えさじゃなくて、人間として、生き物として、──女として、対たい等とうの立場に立ちたかった。だから行った。ただそれだけ」それに、と声が小さくなる。「……あの人とも、もっときちんと話をしてみたかったし」

「……」

「と、とにかくそういうわけだから、あたしを犠牲にしたとか考えないでね。犠牲ってことで言えば、ここにいるみんな、がんばっているわけだし。つまりみんな犠牲になっているんだし──昇くんだって」

「……ですね」昇は微笑ほほえんだ。

　この人がいて、いてくれて、よかった、と思う。

　さてと、と伸びをする水彩。

「じゃあ、あたし、部屋に行くけど」

「あ、はい」ふと思いつき、たずねる昇。「寝るんですか？」

「ううん？　なんか半はん端ばだし、絵でも」

「じゃあ、あの、ぼく、ちょっとお邪じや魔ましていいですか？」

「──ええ？」

「……あ、だめならいいです」

　水彩は急いで首を振った。

「あ、ううん。もちろん、いいよ別に。でも、どうして？」

　昇は照れ笑いを浮かべた。

「じつは、いまぼくの部屋、ちょっと戻れなくて。それに……」言葉を区切る。「水すい彩さいさんに、一度お話をうかがってみたかったんです。堂どう島じまコウって人について」

「ああ。堂島先せん輩ぱいね。うん。いいよ。友だちの友だちってだけで、あまりよく知らないんだけど、それでよければ……」

「お願いします！　……なんです？」

　水彩はしばらく昇のぼるを見つめていたが、首を振り、笑った。

「……ちょっと、考えちゃって」

「え？」

「さっきみたいなせりふを女の子に簡単に言えなくなるころ、きみはどんな男の子になっているんだろう、って」

「……？」

「……ま、女の子二人に振り回されているようじゃ、堂島先輩にはなれないな」

「別に、なれなくてもいいですよ。好きな人は一人でじゅうぶん。ぼくはぼくですし」

　ほほう、言ったな？　と笑い、水彩は歩き出した。

　昇もあとに続いていった。







　　　午前四時







《……かりかり……かり……》

《かりかり……かりかりかり……》




　シロアリが家を食べている──まどろみという暗くら闇やみのなか、その音を意識したとき、鴨かも音ね木ぎエレナがまず思ったのはそれだった。

　ああ畜ちく生しよう、シロアリが家を食べている。

　やつらは柱をかじり、土台を腐くさらせ、とりついた家を崩ほう壊かいさせる。やつらはアリという名前を持つがアリではなく、ゴキブリの仲間であり、やつらは仲間の糞ふんをみんなで食べ合う。どこからか（最近は悪質なシロアリ駆く除じよ者しやの手から）家に入り込んでは壁を食べ、土台を食べ、糞を食べ合いやがてその家を崩壊させる。




《……かりかり……かり……》

《かりかり……かりかりかり……》




　シロアリが家を食べている。

　壁を食べ、土台を食べ、こちらに入り込もうとしている──

（──でもここは、どこ？）

　エレナは目を開き、知る。

　ここは病室──あのときの病室。

（ここは聖せい域いき──何者にも侵されざる、うちと唯ゆいだけの聖域）

　病室の真ん中に置いてあるベッド。

　そのうえにはまだ幼い神かん名な木ぎ唯が、エレナの一番の友だちが横たわり、その周りではほとんど透明に透けた輪りん郭かくだけの医者たちが走り回って叫んでいる。血が足りない、血が足りない、と。そして、ああ、唯の顔の青白さ。血まみれの身体からだの赤によりさらに際きわ立だたせられた唯の顔の青白さに、死人のようなその白に、まだ幼いエレナは怯おびえ、周囲を見渡す。




《……かりかり……かり……》

《かりかり……かりかりかり……》




　血が足りないなら、あげればいいんだ。

　そのときはだれもが忙しく、エレナをかまうひまがなかった。エレナもおとなしくしていた。だからエレナはだれにも注意されることなく、手術その他をながめていられた。滅めつ菌きん室しつの外からでも、その様よう子すはよく見えた。唯の父が、母が、死ぬところ。二人の身体から血が抜き取られ、唯に輸血されていくところ。もう助からないと分かった『死体』はあっさりと、物のように運び出される。この『聖域』から追い出される。唯は、唯だけはそんな目に遭あわせるもんか。だからエレナは新品の注射器をこっそり取って、唯の父から、母から抜かれたように、自分の腕から血を抜くことを試みる。壁に張られた血管を記した解かい剖ぼう図ず、そして注射の仕組みとその心構えについて描かれた絵をながめつつ。

『それをしたら、おまえは死ぬぞ』突然、解剖図がしゃべりだす。『おまえは死ぬぞ。それでもいいのか』

『かまわない』エレナは心のなかで答える。『唯を助けられるなら、うちは死んでもかまわない』

『それはおまえの生命だけではない、おまえの一番大事なものを持っていってしまうかもしれない。それでもいいのか』

『それでもいい。うちの生命でも、うちの一番の宝物でもなんでもあげる。唯を助けてくれるなら。だからお願い、神さま──』

　あれ、でも──

（──あのときのわたしの宝物って、なんだっただろう──）

　リラックスして手から力を抜きましょう、という絵に描かれた助言のとおり、エレナは手から力を抜く。そして浮き出た（と思った）血管に、すっと注射針を刺す。片手で使えるタイプのそれでゆっくりと、自分の血を吸引する。一本取ったら傍かたわらに置き、また一本、ぎりぎりまで血を引っこ抜き、また一本。のちにこの病院の伝説となる正確さで注射針を血管に入れ、エレナはどんどん自分の血を抜いていく。お願い、とつぶやきながら。神さま、お願い、お願い、お願いお願いお願い──

（そうだ、わたしはあのとき祈った）

（唯ゆいの命を助けてくれれば、命でもなんでも差し出すからと神に祈った。誓ちかった。そして──）




《……かりかり……かり……》

《かりかり……かりかりかり……》




　周囲から聞こえてくる音に、エレナは全身を緊きん張ちようさせる。どれほどのシロアリだろうと、このエレナと唯の『聖せい域いき』には入れない。招かれざるものはなんぴとたりともこのなかには侵入できない。エレナの聖域。最後の砦とりで。だが──

（……もう、時間はそれほど残されていない）

（もうすぐ壁は崩される──）




　頭のなかで、音が響ひびく。




《……かりかり……かり……》

《かりかり……かりかりかり……》




「──！」

　意識を取り戻し、鴨かも音ね木ぎエレナは飛び起きた。

　自分が寝ていたことに気づき、がくぜんとして手のひらを見る。寝ね汗あせまみれの手を握り、『オード』の触しよく手しゆを解き放ち周囲に敵の手がないか、異常がないか確認する。そうしつつも視線を走らせ、起こしてしまったのだろう、身体からだを起こしてこちらを見てくる神かん名な木ぎ唯に抱きついていく。

　たずねるように、唯にささやく。

「わ……わたし、寝てた」

「うん。疲れてたんだよ。きっと──」

　唯ゆいの声を聞きながら、

　違う、とエレナは心につぶやく。

　確かにいまだ人間部分が残っているため、食事やそれなりの休息は必要だ。だがいまのエレナはそういう欲求を無視して動ける。その手の欲求を制せい御ぎよできる。何よりも『オード』を使い『ザ・ワン』の動どう向こうを観察し周囲の端末に偽にせの情報を与え続けなければすぐにも見つかってしまうこの状況で自分が眠れるはずがない。

　にもかかわらず眠ってしまったのは──

　時計を見る。

　朝が、近い。

『ザ・ワン』が、眠りにつく時刻。

（……『ザ・ワン』の、本能プログラムだ。日光を避けるため朝が来るまえに眠りに入る『ザ・ワン』の本能が、わたしを眠りにつかせた──）

（『ザ・ワン』化が、もうそこまで進んでいる！）

　早い。

　予想以上に、変化が早い。

（昨日の、あれだ）

（『コア』の放った力の波動──あれがわたしの『ザ・ワン』化を急速に早めている。このままではわたしは、あと三日ともたない。いいや、今夜またあれをやられれば──）

（──ああ、神さま──）

　いつか、自分は人間ではなくなる、その覚かく悟ごはもう、できている。

　でもこれは、早すぎる。せめて、海かい藤どうに言った日まではもちこたえなければ、海藤に、そしてみんなに迷めい惑わくをかけてしまう。

　だが、いったいどうすれば──

（見通しが、甘かった。甘すぎた──）

　こらえきれずにあふれる涙。

　唯の胸に顔を押し付け、漏れ出る嗚お咽えつを止めようもなく、エレナは泣いた。

「……みんな、ごめん……」

「エレナ」

　泣きじゃくりつつ、声を絞しぼり出す。

「う、うち、もう……どうしていいか分からん、……分からんねん。うち、もう、だめなのに、どうすれば、ええのんか、もう……」

「鴨かも音ね木ぎ」「……鴨音木さん」

　山やま本もと美み里さとと、舞まい原ぼるサクラの声。

　そっと、唯がエレナの背中に手を置く。

　やがて美み里さとがやってきて、エレナに抱きつき、こちらも頭をエレナに押し付ける。やがて聞こえてくる小さな嗚お咽えつは美里のもの。エレナを力づけようと思ったのだろうが、自分でもこらえきれなくなったらしい、そんな美里にも手を伸ばし、唯ゆいは二人の背中をやさしく撫なでる。
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　しばらくして、サクラの声が聞こえる。

「……ねぇ、鴨かも音ね木ぎさん。山やま本もとさん。まだ、何が起こっているのか、何から逃げているのか、話せない？」

「……」

「あのね、きっとね、話してくれさえしたら、舞まい原ぼる家なら助けられるよ。あたしがハナちゃんに言ってあげる。だからさ、ね？」

　一瞬考かんがえ、しかしエレナは首を振る。

『ザ・ワン』に気づかれないようくわしいことを舞原家に伝える手段など、ない。そしてサクラが見つかり『ザ・ワン』の手に落ちれば、もはやすべては──

「──おしまい？」唯の声。

　エレナは驚き、顔を上げ、唯を見た。

　唯は微笑を浮かべ、言った。

「ねぇ、エレナ。厳しいことを言うけど──

　もしもエレナが、どうすればいいか分からないでいて、何もできないとして、そしてエレナがだめになったら、世界はおしまいになる、と思う？」

「……ゆ、い？」

「あのね、エレナ。それは傲ごう慢まんだよ。そんなに人間は弱くない。エレナひとりの肩に背負えるほど世界は軽くない。たとえエレナが失敗したって、たとえ海かい……あのおじさんが失敗したって、それで人間は終わりにはならない。ううん。それで終わる程度の存在なら、人間は素直に滅ほろびるべきだよ。ひとりの手にすべてを負わせる世界なんて、間違っている」

「……」

「あたしが好きな言葉を教えてあげる。ある歌のせりふの要約だけど。

　──人はだれもが世界を背負っている。でも肩は、世界を背負っているとは思えないほど軽い。それは、なぜか？」

「……？　なんで？」

　唯ゆいはサクラを見、微笑ほほえんだ。

「それはね、世界を支えているのは自分だけじゃないから。世界中の人が一緒になって支えてくれているから、だから軽く感じるの。そして自分が支えることで少しでも、他の人の重さを軽くしてあげられる」

「……」

「エレナは、ここまで全部ひとりで背負ってきた。敵を操あやつり、敵から隠かくれ、隠れ家を準備し、食べ物から何から──全部、ひとりでやってきてくれた。やろうとしてくれた。ザ・ワ……ちょっと特殊な能力を持っちゃったせいで、……何しろあたしたちは普通の人間だし。

　でも、やっぱり、そんな力を使っても、全部は背負い切れないことが分かった。

　とうとうつぶれちゃった。

　だったら、ここからはあたしたちががんばらなきゃ。これまで背負ってもらったぶんまで、お返ししなきゃ」

「……」

　でも、とエレナは視線を唯からそらし、言う。

「……でも、唯、……こう言っちゃなんやけど、……みんなに、いったい何ができる？」

　うつむく美み里さと。

「いろいろできるよ！」とサクラ。

　唯は微笑ほほえむ。

「そうね、ごめんね。頼りにならなくて」

「い、いや、違くて、そうやなくて」

「ううん。確かに、あたしたちにはエレナのようなことはできない。でも、それでもやらなくちゃ。できるかできないかじゃなくて、できることを見つけて、最後まで、あきらめないでがんばらないと。

　そうでしょう？　山やま本もとさん。サクラちゃん」

　美み里さとはうなずいた。

　顔を上げ、暗い瞳で唯ゆいを見る。

「……でも、あたしたちに何ができるの？」

「いろいろできるよ！」とサクラ。

「そうだね。そのことを考えるまえに──」

　唯はエレナを見つめる。

　そして、たずねる。

「ねぇエレナ、よく考えて。いま、エレナにしかできない、エレナにしか背負えない荷物って何？　一番大事なことは何？」

「え？」

「全部背せ負おおうなんて思っちゃだめ。だいたいそんなのあたしたちに失礼だよ。だからエレナはたったひとつだけを、大事なひとつだけを、考えて。それだけを背負うようにして。そうすれば──

　あとは全部、あたしたちが分ぶん担たんして背負うから」







　　　午前十時







「あ、もしもし、品しな川がわさん？　わたくし──」

「もしもし、本ほん間まさんのお宅ですか？　ぼくです、ええ──」

「今度遊あそびにいこうよ！　ていうかそっち遊びに行っていい？　いや、すぐじゃなくて今度ひまなとき──」




　ホテル『観鶴台ホワイトクレイン』の一室。

　周囲から聞こえてくる電話が切れたりつながったりする電子の音をたえなる音楽のように聞き、少女ははあ、とため息をつく。その全身をしあわせにあふれさせ、タイムテーブルにチェックをいれる。それが少女の仕事。時間をチェックし、回線がパンクしないようそして舞まい原ばる家に怪しまれない頻ひん度どにばらけて電話をかけさせる役。

（──ああ、しあわせだ……）

　電話の向こうで相手が『招いて』くれるたび、『オード』のつくるネットワークが歓かん喜きにその身をうならせる。多くの生物にとって子供をつくる作業が快楽であるのと同様に、『ザ・ワン』にとって相手に招かれることこそ快楽。相手の血を吸い、相手のなかに自分の細さい胞ぼうを注入し、『オード』のネットワークをつなげ広げていくことこそ悦よろこび。しかも今日は、自分たちの直ちよく属ぞくのボスである『第二人格』、三み輪わ方かた遼りよう子この機き嫌げんがいい。最近の三輪方遼子は鴨かも音ね木ぎエレナが見つからないことにいらつき常に不ふ機き嫌げん状態だったのだが（そして『第三人格』である彼女たちはその『オード』の影えい響きようを受け落ち着かない状態にさせられていたのだが）、今日は朝から機嫌がいい。それが伝でん播ばしているのだろう、他の端末たちも気分よく仕事していられる。しあわせを感じていられる。唯ゆい一いつ不満があるとすれば、それは『第二人格』である三輪方遼子が自分のネットをブロックし、機嫌のいい理由をみんなに伝えてくれないこと。少女は何度か三輪方遼子の『オード』につながることを試みたが、三輪方遼子はなぜか『オード』を閉ざしてしまっていて、そのことだけは、少女を深く悲しませる。何か仕事上の理由があるのかもしれないが、にしてもときどき少しぐらいはきちんとつながってくれたっていいのにとか思う。だが思うだけ。悲しいかな、『第三人格』である彼女は『第二人格』のブロックには太た刀ち打うちできない。向こうがその気になってくれなければ『オード』で気持ちを伝えることさえできない（口で言えばいいのだが、『ザ・ワン』となり『オード』に慣れた少女の頭はその選択肢しを忘れている）。まったく三輪方さんはつれないなぁ、と少女は思う。他の『第二人格』たちはときどきブロックするぐらいでいつもはつながってくれているのに、三輪方さんはその逆なんだから。なぜか。

　でもまぁ、いずれときがくれば。

　みんなひとつにつながれる。

　人格なんて壁も消え、完全なひとつになれる。『コア』も三輪方遼子も鴨音木エレナも舞まい原ばる家のお姫さまも堂どう島じまコウ先せん輩ぱいも小鳥遊たかなし恕じよ宇うサマもみんなひとつの存在に──ふと、何かが自分につながってくるのを感じ、少女はさらなるしあわせにつつまれる。ああ、あたしは一人じゃない。あたしはあたしだけじゃない。いまのあたしはあたしであると同時に──

　その目が遼子をとらえて叫ぶ。

「遼子さん！」

　──突然の自分を呼ぶ声に、三輪方遼子は視線を上げた。

　電話をかける端末たちの群れから抜け、一人こちらに歩いてくる少女（日ひ炉ろ理り坂ざか高校の後こう輩はいだった）のなかにいる相手に照れた笑いを浮かべてみせる。

「あれ、サキさん？　どうしたの？」

『サキ』は『オード』を伸ばして乗っ取った少女の両手を腰に当て、お怒りのポーズを見せた。

「どうしたの、じゃないですよ。どうして『オード』をブロックしているんです？　いざというとき、連絡が遅れるでしょう？」

「ごめんなさい。そんなつもりないんだけど。……エレナを警けい戒かいしすぎて無意識に閉じちゃうのかな？」

「……しっかりしてくださいよ、もう。何していたんです」

「ちょっとした調べ物──」

　言葉とともに遼りよう子この『オード』が開放され、少女／『サキ』の脳のう内ないにたちまち情報があふれる。それは鴨かも音ね木ぎエレナの友人、神かん名な木ぎ唯ゆいのこと。その唯という少女が幼いころ大事故に遭あい、家族と肺の片方を失ったこと。だがエレナの血を大量に輸血されて一いち命めいは取りとめたこと。そうした遼子が調べた情報のすべてがわずか数秒で、まるで記き憶おくが思い出されるように『サキ』の脳内に満ちる。そしてそこから遼子が考え出した推すい論ろんも──

『サキ』は頭を振った。

「まだ、『ハーフ』にこだわっているんですか？」

「でもありえない可能性じゃないでしょ？　『ザ・ワン遺い伝でん子し』を内包したエレナの血を輸血したおかげで神名木唯が助かったんだとしたら、神名木唯はもしかして……」

「『ザ・ワン遺伝子』をその身に取り込み適応し、『ハーフ』と化した、と？」

『ハーフ』──それは『ザ・ワン』と人間の両方の特性を持つ、言わばあいの子のような存在。

『ザ・ワン』の能力を持ちながら『ザ・ワン』と同化しないで個を保つ、伝でん承しようにおいて『ダンピール』と呼ばれるそれは、吸きゆう血けつ鬼きを滅ほろぼせる唯ゆい一いつの存在だと語り伝えられているが──

　やれやれと頭を振る『サキ』。

「とにかく、考えすぎですよ。確か、鴨音木さま、おっしゃっていませんでしたか？　神名木さまの『オード』は最初から招いていると。だからあのとき、鴨音木さまは神名木さまではなく山やま本もとさまを私たちに差し出したのでしょう？」

「だからそれは、ほら、あたしたちをだますためにさ」

「……まぁ、本当のところは遺い伝でん子しを調べてみなければ分かりませんが……」

　肩を、すくめ、『サキ』は言った。

「どちらにせよ、だからなんなんです？

『ダンピール』は吸血鬼を倒せる、なんて、単なる言い伝えに過ぎません。確かに『ハーフ』は人間と吸血鬼の能力を併せ持つ恐ろしい存在になりえますが、それでも『ザ・ワン』を倒すほどの能力を持つまでにはいたりません。そもそも生物的な能力では、ネットワークが形成する存在である『ザ・ワン』は倒せないのですから」

「……」

「太陽に弱い、水に弱い、それは確かに『ザ・ワン』のハードに由ゆ来らいする弱点であり、十字架かに弱い、招かれなければ入れない、これも『ザ・ワン』の造ぞう物ぶつ主しゆさまがプログラムしたソフト的な弱点です。ですが、『ダンピール』に弱いというのはその由来の分からない、訳の分からない伝承でしかないんです。……だいたい、その『ハーフ』という存在が生まれえることを知るまえから、その伝承はあったのですよ？　そのことは知っているでしょう？」

「まぁ、ね」

　その由来の分からない、いつのまにか生まれていたその伝でん承しようと『ダンピール』という存在について調べるために、『ザ・ワン』は人間社会に姿を現わしたくさんの人間をとらえ『実験』を行ない、さまざまなかたちで『ハーフ』を生み出した（その過程で人狼等さまざまな怪かい物ぶつたちが生まれた）。その謎なぞを解く鍵かぎは遺い伝でん子しの多た様よう性せいにあると考え、自分だけでは限界があると感じると、遺伝子について調べるためにわざとアメリカに拿だ捕ほされヒトゲノム解かい析せきに協力しさえした。が、その結果、『ザ・ワン』が出した結論は、どのようなかたちであれ『ハーフ』に『ザ・ワン』を倒せるような能力が授かることは──少なくとも遺伝子的には──なく、おそらく『ダンピール』の伝承は、単にその存在そのものを指しているのだろうというものだった。

　つまり、『ザ・ワン細さい胞ぼう』を受け入れても吸きゆう血けつ鬼き化しないことそのものが『ダンピール』の秘密であり、伝承の語り伝えるものであり、『ダンピール』自体が何か特別な能力を持つわけではないのだ。

　吸血鬼に血を吸われても吸血鬼化しない存在がいる、という伝承が、いつのまにか、あたかも吸血鬼を倒せる存在がいる、とでもいうようにねじまがってしまったのだろう、そう『ザ・ワン』は結論付けている。

　確かに、人間と『ザ・ワン』の間に生まれたからというだけで、強大な『ザ・ワン』を倒せるほどの能力を持つようになるとは考えにくいが──

「……とにかく、『ダンピール』というのは『ザ・ワン遺伝子』にすら適応してしまう、生物の遺伝子の持つ多様性を表わした伝承でしかありません。吸血鬼を倒せる、なんてのは、どこかでねじまがり大げさになってしまっただけの事実無む根こんの言い伝えなんです。だから遼りよう子こさん、そんなに気にしないで、こだわらないでいてください」

「……」

　それでも納なつ得とくしていない顔の遼子に、『サキ』はため息をつき、そしてふと思う。なぜ遼子はこんなに『ハーフ』にこだわるのだろう。そして、どうして遼子の『オード』ネットは他の端末にくらべてつながりにくいのだろう。そもそもなぜ『ザ・ワン』は、三み輪わ方かた遼子という単なる高校生を『第二人格』に選んだのか？　自分や、『コア』になるまえの昇のぼるの父親はともかく、この町においては単なる高校生でしかなかった三輪方遼子を『第二人格』、それも《Ｉｔ》にかかわる重要なポストにつけているのはなぜか？　もちろんサキはそんな思し考こうを遼子に伝えることはないし、『ザ・ワン』に聞いて和を乱したりもしないが。

　見つめる視線に気づいたのだろう、遼子はかすかにほおを染め、そっぽを向き、言った。

「別に、エレナや『ハーフ』のことばかり考えていたわけじゃないわよ」

　送られてくる情報──

「海かい藤どう重しげ彦ひこと牧師さま、ですか？」

「ちょっと興味を引かれてね、調べてみたの。牧師さんのほうは、まぁ、過去に奥さんと子供をなくしてる、ぐらいしか目を引くものはなかったんだけど、この海藤って男のほうは、なかなかね。──ほら」

　たちまち頭に広がる情報。

　サキは息を吐いた。

「これは……過去三回、堂どう島じまコウと接触している？」

「それもどれも……なんだっけ？　全部《知恵の実》とかいうのが絡んでいる事件なのよ。まぁ、偶然としかいいようがないんだけどね。最初の事件ではこの男、運送屋をやっているけどそれを雇ったのは舞まい原ばる家だし、次の遊園地の事件では、事件が起きる二ヵ月前からすでにそこに勤めていたわけだし。そこも首になって縹はなだ組ぐみに身を寄せていたら、今度はその縹組が事件に巻き込まれちゃったわけで──とにかくいつも、事件より先にこの男がいる」

「──偶ぐう然ぜんだとすれば、ものすごい運うん勢せいの持ち主ですねぇ。まぁ、ありえないことではありませんが。どの事件もただ巻き込まれているだけのようですし」

「……そうね。でも、ただ……」

　二人の頭のなかによみがえる、昨夜昇のぼるが見せた武器の映像。

「これほどの武器、子供がどこからか持ってこられるもんじゃない。それも、こんな短期間のうちに『ザ・ワン』に気づかれることなく、だなんて。でも、じゃあだれがこんな武器を？」

「……この海かい藤どうという方が、持ち込んだ物だと？」

「何しろ彼がつい最近まで身を寄せていた縹組は、舞原家の武ぶ器き関係を扱っているからね。でも、この男、どうしてそんな武器を持ってこの土地にやってきたの？　情報統とう制せいは完かん璧べき、舞原家にすら気づかれていない──この男がこの土地で何が起きているか、なんて知るはずがないのに。これも偶然？　彼は偶然危あぶない武器を持ったままこの土地に迷い込んできたってわけ？」

「……」

『サキ』は『オード』を展開させ、遼りよう子この記き憶おくを共有する。遼子が海かい藤どう重しげ彦ひこを舞原家のエージェントか何かじゃないかと疑ったこと。だが舞原家もまた海藤について調べさせていることを知り驚いたこと。この男は過去に三度会社を興おこして失敗していること（最近の『海かい道どう運送』もあわせれば四度）。かつて縹組にいたらしいが、記録が残っておらず当時の縹組組くみ長ちようも亡くなっているためくわしいことが分からないこと──

『サキ』の口からため息が漏れる。

「……確かに、怪しい人ですね」

「そして危険な相手よ。下へ手たすればエレナたちよりも。この男が偶然この土地に来たっていうならともかく──」

　もしも、この海藤という男がなんらかの方法で堂島コウの事件が起きる場所を前もって知り、先回りしていたとするなら、そしてそれと同じ方法でこの土地に起きていることを知り、その危険性を知り、にもかかわらず自分の意志でやってきたというなら──

「まったくもう、どうしてこう、次から次に面めん倒どう事ごとが出てくるの？」

「世界征せい服ふくは難しい、ということですね」

「……本当に、『コア』もあなたもマイペースよねぇ……」

　ハァ、とため息をつき、遼りよう子こは首をかしげてサキにたずねる。

「それで？　そちらはいったい、何？　なんか用があったんじゃないの？」

「え？　ああ、そうでした。じつは、昨日あなたが脅おどかした三人のことで──」

「ああ、あの三人。見つかった？」

　──頭のなかに流れる思し念ねん。

　遼子は目を見開いた。

「……自殺、した？」

「はい。先ほど、公民館の地下室で首を吊つった三人の姿が発見されました。死亡時刻はおそらく夕べ──死体の状況を確かめますか」

「うわ、いらないいらない。……そう、自殺……」机に突つっ伏ぶす。「うわ。あたしのせい？　脅かしすぎた？」

「……」

「でも、目をつぶせって言ったぐらいで死ぬ？　どんな怪け我がでも『ザ・ワン』ならあとかたもなく治ち療りようできることぐらい、あいつらだって知ってただろうに」

「……ストレス下の人間はちょっとしたことで衝しよう動どう的に行動してしまうんでしょう。とにかく、用件はそれではありません」

「何？」

「死体の第一発見者は牧師さまですが、口くち止どめして事件のことは伏せさせています。三人が自殺したことは『レッド』たちには知られていません。それでですね──」言いにくそうに首を振り、言う。「今回の三人の死は、自殺ではなく、『ザ・ワン』による処しよ刑けい、ということにしようと思うんです」

「……ええ？　な、なんでよ？」

「この状況下での自殺は、あとを引く可能性がありますから──」

　たちまちサキの思念が『オード』に乗って展開し、遼子の頭に流れ込む。

　それは現在の和わ歌か丘おかの吸きゆう血けつ鬼きたちの『食糧』事情。

　舞まい原ばる家に気づかれないよう通常の生活を送るために、現在『ザ・ワン』は和歌丘の七割の人間を吸血鬼に変えている。そして、残りの三割のうち一割の人間は子供だったり『ブルー』だったりで血を吸うことがままならず、つまり吸血鬼たちは三・五人で一人の人間の血を分け合っていることになる──実際には、『第二人格』たちは気に入った人間を一人で独占したりしているので末まつ端たんの端末たちは四人で一人を分け合っており、いくら人間部分が残っているため少量で足りるとはいえ一人の人間からそれほどたくさん採ることはできず、増ぞう血けつ剤ざいを使っても足りず、末まつ端たんの端末たちは必ひつ要よう最小限の血しかもらえず常に飢えた状態にある。本来ならすでに日ひ炉ろ理り坂ざかに攻め込んでいて新たな『食糧』供給源げんを得ているはずなのだが、エレナのせいで足止めをくっているためにその確保がままならず、現在、吸きゆう血けつ鬼きたちの飢えは深刻になりつつあって──

「……たとえならず者でも、これ以上『食糧』たちに死なれるのはまずい、と」

　遼りよう子この言葉にうなずく『サキ』。

「そういうことです。たとえば、この三人が死んだだけで十二体の端末に供給する血液がなくなり、彼らに血液をいきわたらせるためさらにたくさんの端末に飢えを強要することになる。もちろん、その程度なら全体から見れば微び々びたるものですが、だからといってほうっておけば、これはいずれ深刻な事態になりかねません。……何しろいまだ人間部分の残るわれわれは、本能の制せい御ぎよが難しいですから。とくに飢えの本能は」

　かつて、飢えに襲おそわれた端末が『ブルー』のリーダー、昇のぼるに襲い掛かったことがあった。『コア』に昇を傷つけるなと厳げん命めいされていたにもかかわらず、飢えに耐え切れず。また、鴨かも音ね木ぎエレナが大事な友人に襲い掛かってしまったのも、本能的な飢えに逆らえなかったからだ。それほどに、制御できない部分がもたらす飢えはすさまじい。

　そして何よりも、『食糧』がなくなれば、当然『ザ・ワン』は死に絶える。

「……けっこうぎりぎり、なんだ」

「本来なら、もう日炉理坂に攻め入っているはずでしたからね。とりあえずいまは、必要のない端末を『休きゆう眠みん状態』にすることで対応していますが、なるべく早く新たな食糧を調ちよう達たつせねば、私たちはともかく『第三人格』たちが……

　とにかく、そういうわけですから、後あと追おい自殺などされてこれ以上『食糧』を減らされたくないんです」

「うん。分かった。……ああ、でも、印象悪わるいなぁ。……せっかく、水すい彩さいちゃんとなんかいい感じなのに」

「むしろ喜んでくれるかもしれませんよ？　『ブルー』の損にはなりませんし、逆に感謝されるかも」

「本当にそう思う？」

「……サキだっていやですよ。昇さまがようやく普通に話してくれるようになったのに、こんな……だいたい、もとはと言えばあなたが脅おどかしすぎたのが悪いんです」

「だって、考えてもみて？　もしも襲われたのが水彩じゃなくあなたの大事な昇さまだったらどうする？」

《それはもちろんきゃつらのイチモツを切り落とし腐るまでその口にくわえさせます》

「うわぁわざわざ『オード』使うな！」

　沈ちん黙もく。

　周囲を見渡し、『サキ』が入っている少女、そして携帯を使い日ひ炉ろ理り坂ざか各地に電話している少女たち（全員女の子なのは遼りよう子この趣味）をながめ、ふと思いつき、遼子はたずねる。

「……ところで、その第一発見者の牧師さんはどうしてる？」

「それが、思いのほか元気で、ショックを受けた様よう子すもなく、いまは──」

　遼子の視覚に入ってくる、和わ歌か丘おかは東、『レッド』のエリアにある和歌丘第一中学校の体育館のリアルタイムな映像。

　体育館のなか、前方に、壇だん上じようで聖せい書しよを片手に声を張り上げているブックマンの姿が見える。

《……何やっているの？　あれは》

《なんでも、『レッド』の人間を説得しようとしているようです。朝から一人一人たずねて歩き、さらにはみんなを集めてああして説せつ法ぼうしてますわ。牧師らしく、ね》

　遼子は周囲を見渡し、それなりの人数が集まっているのを確認した。

《大丈夫なの？》

《この時間に集まっているのは、ひまを持て余した『信者』がほとんどです。まともに話を聞いている者はいませんわ……ほら？》

　だれかが投げた卵が稲いな吹ぶきの本のような顔に当たり、割れる。

　それが引き金となって、次々に物体が宙を飛んでいく。トイレットペーパーがある。コンビニ弁当のトレイがある。腐った野菜、水を詰めた風船（コンドーム？）、前もって準備していたのだろう、明らかに体育館内には落ちていなさそうな物体が次々に稲吹目め指ざして飛んでいく。

　それでもめげずにマイクを取り、叫ぶ声──

「みなさん！　吸きゆう血けつ鬼きは倒せるんです！　ただみなさんが勇気を持てば──」

　だれかが投げた石がひたいに直ちよく撃げきし、流血して後ろに倒れる──

　見るに耐えず、遼子は映像を切った。

「……いつから、あんなことを？」

「いえ、今け朝さからです。大おお勢ぜいのまえでやるのはあれがはじめてですね。まず聖書のエピソードを引用し、そののちに『吸血鬼を倒す簡単な方法』について語る、というのがパターンです。が、いまのところ効果は見られません」

「……吸血鬼を倒す簡単な方法、ね」

　遼子はため息をつき、首を振る。

　確かに、何か特別な兵器を用いなくとも、人間はその気になればあっさりと吸血鬼を倒すことができる。

　少なくとも机き上じようでは。

　方法は簡単──ただ吸血鬼の恐怖と誘ゆう惑わくに屈せずに、十字架かを構えていればいい。それだけで、吸血鬼はもう血が吸えない。血が吸えなければ、招かれなければ他の土地にもいけず夜しか動けない『ザ・ワン』はもう滅ほろびるしかない。もちろん、『ザ・ワン』だってただ滅びるのを待ったりはしない。人狼を使い策さく略りやくを用い、恐怖と誘ゆう惑わくとあらゆる手段で人間を陥かん落らくさせようとする。だが、それでも神を信じ勇気と信仰を持ち続けていれば──つまり十字架かを手放さず吸きゆう血けつ鬼きを招いたりしなければ、吸血鬼はただもう滅ほろびるしかない。

　それこそが、『ザ・ワン』を作った造ぞう物ぶつ主しゆの意志にして、『ザ・ワン』の存在定てい義ぎなのだから。

　神を信じる者のまえではただ滅びていくだけの存在。

　ただ殺されるための存在──

「補給を断つのは戦せん略りやくの基本、か」ため息をつき、遼りよう子こは『サキ』を見る。「──いいの？　ほっといて。あの牧師が言っていることは正しいのよ？　一応」

「ええ。一応は。でもそれができないのが人間。だからこそ『ザ・ワン』はいまだに滅びず、人間はずぶずぶと滅んでいくんです。

　……それに、ブックマンについてはほっとくように、というのが『コア』の意志ですから」

「……」

「とにかく、あんな牧師の説得よりも、『食糧』たちのストレスによる自殺のほうがはるかに現実的な問題です。改心させるのは難しいですが殺すのは簡単なんですから。ですからこれからは、むやみやたらに『食糧』を怖がらせたりしないでくださいよ？」

「はいはい」

　では昼に──とサキの『オード』が離れていき、やがてサキに乗っ取られていた少女の瞳が焦点を取り戻す。

　少女は遼子を見ると、はにかんだ笑みを見せ、頭を下げ、自分の席に戻っていった。

　遼子はため息をつくと、中断していた仕事に戻る。

　微び妙みように、いやな感覚を覚えつつ。

（あの三人が、あの手のタイプが、まさか自殺するとは──）

　──補給を断つのは戦せん略りやくの基本──

（これは罪ざい悪あく感かん、なのだろうか。なんか、胸むな騒さわぎがする）

（何かを見落としているような──）







　　　午後十二時三十分







　和わ歌か丘おかでも一、二を争う高級ホテル『観鶴台ホワイトクレイン』のまえに立ち、三み鷹たか昇のぼると木きの下した水すい彩さいはどちらともなく視線を合わせた。

　しばらく互いに見つめ合い、そして進みだす。

　ほどなくしてホテルのエントランス、大きなガラス張りの回転扉とびらが回り、メイド姿の女性が飛び出してくる。

「ああ昇さま。わざわざいらっしゃらなくとも、サキがうかがいましたのに」

「ううん。ちょっと、話したいこともあって」

　昇はサキの向こうを見る。

「あゆむは？　いないよね」

「あゆむさまは、隣となり町まちのお友だちのおうちに『お呼ばれ』しています。呼びましょうか？　きっと喜びます」

「……ううん。サキと話したいんだ。二人だけで」

　そこで水彩が、口を開く。

「……あの、遼りよう子こさんは？　ここに？」

「ええ。部屋に──あの？」

　水彩はサキの言葉を最後まで聞かず、ホテルに向かって歩き出す。

　水彩を見送り、ええと、と息をつき、サキは昇に視線を戻す。

「……では、昇さま、昼食は？　よければ、このホテルは豪ごう華かな食材と腕のいいシェフの──」

　手を振ってみなまで言わせず昇は笑う。

「うん。いただくよ。でも、ホテルの料理はやだな。久しぶりにサキの手料理が食べたい」

「まぁ、うれしいことを」

「カニチャーハン、お願いしていい？」

「もちろんです！　では──」

「キッチンでいいよ。じゃあ、その間にその、メモってのを見せてくれる？」

「ええ。どうぞ」

　メモ──それは吸きゆう血けつ鬼きに従う人間たちの住所録と地図。

　ホテルの厨ちゆう房ぼう、下ごしらえ用の部屋に用意された簡かん素そなテーブルにつき、渡されたメモをながめて、昇は複雑な思いにかられる。まず、こんな大事なものをあっさりと渡してくれるサキと吸血鬼という存在について。そのメモの断片は『レッド』の女子たちから受け取っていたが、まさか全部を吸きゆう血けつ鬼きの手からもらえるとは思っていなかった。そして次に、その住所録と添てん付ぷの地図につけられたさまざまな『注ちゆう釈しやく』について。その下へ手たくそな手書きの文字に、そのメモの作成者がだれか思い当たって。

　そのメモによれば、吸血鬼に従いその血を捧げる人間たち──昇のぼるの『ブルー』に対して、いつしか『レッド』と呼ばれるようになっていた──は、大きく三つのタイプに分けられているらしい。

　まず、家族や友だちを人ひと質じちに取られ仕方なく『レッド』でいる者たち。

　ここに分類される者の多くは社会人であり、それなりの仕事と家族を持つ者が多い。彼らはある意い味み町の『歯車』であり、町の運行をとどめることなく舞まい原ばる家の目をごまかすために毎まい朝あさ仕事に出、毎まい夕ゆう自宅に戻ってくる。このタイプは『ブルー』の周囲にもたくさんいるため昇もよく知っている。多くの場合彼らの家族は吸血鬼となっており、彼らは人質に見張られ動きがとれず、『レッド』として吸血鬼に従っている。

　次に、吸血鬼を恐れるあまりに吸血鬼に従う者たち。

　このタイプには、とくに意志があるわけでもなく流されるままに『レッド』となった者たちも含まれる。ここには学生や老人等、あるいは係けい累るいを持たない者などが多く（じつはこのタイプにこそ『ブルー』となる者、なれる者が多いのだが）、そうした強い意志を持てぬ者、流されるしかない者たちは流されるままに『レッド』となり、吸血鬼に命じられるままマンションやアパートに移され共同生活を送り、おとずれてくる『ザ・ワン』に血を提供している。このタイプを『ザ・ワン』は『家鴨あひるタイプ』と分類しており、その共同生活には必ず『第二人格』と第三種に分類される人間を置き、彼らを見張らせ付き従わせているようで、なるほど、と昇は思う。このタイプもまた『ブルー』内部にそれなりに存在する。彼らは指導してくれる者がいて、その者がそれなりに力を示し続ければ、それに流されるままに言いなりになってあまり不満を抱かない。

　そして三種目は、吸血鬼あるいは彼らのもたらすライフスタイルにあこがれみずから『ザ・ワン』に従う『信者タイプ』の人間。

『ザ・ワン』は『信者タイプ』について、彼らは『歯車』や『家鴨』たちと違いまず裏切ることがないだろうと踏んでいる。実際、彼らは好んで悪あく魔ま的な服装をし、みずから吸血鬼に血液を差し出しなかにはその必要もないのに血を飲む者もいる。一昨日おととい『レッド』の女子を襲おそった（そして水すい彩さいをも襲った）三人もこのタイプであり、じつは彼らは『ザ・ワン』にとっても騒ぎの種でしかないのだが、『家鴨タイプ』を操あやつるのにはそれなりに役に立ち（そして『ブルー』に対するけん制にも使えるのだろう、と昇は思う）、また精神的なケアをする必要もあまりない、手のかからない『食糧』なので吸血鬼たちは事件を起こさない限り彼らを自由にさせている。そうした『信者』の何パーセントかは、『家鴨タイプ』を従わせるため彼らと共同生活させられているが、それ以外のほとんどの者は自宅で暮らし、吸血鬼の出現によりもはや遠えん慮りよのいらなくなった自分たちの趣味嗜し好こうの命じるままに身の回りを改かい造ぞうし、いずれ隠かくれている必要がなくなり自分の趣味を思うままにできる日を指折り数えて待ちつつ気ままな生活を送っている、らしい。

（……このタイプが、『ブルー』の一番の危険、だろうな）

　メモには、とくに『信者タイプ』についての警けい告こくがくわしく書き込まれていた。

　住所に示すだけでは足りずわざわざ地図に蛍けい光こうペンでしるしをつけ、いちいちどういう人間が住んでいるのか記してある。部屋一いち面めんに幼女ポルノの写真を貼はり付けている男、モデルガンやナイフ等危き険けんな武器を飾っている男、部屋のなかで犬やら猫やらをいじめて喜んでいる人間、儀ぎ式しきのように血を飲み、お菓子を持って部屋に引き込もうとしてくる人たち等、ｅｔｃ──

　このメモを作成した者は、吸きゆう血けつ鬼きから聞いた情報をもとにそうした『信者タイプ』の住所録を作成し、みずから彼らの住居を回って地図まで描いたのだろう。そしてそれを仲間に配り、ここには近づくな、と言い含めていたのだろう。

　そうだ、と昇のぼるは確信する。

　きっとこれを作ったのは、あの六年生、新しん堂どう一いち郎ろうだ。

　和わ歌か丘おか第二小学校の『チーム・レッド』のリーダーであり、現在吸血鬼に従う者たちに『レッド』の名を与えた、彼──新堂一郎がこれを作成したのだ。自分の仲間を守るために。そう思うたび、昇の胸は締め付けられる。新堂もまた、戦っていたのだ。自分の仲間を守ろうとして。道は違ってしまったけれど、それでも昇と同じように。その決断は理解できるような気がする。昇も一時期、それを思った。どうせ吸血鬼に勝てないのなら（そして吸血鬼のほうが人間よりも正しい善ぜんの存在であるのなら）、みんなが怖がり惑わないようみずから率そつ先せんして吸血鬼のもとに降くだるべきではないか、と。下へ手たに抵抗して悪あがきから犠ぎ牲せい者を出すよりも、速すみやかに投降する、それがリーダーとして取れる最さい善ぜんの決断なのではないか、と。

　昇はそれを選ばなかったが、

　新堂一郎はそれを選んだ。

　そのどちらが正しいか、まだ分からない。

　それはおそらく、生き残る、ということの定てい義ぎが決めるだろう──人間として生きるのか、吸血鬼として生き残るのか。どちらにせよ、すべては終わったあとに決まる。正しいほうが生き残るのではなく、生き残ったほうが正しかったということだから。

「お待たせしました！」

　ドアが開き、サキがお盆ぼんにお皿を載せて入ってくる。

　たちまち広がるカニの芳ほう香こうに、昇の顔が思わずほころぶ。それを見て、サキの顔にも笑顔が浮かぶ。

「久しぶり、ですね」

「……え？　ああ。うん。そうだね。久しぶりのサキのご飯だ」

「……いえ、……まあ、そう、そうですね」

　昇のぼるのまえに皿を置き、木製のレンゲを置き、反対側のテーブルに着くサキ。

　カニと卵を使っただけの、シンプルなチャーハン。

　カニはあんかけではなくご飯と一緒に炒いためられ、皿の上にきれいな半球によそおわれたそのうえにはさらにほぐされたカニの身がどんと豪ごう華かにのっている。カニチャーハンはサキが昇にはじめて作った料理で、そのときはただカニ缶を開けご飯と混ぜて炒めただけのしろものだった。かつて義は母はや親しん戚せきにいじめられていた昇は、父親が留る守すのときは食事がもらえぬことも多多あり、そうした昇を見かねたサキが見よう見まねでそれを作ってくれた。はじめてつくったそれはたいしておいしいものではなかったが、それでも二人は一緒にそれを食べ、一緒に料理を『研究』したりした。父が離婚し正式に三み鷹たか家けを継いだのちは食に困ることはなくなったが、それでも昇はときどきサキにせがんではカニチャーハンを作ってもらった。もちろん、いまのカニチャーハンは当時とは比べようもない。それでも昇は（きっとサキも）カニチャーハンを食べるたび、そのころのことを思い出す。あの味を思い出す。それはまだ妹がいなかったころの、二人だけの秘密の記き憶おく。だったはず。サキが『ザ・ワン』になって他の端末と記憶を共有するまでは。

　レンゲで盛られたカニを崩してまぶしつつ、昇はたずねる。

「……メモ、見たけど、いいの？　これ本当に、もらっていって」

　サキが微笑ほほえむ。

「ええ。もちろん。私たちのほうでも注意を呼びかけ目を光らせるつもりですが、やはり『ザ・ワン』で『ブルー』を守るのには限界があります。いちばん確実なのは、『ブルー』のみなさんが危険な場所に近づかないことなんです。『レッド』の人間が共同生活している場所や──」

「信者」

「──そう、『信者』の近くにはなるべく近寄らないこと。これにまさる自衛はありません」

「そうだね」

「私たちは、余よ計けいな犠ぎ牲せいを望んでいません。『ザ・ワン』は、決して『ブルー』のみなさんの、昇さまの敵ではないんです」

　サキの顔が悲しげにかげる。

「でもまぁ、この話はやめましょう。では、ええと──」

　昇はレンゲを置いた。

　サキを見つめ、たずねる。

「じゃあ、聞くね。あのね。サキに、聞きたいことがあるんだけど」

「なんです？　サキに答えられることなら、『ザ・ワン』のことでもなんでもなんなりと──」

「ぼくの、本当のお母さんは、どうなったの？」

「……それは……」沈ちん黙もく。

　思わず口をつぐんでしまったサキから目をそらし、レンゲをとり、昇のぼるは卵とカニのまぶされたご飯をすくった。

　一口食べ、飲み込み、そして何事もなかったかのようにたずねる。

「サキは、『ザ・ワン』──みんなと記き憶おくを共有しているんでしょ？　もちろん、父さんとも。だったら知っているんでしょ？　父さんと母さんに何があったの？　どうしてぼくのお母さんは父さんと別れて出て行ったの？　どうして母さんは、ぼくに手紙のひとつもくれないの？」

　返らぬ答えに、口のなかにチャーハンをかきこむ。

　かつて二人でいろいろ『研究』し、チャーハンはそうやって食べるのがおいしいのだと結論したものだ。チャーハンはむしろ下げ品ひんに、一気に食べるのがおいしいのだと。

　しばらくして、ようやく、サキの口が開く。

「ご主人さま──昇さまのお父さまと、お母さまは、行き違ってしまった、サキにはそれしか言えません」

「……」

「……別に、隠かくしているわけではないんです。ただ、サキにはそれを、誤ご解かいなく伝えることができません。どう伝えようと、言葉では……誤解を生んでしまうから」

「誤解？　父さんは、母さんに何かひどいことをしたの？　誤解されるようなことを？　だから二人は結婚しなかったの？　だから母さんは出て行ったの？」

　サキの顔が懇こん願がんの色を浮かべる。

「……これだけは、信じてください。あなたのお父さまは、本当にお母さまを愛していたんです。『ザ・ワン』になったサキはそのことを知っています。

　……ただ、愛しすぎて、行き違ってしまった」

「……」

「分かってください、昇さま。言葉では、伝えられません。だからこそ、ご主人さまは『ザ・ワン』になることを望んだんです。『ザ・ワン』になり、お母さまを見つけ出し、本当の気持ちを伝えるために。分かってもらうために。そう、お二人が『ザ・ワン』のように気持ちを伝え合うことさえできれば、こんなすれ違いは起こらなかった」

「……」

「二人のことについては、サキの口からは言えません。きっと誤解させてしまうから。ですが、昇さまが『ザ・ワン』になってくだされば、きっと分かっていただけると……」

「ぼくは『ザ・ワン』にはならない」

　沈ちん黙もく。

　昇はサキに笑いかける。

「あれ？　今日は聞かないの？　どうして『ザ・ワン』になるのがいやなのか。そんなに人間がいいのかどうか」

「……」

「ぼくは、知りたかったんだ。父さんはともかく、母さんは、ぼくが生まれてくるのを望んでいたのかどうか」

「それは……それは、もちろん」

「いいんだ。どちらにせよ、ぼくは生まれたんだから。私し生せい児じとして。でも三み鷹たか家けの嫡ちやく男なんとして。そして、人間として──そう生まれたからにはその意地がある。それだけだよ。

　だからぼくは人間の、三鷹昇のぼるのままでいる。

『ザ・ワン』には決してならない」

「……」

「……ぼくも聞いていい？　サキは人間に戻る気はないの？」

　目を丸くするサキに、笑ってたずねる。

「鴨かも音ね木ぎ家の、エレナさんから聞いたんだ。いまならまだ、人間に戻れるんでしょう？」

「……サキは、人間に戻る気はありません」

「『コア』に操あやつられているせいで、戻る気になることができない、じゃなく？」

　首を振るサキ。

　昇の瞳を見つめ、言う。

「昇さまたちは人間として生き残ることを大事と思われているようですが、サキは違います。

　サキにとって大事なのは、この、心。

　人間の身体からだに関係なく、この心──想いを誤ご解かいされることなく伝え、残し、つながりたい、サキにはそれが大事なんです。人間であることよりも、ずっと。

　そう、互いに心でつながりあえれば、昇さまのお父さまとお母さまのようなすれ違いも誤解もなくなる。昇さまが感じているような寂しさも、きっと癒いやしてあげられる──」

「……心、か」

　昇はチャーハンを、また一口だけ食べた。

　咀そ嚼しやくし、飲み込み、言う。

「……サキは、寂しかったの？」

「……」

「ぼくは、サキのことを家族だと思っていた。そのつもりだった。それでもやっぱり、サキは寂しかったの？　それは血のつながりがないから？　ぼくらの心は、つながっていなかったの？」

「それは、そうではなく、ただ、よりいっそう……」

「おいしいよ。このチャーハン。とっても」

「あ、ありがとうございます」

「いまでもぼく、覚えている。親しん戚せきの人に、そしてあゆむのお母さんにいじめられていたころ。サキはチャーハンを作ってくれた。そして言ってくれた。何があっても、ぼくを守ってくれるって。覚えている。うれしかった。ぼくは確かに思った。サキはぼくの家族だ、って」

「ええ。もちろん。その心は、いまだって」

「じゃあ、『コア』がぼくを殺そうとしたら、サキはボクを守って戦ってくれる？」

　一瞬うっと口ごもり、しかしすぐにサキは答える。多少狼ろう狽ばいの色を浮かべつつ。

「『コア』が──いいえ、『ザ・ワン』が昇のぼるさまを殺そうとする、なんてこと、決してありません。──ありえません！　そんな──」

　静せい寂じやく。

　昇は、微笑ほほえんだ。

　弱々しく。

　レンゲをスコップのようにして、皿に残ったカニチャーハンをかきこんでいく──

　皿をきれいに空からっぽにして、昇は手を合わせた。

「──ごちそうさま。おいしかったよ。とても」

「……どうも」

　口もとをナプキンでぬぐい、席を立つ。

「……最後にね、もう一度、食べたかったんだ。サキのチャーハン」

「最後だなんて、そんな……」

「あのね」

　首を振り、天井を見、そこにいない人を探す。

「さっき一緒に来た、木きの下したさん、まだあきらめていないみたいなんだ」

「え？」

「……木下さん、あの、三み輪わ方かた遼りよう子ことかいう人を説得して、人間に戻そうと思っているみたい。ううん。本気でそれができると考えているみたい。すごいよね。

　……だから、ぼくも、会おうと思ったんだ。サキに。きちんと会わなきゃいけないと思った」

「……」

「サキが人間に戻る気があるなら、ぼくは喜んで、手伝うよ」笑い、言う。「……でも、ぼくは、やっぱり、待っていることしかできないや」

「……」

「簡単すぎるかもしれないけれど、ごめんね、サキ」

　昇は言った。

「……ぼくは、あきらめることにする」

　沈ちん黙もく。

　静せい寂じやくのなか。

　昇はサキに背を向ける。

「昇のぼるさま……」

「じゃあ、ぼく、先に帰るから。木きの下したさんに、よろしく。

　……チャーハン、本当に、おいしかったよ。ありがとう」

　歩き出す。

　あとに続きかけ、立ち止まり、サキは声を絞しぼり出した。

「昇さま！」

「……」

「……サキは、人間に戻るつもりはありません。そして昇さまのことも、決してあきらめませんから！」

「……強いね、サキは」

　立ち止まり、しかし振り返らず、答えが返る。

「……でもぼくは、そんなに強くない。サキ。ぼくはもういっぱいいっぱいなんだ。

　だから、待っているだけにする。

　本当に、ごめんね、サキ……」

　再び歩き出し──

　やがて扉の閉まる音。

[image: ]

　サキはしばらく、閉じた扉をながめていた。

　胸に何かを渦うず巻まかせつつ。

　──ああ、あんなに傷ついた、あんな無力な昇のぼるさまの背中を、いままで見たことがあっただろうか？

（「じゃあ、『コア』がぼくを殺そうとしたら、サキはボクを守って戦ってくれる？」）

　そうだ。

　確かにあのころは、たとえ自分がどうなろうとも昇さまを守る、そう決めていた。決めていたはずだった。昇さまのためならなんでもすると、なんでもできる、きっと昇さまを守りきると──

（でも、いまは？）

　何かが胸をうずかせる。

　何か大事なものを失ったような、大事なものを穢けがされてしまったような、取り返しのつかない『何か』の感覚に──







　　　午後三時四十分







「これは、復ふく讐しゆうなのか？」男の声が言う。

「これは、復讐なの？」女の声がたずねる。「あたしたちが、あなたを寂しくさせたから？　これはその復讐なの？」

　だが、少女は何も答えない。言葉では、誤ご解かいを生んでしまうから。言葉にしてしまった瞬間、大事な何かが失われてしまうような気がするから。そして何よりもその大事な何かを失いたくないと思っているから──

「聞いて、遼りよう子こ」女の声が言う。「確かにあたしたちは、あなたに寂しい思いをさせていたかもしれない。でも心ではいつだって、あなたのことを気にかけていたのよ」

「そうだよ、遼子」男の声が言う。「おまえは、父さんたちにほっぽかれていたように感じていたかもしれない。だが父さんたちはいつだって、おまえのことを心配していた」

（……それは本当？）

「ああ、そうさ」

「ええ、そうよ」

　じゃあ、と少女は声を出す。じゃあ、父さん、母さん、それを証明してみせて。ひとつになれば、『ザ・ワン』になれば、その言葉が本当かうそだか分かる。あたしの心に伝わってくる。

（だから）

　父さん、母さん、お願いだから、

　あたしの牙キスを受け止めて──




（そのとき二人が見せた表情を、三み輪わ方かた遼りよう子こは忘れない。それが吸きゆう血けつ鬼きへの嫌けん悪おが作った表情にせよ、それとも《──》にせよ、三輪方遼子は忘れない。親から向けられたその表情を。きっと、一生、生きている限り──）




（……あれ？）

　ふと、目を開き、三輪方遼子は自分がまどろみ、夢を見ていたことに気づいた。

（夢なんて……久しぶりだな）

　たぶん、寝る寸すん前ぜんまで感じていた、サキの『オード』のせいに違いない。

　三み鷹たか昇のぼると何があったのか、サキはしばらくの間、自分の『感情』を放出していた。それは悲しみであり、怒りだった。喪そう失しつ感かんであり、穢けがされた絶望であり、乞こい焦こがれるものだった。そうしたものをすべて内ない包ほうした『何か』──その感情のあまりの強さに、その影えい響きようを受けたホテルの（遼子以外の）端末たちがしばらく行動不能に陥ったほど。それはある意味暴ぼう走そうに近い。いまだ残る人間部分が引き起こした脳のう内ない麻ま薬やくの暴走──これは注意しなければいけないな、と遼子は心にメモしておく。大事なときにまたこうやって暴走され行動不能に陥らされてはたまったものではない。

（あのサキの感情が、思い出させたに違いない。家族への、想いを）

　夢を──記き憶おくを、思い出す。

　ひとつになるということは、決してきれいなものだけを共有するということではない。

　人はだれしも心の奥に、醜みにくいものを隠かくし持つ。

　そしてひとつになるということは、それをもさらけ出すということ。そして、それさえも受け入れてもらえるということ。だが遼子の両親はそれを拒否し、遼子もそれ以上求めなかった。ただそれだけの、記憶。

　視線をめぐらす。

　そこはホテルの遼子に用意された部屋、そのベッドのうえで、傍かたわらには木きの下した水すい彩さいがすやすや寝ね息いきを立てている。昼ごろ昇とともにたずねてきたのだが、昨夜じゅうぶんな睡すい眠みんをとれていなかったらしく昼食後すぐに眠ってしまった。遼子の用意したパジャマを着て、吸血鬼の横ですやすや眠るその無む邪じや気きなさまがかわいくて（この子は本当に、あたしをなんだと思っているのだろう）、ついつい遼りよう子こも添そい寝ねして、そのまま眠ってしまったらしい。

　頭に響ひびく『念ねん話わ』の声。

《遼子さん？　起きましたか？　遼子さん？》

《……ええ。サキさん。どうしたの？》

《……ちょっと、こちらに来ていただけますか？》

《分かった》

　水すい彩さいを起こさないようそっと、ベッドから出る。身につけているのは下着とシャツだけ。いつもは日ひ炉ろ理り坂ざか高校の制服を着用しているのだが、着替えるのが面めん倒どうくさく、ローブをまとって部屋から出る。

　廊下に待つ、サキの姿。

　そのメイド姿は、いつもとまったく変わらない。

「どうしたの？」

　声と同時に、遼子はサキに『オード』を送る。

《サキさん。もう大丈夫？》

　サキは微笑ほほえんだ。

《心配かけてすみません。サキはもう、大丈夫です》『オード』が声に切り替わる。「それより、ちょっと」

「なに？」

「──また、死体が発見されました」

「！」

　まぶたの裏に浮かび上がる、血まみれの部屋の映像。

　まず目に入るはベッドの上に寝ている男。そのかたわらにはベッドを背もたれにして座っている太った男。男はのどを切り裂かれ、そのさまは真っ赤な前掛けをしている幼児に見えなくもない。ベッドの上の男もその身体からだを朱あけに染め、絶ぜつ命めいしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　ベッドの上にいくつもできた、血の塊かたまりが生々しい。

　やがて映像が、現場の端末のライブのものに切り替わる。

　たちまち五感が伝える情報──いまだ残る人間部分が感じ取る、すさまじい臭しゆう気きとゆだったような空気の感かん触しよく。

　吐き気を覚え、遼子は視し覚かく以外の感覚をブロックした。

「……いったい、何があったの？」

「殺人です。周辺に住む『レッド』から異い臭しゆうがするとの通報があり、調べたところ、死体が発見されました。

　死んでいるのは、この近辺に住む『信者』たち二人。

　死亡時刻はおそらく昨夜、端末たちが『食事』を終えた直後かと。

　凶きよう器きは、部屋にあった包ほう丁ちよう二本。そして……

　凶器から、昨夜自殺したあの三人の指し紋もんが検出されました」

「ええ？」

「これは、周辺の『レッド』から得た情報なのですが──」

　たちまち頭のなかに情報が浮かぶ。この部屋の持ち主が、いわゆるロリコンであったこと（壁いっぱいにその手の写真を貼はっている視覚映像が映し出される。そこには『レッド』の女子たちの隠かくし撮りもある）。一昨日おとといの事件のせいで『レッド』の女子小中学生たちが大量にいなくなったことで、この部屋の持ち主とあの三人が衝しよう突とつしていたらしいこと。そして昨夜、この部屋で何か騒ぎがあったらしいこと──

「どうしてそのとき連絡がなかったの？」

「まぁ、『信者』は同じ『レッド』にも嫌われていますし、かかわりあいになりたくなかったんでしょう。とにかく、状況から推測するに、あの三人は昨夜あなたに脅おどされたあと、この部屋の持ち主と争いになって、つい──

　もう一人は、単に巻き込まれたのでしょうか。とにかく、二人を殺してしまい、何しろ『ブルー』を脅しただけであれほどあなたを怒らせたのに仲間を殺してしまっては、と三人は恐怖に駆られ」

「自殺した、と。……一応筋すじは通る、かな」ううん、と考え込む。「……他の犯人の可能性は？」

「というと？」

「いや、別に何かあるってわけじゃないけど、たとえば『ブルー』とか、『レッド』のだれかがこれさいわいと、三人の仕し業わざに見せかけたとかいう可能性は？」

「なんのために？」

「……」

「とりあえず、『ブルー』の可能性はありません。『ブルー』は、この近きん辺ぺんで見かけたらすぐに連絡がありますし、何より殺された『信者』は部屋にこもるタイプ、『ブルー』が彼の存在を知っていたとは思えませんし」

「抜け出ていった女の子たちは？」

「彼女たちなら、一いち郎ろうさんのメモで彼の存在を知っていたかもしれませんが、だからって、危険な性せい癖へきを持つというだけで殺しますか？　子供が大人おとなを？　それも夜の遅くに、逃げ出してきた場所にわざわざ戻って？　しかもそのあと三人を殺し自殺に見せかけた？」

「……」

「もちろん、他の『レッド』が殺してあの三人の仕業に見せかけた、という可能性は捨て切れませんが、今の状況では、やはりあの三人の可能性が一番高い」

「まぁ、ね」

「どちらにせよ、いま問題にすべきは犯人はだれかということよりも、この事件が『レッド』に与える影えい響きようと、『食糧』がまた減ったという事実でしょう」

　これで五人、つまり約二十体分の端末の『食糧』が失われたことになる。全体から見ればまだ微び々びたるものだが、一日に二十人分と考えると──

「補給を断つのは戦せん略りやくの基本、か」ため息をつき、遼りよう子こはサキに視線を送る。「どうする？　いっそ町の外に『狩り』に出る？　何も日ひ炉ろ理り坂ざかだけが外ってわけじゃないし」

「それも視野に入れて、『コア』と相談してみましょう。とにかく、肝かん心じんなのはこれ以上『食糧』を減らさないこと。これ以上の損失は、『レッド』はもちろん『第三人格』たちにも動どう揺ようを引き起こしかねませんから」

「……分かったわ」

『オード』の触しよく手しゆを伸ばして現場の状況を確認しつつ、遼子は唇を嚙かむ。

　まさか、自分があの三人を脅おどしたことが、ここまでの大事になるとは。

（でも、まさか、あの三人がこんな──）

　人間を追い詰めてはいけない、ということか。

　ふと思いつき、遼子は『オード』を伸ばして『ブックマン』、稲いな吹ぶき牧師を探した。

「牧師は？」

「牧師さまなら現在、大おお場ば町の文化ホールの玄げん関かん口ぐちで演説をなさっておいでですが」

「彼が、あの三人の第一発見者なのよね？」

「ええ」

「あの三人の様よう子すについて、何か言っていなかった？　ううん。いいわ。あとであたしが自分で聞くことにする」

　遼子は『オード』を文化ホール付近の端末へと伸ばし、片手に聖せい書しよを持って集まっている人人に説せつ法ぼうしている牧師の姿を確認する。ちょうど聴ちよう衆しゆうに「神がいるならいったいどこで何をしているんだ！」と詰め寄られて四し苦く八はつ苦くしているところで、その間ま抜ぬけな様よう子すに遼子は思わずため息をつく。

　どうも、こののんびりした人物と、木きの下した水すい彩さいに「善ぜんも悪あくも関係ない、これは生せい存ぞん競争だ」なんてのたまった男が同どう一いつ人物だとは思えない。

　あるいはそれは水彩の記き憶おく違いで、その言葉を口にしたのは本当は海かい藤どう重しげ彦ひこだったのかもしれないが──

　──と。

「うわ？」「──きゃ？」

　突とつ如じよ脳のう裏りを走った衝しよう撃げきに、遼子とサキは頭を押さえて同時にうめいた。

「な、何？」

　全身を震わせる、すさまじい『オード』の波動。

『コア』が発する波動に似ている、しかしどこか異い質しつな気配。まるで暴ぼう走そうしてめったやたらに『オード』を伸ばしているかのような、全身の細さい胞ぼうがその釣つり針ばりに引っ掛けられ引き寄せられていくような、強ごう引いんな力の波動──

「──これは、エレナ？」

（完全体に、なったの？）

　窓を見る。夏の夕刻はまだ明るく、とても『ザ・ワン』の完全体が活動できる状態ではない。『ザ・ワン細さい胞ぼう』が不活性化している時間帯たいにエレナが完全体になることはない。

　では、これは──

「遼りよう子こさん、どうです？」

「……だめ。下へ手たに『オード』を伸ばしたら引き込まれそう」

　二人は状況を確かめるのをあきらめ、強烈な『オード』の波動をブロックしつつ、小こ走ばしりに走り出した。波動の中心に向かって。

　これがなんであるにしろ、

　おそらくそこに、エレナがいる。







　　　午後四時五分







「……エレナ？　大丈夫？　エレナ？」

「……ん、ああ……なんとか」

　震える全身を必死に抑え、鴨かも音ね木ぎエレナは微笑ほほえんだ。

　膝ひざ枕まくらをしてこちらを見てくる神かん名な木ぎ唯ゆいに、笑いかけ、言う。

「……すぐに、やつらは集まってくる」

「うん」

「ごめんな、唯。あいつらのプレッシャー、きついかもしれんけど、がんばって……はは、うち、がんばってしか言えん……」

「大丈夫。がんばるから。あたしも、……サクラちゃんも、山やま本もとさんも。みんながんばるから、心配しないで──」




　どんどん、と叩たたかれるドア。




　思わずびくっと身体からだを震わせ、神かん名な木ぎ唯ゆいはドアを見る。殴おう打だにドアは振動し、ドアノブが上下にがしゃがしゃ揺れる。キーチェーンが踊りだす。集まってくる、吸きゆう血けつ鬼きたちの、わしゃわしゃという虫の蠢うごめきのようなざわめきの声に唯は思わず視線をそらす。

　あのドアがどれほど厚くても、破られるのは時間の問題だろう。

　多少顔かおを青ざめさせながらも、動じることなく、唯はひざにのせたエレナの頭をやさしく撫なでた。

「あたしたちは、いつでも一緒だからね。エレナ」

「ん」

　エレナの手が、伸びる。

　その手をそっと、でも強く握る唯。

　握り返してくる、力──

（エレナ。あたしの一番の友だち）

（いつも一緒にいてくれた、あたしの生命を救ってくれた、大事な大事な、友だち──）

　ドアのほうから、すさまじい金属音が聞こえてくる。

　一打ごとに寿じゆ命みようを縮めるかのごとく、唯の全身に響ひびいて規則正しく打ち鳴らされるその音は、おそらくハンマーがドアノブに振り下ろされている音。

　やがてガシャンという音がして、風が動く。

　玄関から風が吹き込み、窓まど枠わくのところでカーテンが揺れる。カーテンが揺れて薄うす暗ぐらい部屋に光が踊る。大気中の塵ちりを照らして。

　他ひ人と事ごとのように考える唯。

（まだ、チェーンが残ってる）

　視界の隅すみに光が入ったが、唯は動じることなくただただエレナの瞳を見つめている。

　やがて、エレナは目を閉じた。

　独り言のように、言う。

「……キィ、ワァ、ドは、……『雨が降る』……」

「……雨が、降る……」繰り返す唯──




「……エレナ？」




　穏おだやかな、寝ね息いきの音。

　唯はエレナの髪をやさしく撫なでた。

　柔らかい猫ねこ毛げに指を絡ませつつ、ささやく。

「おやすみ、エレナ」そして、つぶやく。

　……あのね、エレナ。

　あたし、ときどきなんとなく、エレナの心が読めるんだ。エレナの血をもらったおかげかな、ときどきエレナの心が、イメージになって見えるの。だからあたし、知ってるの。エレナが何をする気なのか。

　でもそんなこと、あたしがさせない。

　あたしは絶対、エレナを守る。そのために戦う。最後まで。たとえそれが、

　──人を滅ほろぼすことになっても。

「……あたしがエレナを、守るから」

　あたしの友だち、いいや、大事なあたしの、半身──

　ガスッという鈍い音がして。

　風がおき、部屋の空気が大きく動き、

　光が奔ほん流りゆうとなって差し込んでくる──







　　　午後四時八分







　鍵かぎを壊しチェーンをニッパーで切断すると、三み輪わ方かた遼りよう子こはドアを開き、部屋のなかへと踏み込んだ。

　玄関からの光に、薄うす暗ぐらかった部屋のなかが白はく日じつのもとにさらされる。

　まず目に入るのは台所。

　その向こうに部屋があり、

　横たわった鴨かも音ね木ぎエレナとその頭をひざにのせている神かん名な木ぎ唯ゆいの姿が見える。

　目を閉じたエレナの顔は憔しよう悴すいしきり、死人のようで、遼子は憐れん憫びんと、そして喜びに身体からだ中を震わせる。

（ついに、ついに見つけた……いや、勝った！）

（あたしたちはエレナに、勝った！）

　唯を見下ろし、高らかに告げる。

「あたしたちの、勝ちね」

　口を閉ざしたまま、エレナの髪をとかし続ける唯ゆい。

　動じていないその態度に少しくむっとしながらも、遼りよう子この胸は喜びに、跳ね回る。ついに、エレナを見つけた。サクラを取り戻すことができた。これでいよいよ世界は──

「！」

　ずかずかと部屋に入り込む。

　部屋を見回し、カーテンを開けて光を呼び込むと、遼子は押入れを開ける。視線をめぐらし、タンスを開き、浴室とトイレのドアを開く。玄関から何事かとこちらをのぞきこんでいる吸血鬼たちのまえで、唯の髪の毛をつかみ、無理やり立ち上がらせて言う。

「……サクラは、どこ？」

　小さく、しかしはっきりと答える声。

「さぁ」

　遼子は金かな切きり声ごえを上げた。

「ふざけるな！　サクラはどこよ！　出しなさいよ！　悪あがきは──」

　首を振り笑う唯。

「だから、どうしてあたしが知っていると思うんですか？　知っていても教えないけど、もし知っていたら、吸血鬼にされたとき居い場所を教えてしまうことになるのに」

「……！」

　遼子は唯を突き飛ばすと、もう一度部屋を見回した。

　やはりサクラの姿も、あの山やま本もと美み里さとという子の姿もない。

　どこにも隠かくれられそうな場所もない。

「……う、うそよ」きっとなって唯を見る。「あなたたちと──エレナと一緒にいるはずよ！　そうじゃなきゃ──」

　うなずく唯。

「確かに昨日までは、一緒にいました。でも今日は……」

　畳たたみのうえにぐったり倒れたエレナをあごで指す。

「……エレナがもうすぐ、やばいかもしれないから、別々に、別れました」

「──別れ、た？」

　遼子の目が、大きく開く。

　遼子に襟えりもとをつかまれ、引き上げられ、背の低い唯はかかとを浮かして半立ちになる。

　遼子は唯をにらみ、言った。

「……ふざけないでよ。言っておくけどね、あなたたちがこれまで隠れていられたのは、エレナの能力があったからよ。別れたらもう、『ザ・ワン』から隠れられるもんか。すぐに見つかる。見つけられる。あなたたちだって、それぐらいのこと分かっているはず──

　──エレナと別々になるなんてこと、できるもんか！」

　唯ゆいは、微笑ほほえんだ。

　手を伸ばし、たじろいだ遼りよう子この頭をやさしく撫なでて、自分のほうに引き寄せる。かかとを浮かせ、背せ伸のびして、その耳に口を近づけ、ささやくように言う。

「──怖い、ですか？」

「！」

「いままでは、エレナが『ザ・ワン』化すればサクラが手に入る、と思っていたんでしょう？　安心していたんでしょう？　でもこれからは違います。あの二人は自分たちの意志で、自分たちの力で隠かくれている。こうなったらもう、あなたたちが見つけなければ見つからない──」

「だまれ！」

　遼子は唯を突き飛ばした。

　畳たたみに倒れこんだ唯を見下ろし、にらみつけ、叫ぶように言い放つ。

「エレナの助けがないいま、たかが人間二人が隠れ続けていられるもんか！　時間を無む駄だにしているだけ！　すぐに見つかる！　すぐに見つけられるわよ！」

　同時に響ひびく『オード』の号令──





《全員、サクラと山やま本もとを探せ！》






　たちまち散らばっていく吸きゆう血けつ鬼きの端末たち。

　何人かが部屋のなかへと入り、扉という扉を開け、畳を引っぺがしはじめるなか、遼子の後ろに控えていたサキはやさしく唯の身体からだを助け起こして、たずねた。

「……鴨かも音ね木ぎさまと別れて、本当に、人間でしかないあの二人が隠れ続けられると思うのですか？」

「人間でしかない？」

　唯は、笑った。

　笑顔を見せ、サキから身体を離し、這はうようにしてエレナのもとに向かう。

　エレナをやさしく抱きしめて、サキ、そして遼子を見つめ、口を開く。

「……さっき、言いましたね。あなたたちの勝ちだと。

　でも、何に勝ったって言うんですか？

　エレナだけに勝ったって、それでは何も変わらない。『ザ・ワン』は結けつ局きよく一人だけでも、人間はエレナ一人じゃない。あなたたちが戦っているのはエレナだけじゃない。あたしがいて、山本さんがいて、サクラちゃんがいて、戦うすべての人間が全員あなたたちの敵なのに、エレナだけに勝って何を誇ろうというんです？　──そのエレナだって、まだ負けていないのに」

「……」

「山本さんも、サクラちゃんも、きっと最後までかんばって、戦ってくれる。そして他の人たちも──それが、あなたがたの言う人間でしかない存在です」

「戦うって、何ができるって言うのよ！　人間程てい度どに！」

「サクラちゃんと山やま本もとさんなら、隠かくれること。あたしは、エレナと一緒にいること──

　そして忘れないほうがいいですよ。『ザ・ワン』が二千年なら、人間は──その文明はもう一万年、この地上に存在し、万ばん物ぶつの頂点に立ってきたんですから。しかもその歴史は、戦争によって紡つむがれている」

　唯ゆいの言葉の伴ばん奏そうのように、周囲から聞こえてくる、アパート中を引っ搔かき回す音。

　それは、このアパートのどこにもサクラの姿が見えないことを示す音でもある。

　このアパートに、サクラはいない──

「……あ、あんたは……」

　途と切ぎれがちになる遼りよう子この声に、唯は笑い、言った。

「人間を、甘く見ないほうがいいですよ。生物的な力はともかく、戦い方という点で、人間に優る生物はいないんですから」

「──だまれ！」

　遼子は唯を引きずり立たせた。

　唯の顔に自分の顔を近づけて、ねめつける。

「あんた、何なに様さまのつもりか知らないけれど、笑わせるわ。何が一万年よ。何が万物の頂点よ。戦い方という点？　戦い方だろうがなんだろうが、人間ごときが『ザ・ワン』の相手になるもんか！　そんなハッタリ怖がるもんか！」

「……」

「いいわ、見てなさい。どうせ、エレナの邪じや魔まがなくなった以上、すぐに見つかる。ただの人間に、単なるお嬢じようさまと高校生に、『ザ・ワン』から隠れ続けることなんてできっこないんだから──

　すぐに見つけてみせるわよ！」

　端末たちが命令を受け、唯とエレナを抱えあげる。

「ホテルで待ってなさい。すぐに、二人を捕まえてみせるから！」




　　　　◆




　唯と、半なかば仮か死し状態と化したエレナが運ばれたのち、遼子はそのアパートを、人狼まで動員して徹てつ底てい的に調べた。

　が、山本美み里さとと舞まい原ばるサクラの姿はおろか、彼女らがそこにいたという痕こん跡せきすら発見できなかった。

　動き回る端末たちを見つめつつ、つぶやくサキ。

「……おそらく、鴨かも音ね木ぎさまと神かん名な木ぎさまは、自分たちをおとりにしたのでしょうね。あのときの波動は、あたしたちにわざと見つかるためのもの──ここでわざと、あの二人は見つかった。サクラさまたちは最初からここにはおらず、別の場所で──」

「見つけるわ」つっけんどんに答える遼りよう子こ。「エレナの邪じや魔まがないんだもん。楽らく勝しようよ。人間なんだし、人間は食べて寝なきゃいけないんだから、隠かくれっぱなしなんてできっこない」

　だがもしも、見つけることができなかったら──

「見つけるわよ」繰り返し。

　遼子は歩き出す。

　サキの『オード』が、追って来る──

《私たちは本当に、甘かったのかもしれませんね》

「……」

《堂どう島じまコウでも舞まい原ばる家でもなく、人間──『ザ・ワン』はまず、人間と戦うことを考えなければならなかったのかもしれません。

　そう、堂島コウでも舞原家でもなく、この町の、人間たちと》

　遼子は答えなかった。




　　　　◆




　結局その日は、舞原サクラも山やま本もと美み里さとも見つからなかった。二十四時間態たい勢せいで町中に網あみを張ったにもかかわらず、サクラと美里は煙のように消え、『ザ・ワン』のネットにも人狼の嗅きゆう覚かくにも、その行方ゆくえは杳ようとして分からなかった。それはすなわち。

　舞原サクラがいつ見つかるか、手に入るか、分からなくなったことを示していた。







　　　──未明──







　夜の帳とばりが完全に降り、周囲は暗くら闇やみに包まれている。

　明かりとなるのは、月の光だけ。

　心こころ細ぼそさに、山やま本もと美み里さとは泣きそうになる。物音がするたび身体からだを震わせ、夜の大気に敏びん感かんに、ただただ見えない眼めを光らせる。

　──ここは、森のなか。

　和わ歌か丘おかから日ひ炉ろ理り坂ざかへと向かう防ぼう壁へきのような山すその、人じん跡せき未み踏とうの奥深く──

（確かに、吸きゆう血けつ鬼きでもだれでも、こんな森のなかを高校生が、それも舞まい原ばる家のお姫さまが野の宿じゆくしているとは思わないだろう）

（でも、こんなところでやっていけるの？　あたしたち、こんなところでやっていけるの？）

　それも、最低でもあと四日、もしかしたらそれ以上──

（いったいいつ、雨は降るの？）

（天気予報じゃぜんっぜんそんな気配ないのに！）

　絶望に、心細さに泣きそうになる。いいや、ひとりだったらとっくに泣いていただろう。泣き喚わめき、叫んで死んでいたかもしれない。でもそれを美里にさせないのは、隣となりから聞こえてくるすやすやという寝ね息いき。こんな不ぶ気き味みな森のなかを、ただ毛布をかぶっただけでぐっすり眠ってしまっている少女の存在が、美里の心がくじけていくのをくいとめている。

　そうだ、サクラを、守らなきゃ。

（エレナも必死に戦っている。自分を『ザ・ワン』に変えようとする力と抗あらがうために、残ったすべての力を使って仮か死し状態になることで。唯ゆいだって戦っている。『ザ・ワン』化をとめるため仮死状態になったエレナを守るために、吸血鬼たち相手に。だからあたしもがんばらなきゃ。がんばって、エレナの代わりにサクラを守らなきゃ）

　あたしだって、戦うんだ──

　だが、ここで、こんなところでいったいどうすればいい？　持ってきた食糧は、いつまでもつ？　それ以降はどうする？　ここには危険な動物はいないのか？　町まち境ざかいを守り森のなかを見張っているという、人狼とかいう怪かい物ぶつに見つかってしまったら？　見つかることを考えると、火を使うことさえできない。いや、そもそも使い方を知らないけれど。それに。

（おトイレは？）

（シャワーは？）

（……水は？）

　泣きたくなるのを、くじけそうになるのを必死でこらえ、リュックのなか、筆ひつ記き用具を探しはじめる。問題点を箇か条じよう書がきにしようと思って──だが月の光しかない森のなかではよく見えず、それがさらにくじける心に拍はく車しやをかける。横から聞こえる天国の音ね色いろのような寝ね息いきを聞いて、なんだか腹が立ってくる。よくもこんなところで眠れるもんだ。起こしてやりたいがそれも怖い。起きたあと、お嬢じようさまのサクラがこんなところはいやだと言いはじめたらいったいあたしはどうしたらいい？

「！」

　寝息がとまった。

　緊きん張ちようして見守るなか、サクラがゆっくり起き上がる。毛布をはねのけ、うん、と伸びして、隣となりに座った美み里さとの姿にふにゃんと相そう好ごうを崩す。

「山やま本もとさん、おはよ！」

「お、おはよ、ってまだ夜だけど」

　サクラは周囲を見回し、ああそうか、とうなずいた。

「あたしたち、森にいるんだっけ」

「そう」いるんだっけ、って……

「森に隠かくれていればいいんだよね！」

「うん、……そう」

「……でも、それってどれくらい？」

　恐れていた質問に、不安定だった美里の心はついに、支えを失い決けつ壊かいした。

　涙るい腺せんがそのせきを切り、眼がん窩かに涙をあふれさせつつサクラにしがみついていく。

　泣きじゃくりながら言う。

「ご、ごめんね、サクラ、本当に、ごめん」

「山本さん？」

「わ、分からないの。でもお願い、がまんして、みんな、みんながんばってるの、だからお願い、がまんして──」

「あ、あたしはただ、どれくらいいるのか聞きたかっただけだよう──」

　困ったように頭をかくサクラ。

　嗚お咽えつを上げる美里の肩をつかみ、身体からだをはなし、穏おだやかに、その顔を見つめて言う。

「あのね、あたし、ただ心こころ構がまえを聞きたかったの。どれくらいいるのかなって」

「……」

「三日？　一週間？　半年？　一年以上？」

「……さ、さぁ……」サクラの言葉に美里の涙が思わず止まる。「さ、さすがに、一年はないと思うけど……」

「ん。まぁでも、長なが丁ちよう場ばを覚かく悟ごしようね。あたしがんばるから、山本さんもがんばろうね！」

「……え？　ああ、うん。それは……」

「いろいろ言うかもしれないけれど、ちゃんと言うこと聞いてね。あたしのほうが、なんていうのかな、お姉さんだと思うから。あたし実際、お姉さんだし」

「……え？」

「んーと。じゃあ、まずは、これ！」

　サクラの顔がにんまりとして、……それは美み里さとがよく知っている、サクラが何かとんでもないいたずらを考え付いたときの顔で、泣くのも忘れてこれはやばいと思った次の瞬しゆん間かん美里は冷たい地面にひっくり返り、サクラに押し倒されている。何が起こったのか理解する間にサクラの身体からだにのしかかられて、四し肢しの自由を奪われて──




「──ちょっ、まっ、わぁ？───────────　！！！！！（ごくんっ）！！！？」




　山すその森の奥深く。

　サクラに押し倒されたまま、美里ののどから上がった悲鳴は唇から出ることもなく、そのまま飲み込まれていった。
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[image: 幕間『眠れる少女』]







　　　　◆




　廊下に張られた豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんのうえを、少女は軽やかに歩く。

　廊下のところどころに、人が倒れているのが見える。うつ伏せになり、あおむけになり、折り重なる者もいて、それぞれ思い思いの格かつ好こうをして、眠っている。少女のすぐ足もとにはボーイの格好をした少年がその手に着替えの入った紙かみ袋ぶくろを持ったまま倒れ眠り込んでいる。その姿に少女は笑い、

（眠れるスリーピ森のングピユ美女ーテイー、か）

　紙袋を取り上げて、また歩き出す。

　たちまち全身を襲おそう、さらに強くなる眠りの衝しよう動どう。

　少女は自分の脳──人格を保つ神経中ちゆう枢すう──に手を加えて眠りを誘う反応を無視するよう神経に迂う回かい路ろを設置、さらに覚かく醒せい物質の放出をはじめる。それで全身を襲う眠気、倦けん怠たい感かんは消える。もっとも、全身の『ザ・ワン細さい胞ぼう』が眠りたがっているのは変わらないが。あまり長なが居いはしないほうがいい、と少女は脳内で時間のカウントをはじめる。この力は予想以上に強い。抵抗できないことはないが、それでも予想以上に強い。

（……なるほど、この力を使って、エレナは変化に抗あらがい眠り続けているわけだ）

　おもしろさが、こみ上げる。

　笑い声が漏れそうになるのを必死で抑えると、少女は目のまえ、ＶＩＰルームの扉のドアを叩たたいた。

「入ってもいい？」

　しばらくして聞こえた答え──ちょっと驚いたような声──に、少女は思わず微笑ほほえむ。

　無意識に、招かれるまで待ってしまっていたようだ。

　この場所はもうその必要はないのだが、長年の習慣はそう簡単には消えないらしい。

　まぁ礼れい儀ぎでもあるし。

　くすくすと笑うと、少コ女アは、神かん名な木ぎ唯ゆいと鴨かも音ね木ぎエレナが眠る部屋へと入っていった。




　　　　◆




「もう寝るところ？」

「……ええ。はい」うなずくと。

　神名木唯は目のまえに現われた少女──舞まい原ばる咲さ杳くらの姿をしている──をじっと見つめた。

　しばらくして、少女に言う。

「……あなたは、『コア』ですか？」

「当たり」サクラの姿をした少女が紙かみ袋ぶくろを置いて、うなずく。「はじめまして、唯ゆいちゃん。唯ちゃんって呼んでもいい？」

「……サクラちゃん、そっくり……」

「でもなんとなく分かるでしょ？　サクラじゃないって。まだサクラとつながれてないから、見かけだけなのよね。でもまぁ、カメラの向こうの舞まい原ばる家やハナちゃんをごまかすにはこれでもじゅうぶんだし」

　沈ちん黙もく。

　たずねる唯ゆい。

「……あなたは、平気なんですか？」

「これのこと？」少女は周囲を見渡し、笑う。「何しろわたしは『コア』だし？　でも、すごい『オード』ね。これじゃ確かに、『第二人格』程度じゃ近づけない。触れただけでこの『オード』に支配され、眠っちゃう。

　この『オード』で、エレナは自分を眠らせているわけだ……

　でもそれはなぜ？」

　答えない唯。

『コア』は笑い、豪ごう奢しやなペルシャ絨じゆう毯たん（中心部に大きな模も様よう、四よ隅すみに同じ模様を持つメダリオン・コーナー・デザインと呼ばれるタイプで時じ価か約五百万円）のうえに横たわったエレナの隣となりに女おんな座ずわりに腰を下ろし、反対側に座っている唯を見つめた。

　唇を舐なめ、開く。

「あなたにも、エレナにも分かっているんでしょ？　もう、エレナはもとには戻れない。たとえわたしのネットから離れても、もう人間には擬ぎ態たいできない。そしてたぶんエレナには、『ザ・ワン』になって生き続けようという意志もない」

　唯の表情がピクリと反応する。

　それにかまわず『ザ・ワン』は続ける。

「……なのになぜ、『死んだふり』なの？

　あとは死ぬしかないのに、それでもまだ生きているのは、さらにあなたが守るように付き従っているということは、サクラを隠かくした、だけでなく、まだこのさきに何かあるわけ？」

「……」

「安心して。別にわたしは、無理に聞きだすつもりはないから。ただ知りたいだけ。このさきにもまだ、何か楽しみがあるのかどうか」

「……楽しみ、ですか？」

「ええそう。楽しみ。って言っても本当の意味での楽しみではないけれど。何しろ『ザ・ワン』はつくられた、心を持たない存在だから。だからわたしが感じるそれは、感じようと思って感じているつくられた感覚だけどね」

「……」

「具体的に言うとね、脳、というか神経中ちゆう枢すうの配線を組み替えて、自分の予想が当たったとき、あるいは自分の予想を超えた体験に出会ったときに楽しみを感じるよう、自分をプログラムしてあるの。だからね、わたしはいま、本当に、楽しくて仕方がないのよ。あなたたちがいままで体験したことのないような戦い方をしてくれるから──」

「その姿、やめてくれませんか」淡たん々たんとした、唯ゆいの声。

　少女は首をかしげたが、すぐに笑顔を浮かべた。

「ああ、これは失礼──」声の調子が変わった、次の瞬間。

　少女──舞まい原ばる咲さ杳くらの姿がはじけ、霧きりになる。

　霧から無数のコウモリが生まれ、部屋のなかを哄こう笑しようとともに飛び回る。目を見開いた唯のまえでコウモリは集合を開始、融ゆう合ごうし、黒こく狼ろうとなる。親しげにその鼻を唯のひざにこすりつけたその瞬間、狼おおかみの身体からだは再びばらけ、質しつ量りようのある霧となり、遠くのソファを持ち上げ絨じゆう毯たんへと運ぶ。

　そしてソファのうえで、人ひと型がたをつくりはじめる。

『ザ・ワン細さい胞ぼう』の再さい結合を終え、青年の形けい貌ぼうを整えると、『コア』は腕を組んでソファに座り、唯に言った。

「この姿ならかまわないかな？　もっとも、この姿もわたしの本当の姿というわけではないが。何しろわたしの本体はネットワーク、姿のあるものではないからなぁ」

「……」

「そう、これがわたしという存在だ。姿も形も、心も感情すらも、自分で自在に操あやつれる存在──それでもきみたちは、わたしを生き物だと思うかな？　わたしは自分の造ぞう物ぶつ主しゆの存在さえ知っているというのに」

「……造物、主？」

『ザ・ワン』の眼めが、遠くを見つめる。

　しばらくして、『ザ・ワン』は手のひらをかざす。

　やがてそのうえにまるで空気が集まるようにきらきらとした霧が生まれ、そこからサングラスが現われる。

　サングラスをかけると、『ザ・ワン』は視線を見せることなく唯をながめ、口を開いた。

「……あるところに、ひとりの男がいた」

「……」

「男は、神を敬うやまっていた。そしてそれ以上に、神がこの世に遣つかわした神の御み子こを愛していた。神の御子を愛し、敬い、その教えが世界中に広がることを望んでいた。

　だがそんな男にも一つだけ、悩み、いや、欲望があった。

　それは、神を感じたいという欲望」

「神を、感じたい？」

「男は御み子こを信じていたが、御子が語る神の奇き跡せきを目まの当たりにしたことがなかったのだよ」『ザ・ワン』は笑う。「男は疑っていたわけではない。神の奇跡を信じていたからこそ、その力を見たいと願っていた。そして見せたいと願っていた。当時、御子の教えは迫はく害がいを受け苦しい状況にあったから。迫害してくる人々にその『奇跡』を見せることさえできれば、人々は御子を信じるようになるだろう、御子のすばらしい教えは世界中に広がっていくだろう、と。

　いや、それは表向きの理由に過ぎない。

　男自じ身しんが、願っていたのだ。奇跡を見たい、と。それを見ることで神とその御子をもっと愛し敬うやまいたい、と。

　その心の昂こうじるあまり、男はとんでもない行動に出る」

「……」

「──男は、御子の敵に、御子を売ったのだ。

　愛する御子が危険に陥れば、神はきっと御子を助けてくれるだろう、と思い。そうとも、全ぜん能のうの神はきっとその力で奇跡を起こし、御子を助けてくれる。世の救きゆう世せい主しゆたる御子を助けないでいったいだれを助けるというのだ？　そうだ神は絶対に御子を助けてくれる──男はそう信じ、銀ぎん貨か三十枚で御子の居い場所を敵に教え、御子の生命を売ったのだ。

　──男は、神を試してしまったのだ。

　その結果、どうなったか？」

「……その話は……」

　目を見開いた唯ゆいに、『コア』はうなずいてみせる。

「そうだ。あとはよく知られる話だよ。御子は男の見ているまえで十字架かにかけられ、男の見ているまえで殺された。御子は叫びさえしたのだ。『神よ、神エロイよ、なぜ・エロわたしを見捨てイ・レマ・られたのですかサバクタニ』とな」クックッと笑う。「だが、神が奇跡を起こして御子を助けることはなかった。男の見ているそのまえで、男の愛する御子は殺された。男の裏切りのせいで──そのときの男の気持ちが分かるか？」

「……」

「男は絶望のうちに死んだ。が、死ぬまえに、埋められた御子の死体を掘り起こし、自分の罪を悔くい、血の涙を流した。血の涙は悪あく魔まを呼び、男は悪魔に魂たましいを渡して契約した。そう、男は助けてくれなかった神の代わりに、悪魔に助けを求めたのだ。悪魔の力を借りてこの世に作り出したのだ。男がこの世から奪ってしまった救メ世シ主アに代わる存在を。それがただ存在するというだけで、この世に御子の教えが広がって行くような存在を。神の力を借りずとも、ただ十字架かと信しん仰こう心しんさえあれば打ち破られる存在、十字架を持たぬ者を恐れさせ、十字架を持つ者のまえではただ逃げるしかない存在、殺され滅ぼされるしかない存在、ただ世界中の人々に十字架を持たせるためだけにつくられた存在を──

　──それがわたし、『ザ・ワン』なのだよ」

「……十字架かを、広めるためだけの──」

「それでもきみたちは、わたしを生き物だと思うのか？」

『ザ・ワン』は笑った。

　表情を変えていない唯ゆいの、しかしその瞳の奥に浮かんだものをとらえて笑う。
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「勘かん違ちがいはしないでほしい。わたしは別に、神を恨うらんではいない。むしろそうあるべく神を愛し敬うやまっている。造ぞう物ぶつ主しゆについても同じだ。神を愛するように彼を愛している──そう自分をプログラムしてある」

「……」

「そう。だからこそ知りたいのだ。神とは、なんなのか。本当に存在するのかどうか。聖せい書しよに神が約束されしミレニアムとはなんなのか。そして……わたしの持たぬ、魂たましいとは、生命とは、なんなのか──

　神は存在するのかどうか。

　すべてわたしが知らぬこと、それを知ることこそわたしの喜び」

　サングラスの黒いレンズに隠かくされて、その瞳に何をたたえているかはうかがい知れない。

　だから、唯は、ただたずねる。

「どうしてあたしに、そんな話を？」

「……さぁ、どうしてだろうな」『ザ・ワン』はくすくす笑う。「あるいは、知ってほしかったのかもしれないな。わたしを生命だと思い定めて相手にしてくれている存在に、わたしという存在がどういうものかということを」

「……」

「知っているか？　聖せい書しよでは、御み子この死は必然、受くべき運命だったとされている。

　だが、御子の死が定められたものだったとしたら、そうなるべくしてそうなったものだったとしたら、ではわたしの造ぞう物ぶつ主しゆの懊おう悩のうは、いったいなんだったのか……」

　しばらくして。

『ザ・ワン』は、ソファから立ち上がった。

　エレナを、そして唯ゆいを見下ろし、笑い、礼をする。

「いやいや、短い時間だが、楽しかった。それじゃあそろそろ行かないと」

　歩き出す、『ザ・ワン』。

　唯は一瞬うつむきかけ、しかし顔を上げ、『ザ・ワン』の背中に声をかける。

「……待って、『ザ・ワン』」

「ん？」

「ながながとしゃべってくれたお礼に、あたしもさっきの質問に答えます」

「なに？」

　唯は、言った。

「──あたしとエレナは、きっと、『ザ・ワン』を滅ほろぼす。

　……いいえ、いまの『ザ・ワン』では、決して人間には勝てない。あなたは最初から、人間に勝てる存在じゃない。たとえどれほどの力を持とうとも、人間はそのうえを行く」

「……ほう？」

「あなたはミレニアムを作り上げることもなく、魂たましいを持つこともなく、ただ、消える」

　またもうつむきかけ、首を振り、唯はサングラスに隠かくされた『ザ・ワン』の瞳を見る。そして言う。

「でも、もしもあなたが協力してくれるなら、助けてあげられるかもしれない」

　──『ザ・ワン』は、しばらく唯を見つめていた。

　黒いレンズ越しに。

　笑い、たずねる。

「人間は、おもしろいな。じつにおもしろい……

　きみがそう親切なのは、エレナがいずれ『ザ・ワン』になるしかないからか？」

「……」

「ありがたく、しかもおもしろい、興味を惹ひかれる申し出だが、すまないね。わたしは辞じ退たいするよ。いまのわたしには、ミレニアムを作り神に──実在するのなら、だが──会うこと、そして魂たましいを持つ生命になること、それ以上におもしろいことは考えられないからね」

「でもそのどちらも、きっとうまくいきません」

「それがどうした？」

『ザ・ワン』は笑う。

　くすくすと。まるでそれしか知らないように。

「どちらにせよ、わたしのそれはつくられた感情であり、つくられた感情は簡単に制せい御ぎよできる。

　こんなこと言うと、遼りよう子こさんに怒られるかもしれないが──

　正直、わたしにはどうでもいいんだよ。わたしの計画がうまくいこうがいくまいが、滅ほろびようが滅びまいが。いまこの瞬間に消しよう滅めつしてしまおうが。わたしはそれだけの存在なのだから。ただ楽しければそれでいい」

「……」

「でもまぁ、心配してくれてありがとう」

　手を振って、歩き出す。

　やがて聞こえてくる、ドアが開き、そして閉まる音。

　唯ゆいはうつむき、眠り続けるエレナを見た。

　自分を強制的に眠らせることで、『ザ・ワン』化の進行をくいとめているエレナ。

　すべては最後のときのため。

（すべてが決まり、終わるとき──）

　サクラが見つからないということは、逆に言えば『ザ・ワン』がいつサクラをあきらめるか分からない、ということだ。今日はまだ、見つけられると思っているかもしれない。明日もまだ、見つけられると考えているかもしれない。だが明後日あさつては？　その次は？　いつかは見切りをつけるだろう。見切りをつけ、日ひ炉ろ理り坂ざかに攻め入っていくだろう（それはおそらく、イハナがキャンプから戻るころだと唯は思う。学校がはじまれば、さすがの『ザ・ワン』ももう舞まい原ばる家をだまし続けてはいられない）。そして、たぶん、それまでには雨は降らない。たとえいつかは降るにしても、自分たちには間に合いそうもない。

　舞原家に助けを求めに行った、海かい藤どうはきっと間に合わないだろう。

　だがそれでいい。

　そのほうがきっと、踏ん切りがつく。

　自分たちがしようとしていることに対して。

（……これ以外に、エレナを助ける方法はない）

（あとは、あたしができるかどうか──）

　ああ、神さま、どうかあたしに、勇気を──

　小さな身体からだを震わせて、唯はそっと、寝ているエレナを抱きしめた。

　そしてつぶやく。

　あたしたちは、生き残る。何がなんでも。

　あんな、生きることをどうとも思わない存在なんかに負けて、たまるもんか。

　あたしたちは、生き残る。絶対に、

　なんとしても、生き残る。

　生命として、その意地をかけて、絶対に、

　生き残って、みせる──







解説／言い訳ともいう





（うえお久光・作者）






　まず言っておかねばならないのは、読まれた方はお気づきだろうがこの巻は《Ｉｔ》編の最終巻ではない、ということである。ぶっちゃけた話、一冊で終わらせられなかったのである。前巻あとがきで予告しておきながら終わらせられなかったわけである。こっぱずかしい話である。作者は忘れていたのである、自分は気負えば気負うほど空から回まわりして悪い結果を出してしまう人間であるということを。そういうことってあるよね？　みなさんにだって心当たりがあるよね？　思い当たったりすることあるよね？　だったら寛かん大だいな心で許してくれるよね？　それはどうもありがとう（と自己完結で終わらせる。いえー）。とにかく、とりあえず信じてほしいのは、作者だってこの巻で終わらせたかったんだよう、ということなのである。だってこの『ザ・ワン』編は、堂どう島じまコウの出番が少ないから。つうかぶっちゃけこの巻、悪あく魔まのミカタの主人公であるはずの堂島コウは名前だけしか出てこないし。そして正直、堂島コウが出てこない話を書くのはけっこうアレなのだ。

　いや、勘かん違ちがいはしないでほしい。

　今こん作さく自体は実に楽しんで書いている。

　何しろ自分の大好きなテーマだし、好きでないならそもそも書かないし。

　ただやはり、まだ作品の少ないぺーぺーの身としては、『堂どう島じまコウの出てこない話を読者は読んでくれるのだろうか』という思いからどうしてものがれられない。とくにこの巻は、前巻を読んだ読者が『よし！　次はいよいよ堂島コウの登場だ！』なんて期待しているかもしれず、そう考えるとなんとも言いようのない複雑な気持ちになる。もちろん、もしかしたらこれは作者の思い込みで読者は堂島コウの登場にさほど期待していないのかもしれないが、主人公なのに人気がない、と考えるのも悲しくなるのでそちらはなしの方向でどうかお願いしますよ本当に。作者とは繊せん細さいな生き物であり、人間は、信じたいことを信じ込むのだからそれでいい。結局のところ人間は、神さまの存在を信じたくて信じたくて仕方ないのではなかろうか、と人を語り神を語ったところで閑かん話わは休題、とにかくそういうわけで、前巻で予告したにもかかわらず堂島コウの出番の少ない『ザ・ワン』編を今巻で終わらせられなかったことについてとりあえず『ごめんね！』と言っておきたい。え？　気にしてない？　その寛かん大だいさに花束を。とにかくどうもありがとう（自己完かん結けつ第二弾だん。いえー）。

　んでもって。

　ちょっと解説。

　作者が自分の作品を解説するのはどうかと思うし、しかもそれを言い訳に変えようというのはなんともアレだが、まぁ悪あく魔まのミカタなんだし、ということで。いや正直、恥はじも外がい聞ぶんもなく、一回やってみたかったんですこういうの。いい機会、ということで。

　そもそも⑧巻からはじまるこの《Ｉｔ》編は、シリアルナンバー六六六、《Ｉｔ》と呼ばれる《知恵の実》を軸じくに、堂島コウを別の形で書くことが目的である。たとえば《ドッグデイズ》に出てくるランドール・コーンウォークは『ある意味』夢破やぶれたコウであり、その可能性の行く末である。堂島コウが自分の夢を失ったらそれはいったいどうなるのか？　そして堂島コウは将来どうなってしまうのか？　『ザ・ワン』編に出てくる三み鷹たか昇のぼるは『ある意味』堂島コウの過去を描いたものであり、そして助けを得られたコウでもある。どれだけ声を枯らして叫んでも助けを得られなかったコウに対し、昇はそれを得られた場合を示す可能性。そして『ザ・ワン』は、堂島コウの──前巻が『ある意味』堂島コウの過去を描いたものであるなら、次巻はある意味未来を描くものとなるだろう（と思う。たぶん。断言はしない）。そしてそれは、『ある意味』悪魔のミカタというシリーズそのものを表わしたものともなる。ならばその結末は──肉体も感情も完全に『制御』でき、ゆえに自分は生き物ではないという『ザ・ワン』と、『ザ・ワン』に悪だと断じられそれでもなお生きようとする人間という『生命力』の対決、その勝者がどちらになるか、読者諸しよ兄けいはうすうす感づいているだろう。過程はともかくどちらが勝つか、その答えはすでに出ている。そう、もしも手元にあるなら読み返していただきたい。《Ｉｔ》編⑩巻《スタンドバイ》のいんとジィ・ニーの対比は『ある意味』それを描いたものであったし、二人が対決した場合、軍ぐん配ばいがどちらに上がるかは──二人はどう思っているにしろ──すでに皆さん、どこかのあとがきで知っておられることだろう。

　こうして書くと分かっていただけると思う。

　⑧巻から続くこの《Ｉｔ》編は、すべて堂どう島じまコウを中心に回っている。

　というよりもむしろ、この《Ｉｔ》編は『ある意味』堂島コウが出ずっぱりしかも大だい活躍している話！　とみなすこともできる。そこのあなた、できない、などと言ってはいけない。可能性は、「できる！」とうなずくところからはじまる。作者は決して小こ難むずかしい屁へ理り屈くつであなたを惑わせ理解を狂わせ煙に巻いてごまかそうとしているわけではない。確かにこの《Ｉｔ》編、堂島コウ本人そのものの出番は少ない。しかし主人公の資し質しつというものは、はたして出番の多さで決まるものだろうか。主人公的素そ養ようというのは、出番の頻ひん度どで決まってしまうものなのか？　いや、違う。彼が主人公かどうか決めるのは、決して彼の出番の回数ではない。では、彼を主人公たらしめるものとは何か？　その答えを見つけられたとき、あなたはあなたの人生においてついに主人公になることができるだろう。いや、気づくだろう。そもそもあなたは最初から、これまでずっと自分の人生の主人公だったということに。なんてきれいなまとめだろう、この伝で、そう、堂島コウこそこの物語の主人公なのだ！（自己完結パートⅢ。さすがにもうなんというか……）

　……ところで。

　まじめな話。

　この巻を読み終えられた方は、どんな感想を持つのだろう、毎回毎回それを楽しみ、怖がっている作者だが、とくに今作はひとつ、どきどきしていることがある。それは、堂島コウ、という主しゆ軸じくがない場合、皆さんは、はたしてだれを主人公だと思うのだろう、ということ。三み鷹たか昇のぼるだろうか、それとも木きの下した水すい彩さい？　エレナと唯ゆいもいる、山やま本もとさんや舞まい原ばるサクラそして海かい藤どうさんはちょっと出番が少ないけれど、三み輪わ方かた遼りよう子こだってその資質はじゅうぶんにある。『ザ・ワン』だって負けてはいない、と思う。このなかで、いったい、みなさんはだれを主人公だと思うのだろう。それが怖くもあり、楽しみでもある。お恥ずかしい話であるが、それはこれまでに登場したすべてのキャラに言えることだが、作者はどのキャラクタにも愛着がある。正直な話、読者に「ヒロインはだれですか？」と聞かれるのがとてもうれしい。どのヒロインにもそれなりに主役としての魅み力りよくを感じていただいていると思えるから（もちろん、逆にキャラクタが散さん漫まんすぎてこれといって魅力のあるヒロインがいないから出る質問、という可能性もあるにはあるが、人間は信じたいことを信じ込む──省略──）。そしてこれまでは、堂島コウという決められた主役がいたが、今回はその堂島コウがいない。つまり主人公が存在せず、逆に言えば登場人物だれもが主人公とも言えるのだから。もちろん、作者がそう書けていることが第一条件であり、この辺が難しいところで、そう書けていればさいわいなのだが……




（──はたして今こん巻かんの主人公、あなたはだれだと思いましたか？）

（少しでも迷っていただけたなら、うれしいです）

（作者としてはどのキャラクタも、主人公にしたいのですから。そしてどんな人物にも、主役になれるところがきっと、あると思いますから）




　とにかくまぁ、そういうわけで。

　前回大おお仰ぎように予告したにもかかわらず、申し訳ない、今巻ではまだ《Ｉｔ》編は終わらない。楽しみにしていた方には本当に申し訳なく思うのだが、ぜひもう一巻、お付き合いをお願いしたい。次巻できっと終わるから！　と思うけど、心のなかに秘めておこう！　またこうなると恥ずかしいから！　と、いうわけで次巻予よ告こくはしませんが。




　これからも、主役である堂どう島じまコウと、そのヒロインたちをよろしくお願いいたします。

　──忘れないでくださいね！

（なんて、この巻でいうのもなんだかなぁ……）




　　　　◆




　以上、

　──ああ、でも、また次回予告やりたいなぁ──

　うえお久ひさ光みつでした。
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うえお久ひさ光みつ

最近考えたこと。たとえば音でしか、音楽でしかできないこと。イラストや漫画、ゲーム、立体、映像でしかできないこと。そして小説だからできること。シリーズだから、悪魔のミカタだからこそできること。んでもって、堂島コウがいないからこそできること。いや本当に。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

こんにちは～藤田です。表紙はお絵描き中の水彩です。決して署名を集めている水彩ではありません。……あ、パンツ見えちゃってます。（ちゃんとはいてます（汗））
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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